
        
            
                
            
        

    





催眠で女子校ぜ～んぶ俺専用！　幼なじみもお嬢様も天才少女も 
 

遠野渚
イラスト／YUKIRIN 
 
 
　全裸通学！　ツンツン幼なじみを初体験支配
　愛犬ペット！　イジワルお嬢様とワンワン交尾
　お尻開発！　飛び級天才少女のマゾマゾ覚醒
　専用宣言！　３Ｐおねだり×ビクビク絶頂
　催眠運動会！　エロエロムカデ競走で繋がって
　幼児退行！　全校集会はぬれぬれハーレム
エンディング　染まりきった明るい未来

 
 
 
　全裸通学！　ツンツン幼なじみを初体験支配 
 
 
　パァン！ 
　朝、玄関に出るなり、いきなり竹刀が振るわれる乾いた音が鳴り響く。 
　呉島光明は、ジンジンと痛む尻をさすると、叩いた幼なじみを睨みつけてやる。 
「いってぇ！　千影よ、朝っぱらから叩くことはないじゃないか！」 
「私が迎えに来てやってるのに寝ぼけてる面を晒しているからだぞ。無駄口を叩いてないで早く準備しろっ、また遅刻するぞ！　ハンカチは持ったか？　ちり紙は？　ほら、寝癖立ってるぞ。まったく、こんな格好で女子校に通うだなんて、お前は舐めてるのか？」 
「別にいいだろ……俺だって好きで通ってるわけじゃないんだから」 
「いいものかっ」 
　幼なじみ……柊千影は、ネコのように目を吊り上げて一喝した。 
　ツヤッとした髪をポニーテールにまとめ上げ、吸いこまれそうな黒瞳。 
　見た目だけは文句なしに美少女……と言っても間違いないと思う。剣道部で大将を務め、いつも竹刀を背負ってすぐに手が出てくるところを除けば。 
　しかも光明にはすぐに竹刀を振るってくる。ちょっと束縛が強すぎるのだ。 
　毎日こうして玄関まで迎えに来てくれて、 
「ほら、今日の弁当を作っておいたぞ。お茶は水筒に入っているからな」 
　買い食いは絶対にダメだぞ。 
　間食もダメだぞ。太るからな。 
　お小遣いはお前の親御さんから預かっているからな。必要なときは言ってくれ。 
　あ、でも買う前に、本当に必要なモノかどうか私も一緒に考えるからな。 
　などなど。 
　毎朝起こしてくれたり、お弁当を作ってきてくれたり世話焼き女房タイプなのではあるが、ちょっとばかり口うるさいところがあるのだ。 
　しかも学園ではクールで凛とした姿が女子たちに大受けである。 
　それなのに光明に対してはなぜか熱くなって拘束してきたりする。 
「一人でできるから放っておいてくれよ」 
「ダメだ。お前を自由にさせておいたら昼まで寝てるに決まってるんだぞ」 
「ぐぬぬ」 
　本当にこの前やってしまったから反論のしようがない。 
　父も母も仕事で忙しいから、ほとんど一人暮らし状態なのだ。 
　こうして拘束されるのもやむなしだろうか……はぁ。 
　光明は、思わず大きなため息をついてしまう。 
　光明……呉島光明は今年で十七歳の高校二年生。 
　だけど通っている私立聖靴学園が今年の春に女子校になってしまい、不幸なことにたった一人だけ男子生徒として取り残されてしまったのだ。 
「あのバカな親父のせいで、な……」 
　光明は苦虫を噛むかのように呟く。 
　名目上、光明は理事長である父親の補佐ということになっているけど、そんなことは詭弁でしかない。 
　親父曰く、 
『ＪＫとか大好きだから女子校にする！　でも早く孫の顔は見たいから、光明は千影ちゃんと離すわけにはいかないな！　じゃあ光明も女子校に通え！』 
　……ということになってしまったのだ。 
　バカじゃないの？ 
　言っても、バカみたいに実行力のある父相手では無駄なことだった。 
　女子校にたった一人で通えて羨ましい？ 
　たぶん全国の男子はそう思うだろう。 
　しかし光明は自信を持って首を横に振る。 
　ないない。 
　そんなことは断じてない。 
　想像してみて欲しい。 
　ライオンの檻に放りこまれたウサギを。 
　しかもライオンはメスのほうが狩りが上手だと聞く。人間だって絶対そうだ。 
　そんな女子校に登校すると考えただけで暗澹たる気分になってしまって、大きく深いため息をついてしまう。 
　玄関を出ると、 
「ほら、鍵を閉め忘れてるぞ」 
「合い鍵持ってるだろ……閉めといてくれよ」 
「まったく仕方がないな。お前は私がいないとなにもできないんだから……なっ」 
　かけ声とともに、ポンと尻を叩かれる。 
　さあ通学だ。 
　同じ制服を着ている生徒は一人もいない。 
　さあ、今日はどうやって一日をやり過ごそうか……。 
 
☆ 
「やっと登校してきたわね、ペットのくせにご主人様より遅くやってくるだなんて、なんて躾のなってない駄犬なのかしら！」 
　教室に入るなりいきなり挑発的な言葉をかけられる。 
　そのキンキン声を聞いただけで、光明は反射的に肩をすくめてしまう。 
　学校に通うのがいやな理由の一つ。 
　それが目の前に、仁王立ちしている。 
「あなたは私のペットなの。ご主人様の言うことは絶対なの！　だからちゃんと言うこと聞きなさいよね！」 
　目の前に立っているクラスメート……護国寺玲於奈という。 
　この辺一帯の古くから根付いている護国寺グループの一人娘。そして護国寺グループといえば、日本では知らぬ者がいないほどの化粧品ブランドを抱えている企業だ。 
　噂では母親がアメリカ系で、目がくらむほどの金髪を持っている。そのブロンドを下ろし気味のツインテールにし、制服からは乳房がこぼれ落ちそうになっている。 
　あまりにも大きすぎてサイズが合わないのか、ブラウスのボタンを一つ外しているほどだ。 
　元々、いいところの女子校に通っていたらしいけど、聖靴学園が女子校化されるにあたって、新しく入ってきた編入組だ。 
　なので、男子には免疫がないらしいが……。 
「ほら犬。最近肩が凝ってるの。揉みなさい」 
　だなんて命令してくる。 
「で、できるかよそんなこと」 
「あ～ら。ペットのくせにご主人様に逆らうつもり？」 
　玲於奈がサッと手を上げると、両脇に二人の女子を従える。 
　右脇に剣道部の副将、左脇は空手部のインターハイだ。 
　女子とは言え、光明にとても敵う相手じゃなかった。 
　それに女子校で女に手を上げると、そのあとどうなるかなんてあんまり想像したくもないし。 
「ほら、早く揉みなさいな、犬」 
「……く、くぅっ」 
　自分の席に座って背中を向けてくる玲於奈。 
　悔しいけどここは言うことを聞くしかない。 
　玲於奈の後ろに立つと、サラリとした髪の毛を分けて肩に手を当てる。そして少しずつ力をこめていくと──、 
「んっ」 
　ちょっとだけ力を入れただけだっていうのに、玲於奈の肩はビックリするくらい柔らかかった。なんだ、全然凝ってないじゃないか。 
　それでもここでサボれば、あとでなにをされるかわからない。 
（ここは形だけでも真面目にしておかなければ……） 
　心の中で唱えながら、玲於奈の肩を揉んでいく。 
　無防備に晒されたうなじには、柔らかなブロンドの産毛が透けて見える。 
　それにこれはとても言いづらいのだが……、第一ボタンを外しているブラウスを後ろから覗きこんでいると、豊満なバストサイズから生み出される谷間を見下ろすことができてしまう。 
　それはもう、そんじょそこらのグラビアアイドルだって裸足で逃げ出すんじゃないだろうか。 
　もしも、もしもだ。 
　この胸を好きにできたら……それはとても素晴らしいことじゃないだろうか。 
　指が食いこむほどに揉み、男の象徴を挟みこませて、そしてご奉仕させるのだ。 
「……ふぅっ」 
　光明がそんなことを考えているとも知らずに、玲於奈はよほど気持ちいいのだろう、色っぽい吐息をついてみせた。 
（まぁ、そんな光景を見れるのは、きっと玲於奈の彼氏だけなのだろうけど……） 
　聞いた話だと、玲於奈には両親に決められた許嫁がいるらしい。まぁ、玲於奈の家は、日本はおろか世界では誰も知らぬ女性がいないほど有名な化粧品メーカーだそうだから、許嫁なんてのもいるんだろうけど。 
　そんなことを考えていたら、いつの間にか時間が経っていたらしい。 
「もう肩はいいわよ。次は……」 
　玲於奈は机の上に、組んだ足を乗っけてみせる。そして、 
「次は太ももをマッサージしてもらおうかしら」 
　黒タイツに覆われている太ももは、うっすらとはち切れんばかりの若さを宿していて、ややめくれ上がったスカートからは下着が見えそうになっている。 
（こんなにスカートがめくれ上がってるのにパンツが見えないなんて……っ） 
　どんだけ足が長いんだ……!? 
　思わずスカートを捲りあげて足がどこまで長いのか確かめたくなってしまう。 
　だけどさすがに邪念が混じってしまったのだろう。 
「あらあら、犬がご主人様に欲情するのかしら？」 
　かすかに怒気をはらんだ玲於奈の声。 
　玲於奈が立ち上がると、光明の背後から例のインターハイ女子が取り押さえてくる。そして、気がつけば床に組み伏せられていた。 
　見上げようにも、玲於奈のふくらはぎくらいまでしか見えない。 
「ふふふ、犬は犬らしく地べたを這ってるのがお似合いなのよ」 
　上から言い放たれる、と……その玲於奈は片足の上履きを脱ぐと、光明の頭の上に乗せ……グリ、グリグリ……。 
　黒タイツの足で踏みつけられる。 
　温かい足の裏がこめかみを、そして鼻を踏みつける。 
「欲情する駄犬にはお仕置きしてあげなくちゃねえ。ほら、ちょっとは反省したかしら？　それとももっと強く踏まないと効かない？　ほら、どうなのよ」 
　グリグリと踏みつけてくる玲於奈。 
　さっきまで上履きの中にあった玲於奈の足は温かく蒸れていて、指の間からはツンとした甘酸っぱい香りが漂ってくる。 
　そして踏まれているうちに、しっとりと黒タイツ越しに汗ばんできているようだった。 
「はぁ、はぁ……もっと？　もっと強くして欲しいの？」 
　心なしか玲於奈の声も熱っぽくなってきて──そのときだった。 
「光明は私のモノだぞ。勝手にペット扱いするな！」 
　上から降ってきた凛とした声は、聞き間違えるはずもない、千影のものだ。 
　玲於奈の足がスパンと払われると、気がつけば立ち上がらされている。 
「光明も情けないぞ。女子に踏まれて黙っているだなんて」 
「いや、だって三人がかりで羽交い締めにされたらだなぁ……」 
「だらしない顔を晒すなっ。バツとして帰ったらみっちり筋トレさせてやるから覚悟しておくんだぞ」 
「げぇ」 
　光明は変な声を上げてしまう。剣道部のエースでもある千影の練習に付き合わされたことがあるが、あれは地獄の一言に尽きる。 
「あら、私の犬に勝手に芸を仕込むのは止めて下さる？　脳みそまで筋肉になって、余計に駄犬になったらどうするのかしら？」 
「なにを言うか。光明は幼稚園のころから私のモノなのだ。勝手に持っていくな、この泥棒猫め」 
　千影に右腕を。 
　玲於奈に左腕を引っ張られる。これは毎朝繰り返される光景だ。 
『情けないよねー』『どっちつかず男ってさ』、などとヒソヒソ声で話す女子たち。その中で一際冷たい一言が心に刺さる。 
「……不潔です」 
　声がした方を見てみると、そこにはクラスメートである紗枝の姿があった。 
　観月紗枝。今年で十三歳。 
　黒髪をおかっぱに切りそろえた女の子。 
　高校二年生の教室にはあまりにも未成熟な身体は、明るい色調のブレザーを着ていなければ小学生と間違ってしまうことだろう。 
　その体型は小学生とほとんど変わらず、胸もペッタリとしていて、お尻も膨らんでいない。 
　おかっぱに切りそろえられている黒髪と相まって、余計に幼く見える。 
　飛び級が許される聖靴学園では、一気に四年分ほどジャンプして高校二年生にやってきた天才少女なのだ。 
　ただ、男子にはほとんど免疫がないらしく、聖靴学園にただ一人の男子である光明をまるで汚物を見るかのような目で見つめてくる。 
「汚らしい……」 
　そんな紗枝の言葉が心に刺さる。 
　汚れを知らぬ黒瞳はまるで、 
「あんな大人にはならないようにしよう」 
　と言っているようだった。 
　紗枝は小さくため息をつくと、視線を教科書に移す。 
　まるで光明がそこに存在していないかのように。 
　だけどそんな紗枝に、メスライオンの二人が気づくはずもなくて。 
「こら犬っ、この私のパーフェクトボディをマッサージさせてやるんだからありがたく思いなさいよねっ」 
「こんなブヨブヨな脂肪の塊がパーフェクトとは笑わせてくれるぞ。どうせ腹も尻も、怠惰な生活で弛みきっているのだろう？」 
「なっ、なによ、私よりも小さいからって妬まないでよねっ」 
「妬む？　フッ、笑わせるな。ただ哀れんでいるのだぞ」 
　左右から引っ張られる力が、より一層強くなる。 
 
 
 
　しかも二人とも気づいていないのだろう。 
　男にとっては柔らかすぎる感触……おっぱいが押しつけられているのだ。 
　小さいと言われながらも、幼なじみである千影も十分大きい部類に入る。 
　ぐいぐいと腕を引っ張られるたびに、むにゅっと柔らかい感触が押しつけられる。 
　そして玲於奈の膨らみと言ったら、まさに日本人離れしていた。アメリカ様の質量はどうやら伊達じゃないらしい。柔らかい感触が当たるというよりも、そこから包みこんでいくと言った方が正しい。 
（やばい、このままだと身体が勝手に反応してっ） 
　思ったときにはもう遅い。 
　ズボンにしまわれている男の封印が解き放たれようとしていた。 
「……ひっ」 
　運が悪いことに、その様子を紗枝に見られてしまう。 
　そして、汚物を見るかのような蔑んだ視線で、 
「……サイテーです」 
　その一言が、光明の心を大きくえぐり取っていく。 
　本来ならば小学校を上がったばかりの少女に、こんな痴態を見られるだなんて。 
「や、やめてくれ～！」 
　思わず叫んだ、その時だった。 
　ピピピッ。 
　その瞬間、つむじから電波のようなものが発射されたかのような感触。 
「な、なんだ？」 
　自分でも驚いてしまう。 
　一瞬だけ視界にモザイクがかかり、ちょっとだけ脳が痺れて耳鳴りがする。 
　驚いていると、玲於奈から引っ張られていた力がフッと抜けた。 
「ちょっ、危ないじゃないか！　急に力を緩めるだなんて卑怯だぞっ」 
　千影が怒るも、しかし玲於奈は無言。 
「…………」 
　玲於奈の瞳に光が映らず、ボーッとしているように見える。 
　光明は、恐る恐る玲於奈に声をかけてみる。 
「あ、あの……ドーモ、玲於奈＝サン？」 
　呼びかけてみても、玲於奈はこちらのことを見つめてくるばかりだった。 
　明らかに様子がおかしい。もう一度、 
「玲於奈？」 
　ちょっと怖いけど呼び捨てで。すると、 
「はい、なんでしょう……ご主人様」 
　さっきまであんなに高飛車だった玲於奈が答えた。 
　き、聞き間違えじゃなかったら、今『ご主人様』って言われたような気が……？ 
　だけどそれを聞き返すのは、あまりにもハイリスクすぎる。 
　こんなことで機嫌を損なわれたら、また犬生活に逆戻りなのだ。 
（と、とりあえずっ） 
　できるだけ冷静さを取り繕いながら、光明は言った。 
「今すぐ席に着くんだ。そしておとなしくしているんだぞ」 
　できるだけトゲが立たないように言うと、 
「はい、ご主人様。席についておとなしくしています」 
　玲於奈は自分の席に着くと、ジッと黒板を見つめ始める。 
　なんだかそれは異様な光景だった。 
　だけど声をかけるわけにもいかず……結局、そのまま朝のショートホームルームが始まってしまったのだった。 
 
 
　一日の授業が終わり、そのあとの雑務をこなして、光明はやっとのことで家に帰ってくると、ベッドに四肢を投げ出した。 
　もうとっぷりと日が暮れている。 
　夕飯を作る気力さえも起こらなかった。 
　あとは適当に寝て、明日起きたらシャワーを浴びて胃になにか入れよう。 
　だけどそんな疲れきった光明には、今朝の出来事が妙に気にかかっていた。 
「今朝のあの感触……アレは一体何だったんだ？」 
　つむじから電波が放たれるような感覚に襲われたと思ったら、高飛車なお嬢様の玲於奈が素直に言うことを聞いてくれたのだ。 
　しかもご主人様だなんて。 
　あのあと、玲於奈を遠巻きに見ていたけど、一時間目の授業が終わるとごく自然に振る舞っていた。 
（俺の勘違い、っていうこともあるだろうしなぁ） 
　ちょっとでも催眠術を使えるようになったのかなって期待してしまったけど、どうやら空振りのようだ。 
　まぁ、人生そんなに都合よく一発逆転できるはずなんてないんだけどさ。 
「ああ、こんな人生まっぴらだぞ……女に束縛されて犬扱いされて、しかも幼女に蔑んだ視線で見下されるだなんて……っ」 
　こんな人生まっぴらだ！ 
　枕に顔を押しつけて叫んでみる。 
　だけどそうそう簡単に今の状況が好転してくれるわけがなくて。 
　できることと言えば、一発逆転できるシナリオを妄想することくらいだろうか？ 
「はぁ……催眠術を使えるようになったとして……まずお約束は……そうだなぁ」 
　天井を見つめながら妄想する。 
　そうだ、まずは全裸登校というのはどうだろうか？ 
　幸いなことにうちは女子校だ。 
　その全校生徒が全裸で登校してきたら、それはそれは圧巻だろう。 
　しかもそのことを、俺以外おかしいと気づかないのだ。 
　それは単純だけど、とても素晴らしいアイディアのように思える。 
「全裸登校……ならないかなぁ……」 
　ピピピッ。 
　まどろみに溶けていく意識の中、つむじから電波が飛んでいった感触がする。 
　だけどそれに気づくには、あまりにも光明は疲れきっていて……そのまま寝息を立て始めてしまうのだった。 
 
☆ 
　翌朝。 
　光明は無理やり食パンを頬張って牛乳で流しこみ、冷たいシャワーを浴びて必死で目を覚ました。 
　今日も憂鬱な一日の始まりだ。重たい気持ちでため息をつくとインターホンが馴らされる。 
「ああ、もうそんな時間かっ」 
　時計を見れば千影が来る時間になっている。小学生のころから変わらない習慣だ。 
「はてさて……」 
　昨日はあんな妄想をして眠りについたけど、果たしてどうなっているんだろうか。 
　光明が催眠術師として目覚めたとしたら、千影はなんの躊躇いもなく全裸で待っていてくれるはずなのだが──!! 
「よう千影、待たせたな！」 
　勢いよくドアを開けると、しかしそこにはいつも通りのポニーテールに、制服を着た幼なじみが立っていた。 
　やっぱり催眠術の力なんて、そうそう目覚めるものじゃないらしい。 
「ですよねー」 
「なんだ光明よ。人の顔を見てがっかりするとは失敬だぞ」 
「気にしないでくれ。今日も憂鬱な一日が始まるんだなって思っただけだ」 
「もっとお前が男らしくしていればいいだけじゃないか。それに顔色が悪いぞ。また夕飯を抜いたんだろう？」 
「別に千影には関係ないだろ」 
「いいや関係あるぞ。ほら、弁当作ってきてやったからカバンに入れておけ。それにハンカチとティッシュもだぞ」 
　野球のベースみたいな弁当箱とハンカチとティッシュを渡される。なんだか口うるさい母ちゃんみたいだ。 
「へいへい」 
「へいじゃないぞ。それに返事は一回だぞ。まったく、お前は私がいないとなにもできないんだから……くどくど」 
　千影のお説教から逃れるようにして、光明は家を出る。 
　背後から聞こえてくる鍵が閉まる音、そして颯爽と駆けてくる音がすぐ横に並ぶとポンと尻を叩かれる。 
「もっと背筋を伸ばして歩かないか。姿勢からして女子から舐められるんだぞ」 
　キリリと眉を吊り上げて言う千影。 
　だけどこればっかりは性格の問題だから勘弁して欲しい。 
（さて、今日も女子校に登校しないとな……逃げ場なんてないし） 
　想像しただけで憂鬱な気分になってしまう。 
　──だが。 
　路地から通学路に入ったときのことだった。 
「えっ？」 
　最初はなにかの見間違いかと思った。 
　なんと、道を歩いていく女子たちが制服のリボンのみの全裸で歩いているではないか！ 
　それでも視線を外すことはできなかった。むしろ食い入るように見つめてしまう。 
　思春期の若さがはち切れそうなほどに膨らんでいる胸に、健康的にくびれたウエスト、そしてそこから女性的に膨らんでいくヒップライン。 
　それをなんの躊躇いもなく晒した女子たちが通学しているのだ。 
　大っきいおっぱいに、お皿をひっくり返したような美乳。そしておとなしい顔をした生徒が意外なことにスイカのようなおっぱいを持っていたりする。 
　ただ一人だけ制服を着ている千影は、目を見開いて驚いてみせた。 
「なっ、なななななっ、なんだ!?　みんな裸で歩いて……えっ、ええ!?」 
　いつもの通学路の風景が、服を着ていないだけでここまで異次元なものになるだなんて。 
　リボンだけ身につけた女子の裸体を呆気にとられて見送っていると、プリンとしたお尻をなんの躊躇いもなく晒していく。 
　それはあまりにも異様な光景だった。 
　そんな全裸系女子たちは、たった一人だけ制服を着ている千影を見つけるとヒソヒソ声で話し始めた。 
『まぁ、千影さんったら制服なんて着てる……なんてイヤらしいのかしら』 
『きっとエッチすぎて、服を着てないと抑えつけてられないのよ』 
『幻滅～。わたし、千影さんのこと好きだったのに。そんなにエッチだったなんて』 
　口々に言ってくれる女子たち。 
　なんだろう。 
　こうして千影の横に立っていると、グサグサと言葉が突き刺さっているのがよくわかってしまう。 
「な、なぁ……なんだか私だけ服を着ているのが間違いな気がしてきたんだが……私は服を着ていていいんだよな？」 
「ユー、脱いじゃう？」 
「破廉恥だぞ！　明らかにおかしいだろ、この状況は！」 
　たった一人だけ制服を着ている千影は頬を赤らめてみせる。 
　だけどなんで千影だけ全裸登校しなかったのだろう？ 
　見渡す限り、今のところみんな全裸登校しているっていうのに。 
　ちょっと不思議に思うけど、あまり深く考えても答えは出なさそうだ。 
　千影ときたら、いつも剣道で鍛えてるから、きっと意志が強いのだ。だから催眠術のかかりが甘い……ということにしておこう。うん。 
　こうして自分に言い聞かせるように納得すると、気がつけば校門のところにまでやってきていた。 
　昇降口では上履きには履き替えようとかがんだとき、胸の大きな女子はおっぱいがこぼれ落ちそうになっている。 
「こら、なに見てるんだっ。目の毒だぞ！」 
　あまりにもジッと見つめすぎていただろうか。千影に耳を引っ張られてしまう。 
　そして。 
　ガラガラと教室のドアを開けると、そこには異世界が広がっていた。 
　女子生徒全員が、そこではなんの躊躇いもなく裸体を晒して、授業前の談笑に興じていたのだ。 
　もちろん玲於奈も席についてぺちゃくちゃと喋っている。その豊かなヒップラインは、椅子に餅のように張りついていた。 
　そんな玲於奈はさっそく光明を見つけると、 
「あら犬。やっと来たのね？　ほら、早く肩を揉みなさいよ。おっぱいがこう大きいと肩が凝って仕方がないの」 
　いつものように誘惑してきたではないか。 
（う、うおぉ……っ） 
　それは心の中で呻いてしまうほどの迫力だった。 
　たわわに実った乳房の頂は綺麗なピンク色でツンと上向いていて、男を誘うかのようにこちらを向いている。 
　そりゃあ、こんなに大きなものをぶら下げていれば肩も凝るだろう。 
　だけどそんな玲於奈を見て、光明はようやく確信するに至った。 
（も、もしかして……俺って本当に催眠術に目覚めてる!?） 
　にわかには信じがたいけど、女子たちが全裸で登校してきているのだ。この光景を見て信じるなっていうのが無理だ。 
　だけどなにも知らない千影は、教室の入り口のところで口をパクパクさせている。 
　どうやら驚愕のあまり声も出ないらしい。 
（そんな千影も、もっと強く催眠術をかけてみたらどうかな？　もっと強くイメージしてみるんだ） 
　昨日はベッドの上で漠然と妄想するだけだったけど。 
　直接、千影に向けて電波を飛ばしてみるイメージで。 
（千影は俺の操り人形になーる、自分の意思では動けなくなーる） 
　ピピピッ。 
　つむじから電波が発信される感覚。直後だった。 
「あっ！」 
　千影の身体がこわばったかと思うと、フッと弛緩したのだ。 
「ち、千影……？」 
　千影の目の前に立って、視線を遮るように手を振ってみるも、しかし千影は糸の切れたマリオネットのように微動だにしなかった。 
　どうやら催眠術に上手くかかってくれたようだ。 
　日頃尻に敷かれているのだ。 
　その仕返しをするチャンスがやってきたと考えれば、ちょっとくらいイタズラしても罰は当たらないだろう。 
 
（あ、あれ……？） 
　動け、ない……？ 
　早くこの非日常的な空間から逃げないといけないのに。 
　頭ではわかっていても、身体はその命令を受け入れず、ただ棒立ちしてしまう。 
　周りには裸のクラスメート、それに目の前にはやや戸惑っている光明が立っていた。視界を遮るように手を振られるも、動くことさえもできない。 
「な、なにを……するっ」 
　やっとのことで一言絞り出す。 
「ほほう、まだ自我を保ってられるとは。だけど身体は動かないようだな？」 
　光明の言うとおりだった。 
　どんなに力を入れても身体は動いてくれない。 
「それじゃあ千影よ。制服を脱ぐんだ」 
　そんなことできるかっ。 
　普段だったら面と向かって叫んでいたことだろう。だけど今は違った。 
　身体が勝手に動いてしまう。 
「はい……制服を脱ぎます……」 
　えっ？　ええっ!? 
　自分の口から飛び出した言葉に驚いてしまう。そして。 
　プチ、プチ……ブレザーのボタンを外して脱ぎ払うと、ブラウスのボタンを外し、シュルリとリボンも外し……。 
（だ、だめぇっ） 
　どんなに抵抗しても無駄だった。 
　スカートも落とすと、その一枚布の内側からは、白と水色のしましまブラジャーとおそろいのショーツが現れる。 
「へー、千影は意外と可愛らしい下着をつけているんだな」 
「はい。いつでも見られてもいいように……」 
　えっ？ 
　予想外のことを言ってしまい、パニックになってしまう。いくら催眠術にかかっているからと言って、これ以上は……！ 
「千影は誰に下着を見られたいんだ？」 
「それは……」 
　だ、だめぇ!! 
　心の中で真っ赤になって叫ぶも、 
「それは……光明……お前にいつでも見られてもいいように、いつも気を抜かずに下着を選んで着けているんだぞ……」 
　うぅ、最悪だ……。 
　まさかこんなふうに告白してしまうだなんて。もっとちゃんとしたムードでしたかったのに。 
　さすがに光明も驚いたらしい。一瞬驚くも、だけどすぐに余裕の笑みを浮かべる。 
「まさかの不意打ちとはな。そうだ、口だけは自由にしておいてやる」 
　その直後、むにゅっ。 
　驚くまもなく、唇を奪われていた。 
「んっ、んふぅ！」 
　ビクンッ、背筋が勝手に震えてしまう。 
　あまりもの柔らかさに戸惑っていると、すぐに唇を離される。 
「な、なにをするんだっ」 
「言っただろ？　口だけは自由にしてやるって。だから千影は自由に喋れてる」 
「はっ」 
「急にあんなこと言われたら堪らないからな。口だけは自由にさせておいてやろう」 
「ふ、ふざけるなっ、こんなことしてただで済むと思ってるのか!?」 
「こんなこと？　ここでは千影の方がおかしいんだぞ？」 
　ただ一人だけ下着姿の千影は、明らかに教室……いや、学園中から浮いた存在になっている。 
「さあ、おとなしくショーツとブラジャーを脱ぐんだ」 
「だ、だが……っ」 
　口だけは抵抗できるものの、だけど身体は勝手に動いてしまう。 
「ダメッ、今脱ぐとっ」 
　プチンッ、ブラのホックが外れると、ツンと上向いた乳首が露わになった。 
　剣道によって鍛え上げられた身体は体脂肪率が落ちているのだろう。 
　胸は大きすぎず小さすぎず、そして美しい稜線を描いていた。 
「ぱ、ぱんつは……っ」 
　そして催眠術にかかった身体はなんの躊躇いもなく縞パンまでも脱いでしまう。 
　女の子の恥ずかしい染みを隠すための二重布……その裏側はかすかに黄ばんでいた。そこからツツと銀糸が張るとフッと風に流れて消えていく。 
　キスをされたときにビックリしてチビってしまったのだ。 
「お、おぅ……千影の……ここ、ムラムラきてたようだな」 
「み、みるなぁ!!」 
　ショーツを脱いで露わになったのは、千影のコンプレックスだった。 
　そこは本来ならば女の子の茂みに覆われていなければならないのだろう。だけどそこは赤ちゃんのようにつるつるのままだったのだ。 
「千影のここ、赤ちゃんみたいなのにエロく湿ってて、いい感じに仕上がってるじゃないか」 
「見世物じゃないぞっ。このスケベめっ」 
「スケベなのはどっちだよ。パンツをこんなに汚しておいてさ」 
　パンツを手に取られて内側を覗かれる。 
　そこは女の子の恥部よりも恥ずかしい恥部だ。 
　使いこまれてきたショーツの裏側は、長年にわたって染みこんできた恥ずかしい黄ばみが刻みこまれている。 
「千影はずっと昔から水色と白のショーツが好きだったよな？」 
「それは……お前がいつも青が好きだって言ってたから……」 
　催眠術にかかってもいないのに、口から出てしまう。 
　いけない。これ以上光明と話していたら余計なことまで話してしまいそうだ。 
　心を強く持たなければ。 
　もうすぐ朝のショートホームルームが始まる。そうすれば教師が来てこの状況も終わってくれるはずだ。 
「言っておくが、担任なら来ないぞ？　俺がちょっと職員室で居眠りをしているように電波を飛ばしておいたから」 
「なっ。それでは……っ」 
「そう、このまま俺がこの女子校を切り盛りさせてもらうことにする。いつもこのクラスではさんざんな目に遭わされていたからなぁ」 
「そんなこと許されると思っているのか!?」 
「みんなはいいみたいだけど？」 
　気がつけば、みんな綺麗に着席して光明の指示を待っているようだった。裸で。 
　こんな非日常的な光景を見せつけられて、おかしいのは自分の方なのではないかと思ってしまう。 
「こら千影よ。早く席に着くんだ」 
「うぅっ、あとで覚えてるがいいぞっ」 
　言っても誰も加勢してくれない。 
　おとなしく席に着くと、裸で座る木製の椅子は、驚くほど冷たかった。 
「よし、全員席に着いたところで朝のショートホームルームからそのまま授業に入る。今日の一時間目の授業は……」 
　ごくり……千影は固唾を飲んでしまう。もうイヤな予感しかしない。 
　それなのにクラスの女子たちはぼんやりとした視線で……心なしか、期待に目を潤ませて光明を見つめている。 
　そして光明は十分に溜めを作ってから言い放った。 
「一時間目の授業は保健体育だ！　みんながどうやってオナニーをしているのか見せ合うっていうのはどうだ？」 
「できるかー!!」 
　思わず叫んでしまう千影だけど、クラスのみんなは違った。 
「オナニー？　ご主人様は、私がオナニーをしているところを見たいって言うの？」 
　玲於奈が言えば、 
「みんな、どうやってるのか気になる……かも？」 
　他の女子たちも乗り気なようだ。 
　玲於奈もさっそく自分の左の乳房をいじり出す。 
「私のおっぱい……こんなに大きくなっちゃって、揉むのも大変なんですから……」 
　どうやら玲於奈は胸からと決めているらしい。 
　こうして胸をマッサージしていると、たわわに実った果実が少しずつピンク色に熟してくる。 
（おかしいっ、どう考えてもおかしいぞ！） 
　だが、そう考えているのは千影だけのようだ。 
　他の女子たちは思い思いの方法で、若い身体を燃え上がらせようとしている。 
　たちどころに教室に女の子の蜜の甘い香りが満ちあふれてくる。 
　くちゅくちゅと淫靡な音が、教室中から鳴り響く。 
「こんなの絶対におかしいのに……っ」 
　口走るも、しかし女の子の甘い香りにあてられてしまったのだろうか。千影の秘部も熱くなってきてしまっている。 
「いや、触りたくない……こんな、汚いところ……っ、みんないるのに……っ」 
　ついに千影は指先で秘部に触れてしまう。 
　すでにそこは熱く濡れそぼっていた。 
「こんなに濡れているのか……!?」 
　自分でも驚いてしまうほどだった。 
　千影は自分のその部分を、身体を洗うとき以外は極力触らないようにしてきた。それは自らを律することで、意思を強く持とうと思ってのことだった。 
（それなのに、こんなに濡れるだなんて破廉恥だぞ……！） 
　自らの身体の変化に、失望してしまう。だが若い身体は正直だ。 
「んっ、んふっ、あっ、あっ、……だ、だめ、だぞ。汚いところから……汁が」 
　椅子に座ったままで秘部をいじっていると、ネットリとした汁が秘裂から滲み出してきてしまう。 
「どうやら千影にもスイッチが入ったようだな。よし、次なる命令は……」 
（ま、まだやるのか……!?） 
　オナニーでさえも恥ずかしいっていうのに。 
　真っ赤になって光明を睨みつけてやっていると、 
「よし、決めたぞ」 
　光明はしばし黙考したあとに言い放った。 
「絶頂できた生徒から、俺がバージンプレゼントを受け取ってやろう！」 
「ちょっ、いくらなんでもそれはおかしいだろ！」 
　思わずツッコミを入れてしまうも、だけど女子たちの熱気はさらに昂ぶっているようだった。 
『男の人のズボンの中に……あるのよね……？　おちん×ん』 
『しかもいつもクラスで頼りない存在だと思ってたけど……こうしてみると……想像しただけで……はうっ』 
『学園理事長の息子って言うじゃない。それなら私のバージンも……っ』 
　女子たちのオナニーはさらに熱さを増していく。 
　──そして。 
「あっ、あうっ、あうううぅぅぅぅぅぅ～～～!!」 
　最初に逝ったのは、内気な少女……本田ゆかりだった。 
　椅子に座ったままガクガクと震えると、足の隙間から恥液が噴き出している。 
「いっ、逝っちゃいました……私が……一番乗り……れすぅ……」 
　絶頂冷めやらぬゆかりは、ふらふらと教壇に立っている光明のところにまで歩み寄る。そしてひざまずくと、 
「ここにおちん×ん……あるんですよね？　薄い本でいっぱい勉強してきました」 
「まったくゆかりはおとなしい顔して一番乗りしてくるだなんて、実は随分オナニーに馴れているようだな。月に何回オナニーしているんだ？」 
「ほぼ毎日しています……」 
「ほぅ、それは凄いな」 
「同人誌とか見て……毎日ベッドでエッチなこと考えちゃってるんですぅ」 
「それじゃあそんなエッチなゆかりに、俺のち×こをプレゼントしてやろう」 
　ジリジリとズボンのジッパーが降ろされて、トランクスごと降ろされる。 
　そこから現れたのは、天を貫かんばかりに聳え立った肉棒だった。 
『う、うそ、あんなに大きいの？』 
『あれが私の中に……!?』 
『凄い……見てるだけで逝っちゃいそう♪』 
　ほとんどの生徒が初めて見るであろう勃起した男性器に教室が色めき立つ。 
　そんな女子生徒たちの視線を受けて、光明は教壇に座るとゆかりを手招きした。 
「初めてだから……優しくして下さいね？」 
「できるだけ痛くないようにしてやる」 
「お、お願いしま……んっ、んあああっ、入って……きて……るぅっ」 
　光明とゆかりは、まるで見せつけるかのように背面座位で繋がった。 
　オナニーによって解れたふっくらとした秘裂は易々と男根を呑みこみ……、 
「ふっ、ふぅっ」 
　ゆかりは軽く息むと、さらに奥へと挿入されていく。 
　処女膜が破れたのだろう。溢れ出す愛液が桃色に変化する。 
「は、入ってきてますぅ……呉島くんのおちん×ん……私の中に入ってきて……うっ、もっと、動いて……」 
「凄い締めつけてきてるけど大丈夫か？」 
「は、はい……痛いのも気持ちよくなってきて……んはぁっ」 
　ゆかりが身体を震わせると、クチュリと二枚貝から汁が噴き出す。 
　それは脳に来る光景だった。 
（あぁっ、光明が他の女と……ッ、光明は私とずっと一緒なのにっ、私のモノなのにぃ……く、くううぅぅっ） 
　催眠術のかかりが甘いはずの千影の指先も熱を帯びてきてしまう。 
　幼いころからずっと一緒にいた男の子が、他の女と交わっているところを見せつけられるのは気分がいいものじゃなかった。 
「私だって……頑張れば一人でできるんだぞ……んっ、ふぅっ、ふうううぅっ」 
　馴れないオナニーをしているうちに、千影の秘裂からクチュクチュと淫靡な音が鳴り始める。心なしか割れ目も解れてきたようだ。 
　だが周りの女子たちは意外とオナニーに馴れているようだ。 
「んっ、くる、大っきいの……ふうううぅぅぅぅ～～～！」 
　隣で秘部を机の角に充てて角オナしていた女子……出席番号十五番の篠宮水貴も達したようだ。 
　水泳で鍛え抜かれたスレンダーな身体をガクガクと震え上がらせて、ジョロジョロと黄金水を噴き出してみせる。 
「呉島くん……私もイッちゃったよ？　おしっこ漏らしちゃったけどいいかな？」 
　水貴は言いながら、絶頂冷めやらぬ足取りで教壇へと歩いていく。 
　そのときだった。 
「……はっ、はうううぅぅぅぅぅ～～～！」 
　光明に突かれていたゆかりが絶頂を極めたのだ。大陰唇がヒククッ、小刻みに震え上がると、男根もそれに呼応するかのようにドクドクと熱い滾りを噴き出している。 
「熱いっ、熱いのがお腹の中に……っ」 
　それっきりゆかりはぐったりと弛緩してしまう。どうやら絶頂と同時に気絶してしまったようだ。 
　ヌプリと抜かれた肉棒は蜜に濡れているが、若さにはち切れんばかりに怒張している。それは次の女体を求めているようにも見えた。 
「次は……篠宮水貴か」 
「よろしくね、呉島くん♪」 
　フランクな笑みを浮かべて、水貴は大胆にも対面座位でまたがろうとする。肉棒を自らの秘裂にあてがうと、 
「ふ、ふぅっ」 
　一気に腰を下ろしてみせた。 
　手を叩くような乾いた音が教室中に響き渡る。 
　そんな様子を見せつけられた千影は堪ったものではない。 
（あ、あんなに深く……っ、しかも光明と向き合ってエッチなことをするだなんてっ。私も、私も光明とエッチなことしたいのにっ） 
　馴れない指を這わせ、クリトリスを不器用に弄くり回す。 
「し、痺れる……うぅっ、お豆、お豆はぁ……ビリビリするぞっ、んんー！」 
　円を描くように触れているのにビリビリと電流を流されているようだった。このままここを触っていたらいけない。ダメになってしまう。 
　だけど、それ以上に目の前で光明が他の女の子と一緒になっているところを見ているのはもっと耐えられなかった。 
「自慰なんて本当は嫌いなんだぞっ、あうぅ、で、でも光明のために……んんっ、だめ、だめだめだめっ、これ以上昂ぶったら……ンヒッ」 
　秘裂からは蜜が溢れ出してきて、椅子からポタポタと落ちていく。弄ってこなかったぶんだけ身体が過剰に反応しているとでもいうのだろうか。 
　早く絶頂したいのに……こうしてオナニーに耽っているうちにも、次々と女子たちは絶頂を極め、光明と繋がってしまう。 
　すると千影は乱暴にギュッとクリトリスを押し潰す。これで千影はあっさりと上り詰めてしまった。 
「んああ!?　く、くる？　きちゃう!?　おっきいのきちゃ……んっ、んああ、んはあああああああああああああ！」 
　プシャア！　失禁と変わらぬほどの愛液が噴き出し、一際大きな嬌声を上げて、千影は高らかに絶頂を極めた。 
「いって、いっでるぅ！　と、とまらない、おまた熱くなってお汁止まらな……んあっ、あっ、あっ、あっ、ああっ」 
　空席の蜜壺が蠢動すると、肉棒を求めるかのように腰がガクガクと震える。 
　剣道で鍛えているぶんだけ、それだけ身体はしなやかに痙攣してしまう。その痙攣は、椅子をはじき飛ばして後ろに倒れてしまいそうなほどだった。 
『凄い……千影さんの絶頂……大胆……』 
『お汁もあんなに出てるだなんて』 
　クラスの女子たちのヒソヒソ声が痛い。 
　顔を上げることなんて恥ずかしすぎてできなかった。 
　机に視線を落とし、ただ絶頂の快感を少しでも抑えつけるように背筋を丸める。 
（逝ってしまった……。クラスのみんなの前で……光明にも見られてるのにオナニーして気持ちよくなってしまっただなんて恥ずかしすぎるぞ……！） 
　くったりと身体から力が抜けてしまって、そのまま机に突っ伏してしまう。逝ったばかりの顔を見られたくはなかった。……だが。 
「あんなに大声を出して気持ちよくなるだなんて、やっぱり千影はエッチな女の子みたいだなぁ」 
　頭上から声が降ってきて、顔を上げるとすぐそこには光明が立っていた。 
「ひっ、光明……っ。こんな私の姿を見るなぁっ。……見ちゃ、だめぇ……っ」 
「そんなこと言っても裸になってるからよくわかるぞ。千影の身体がピンク色に染まってヒクヒク震えているのが」 
「ひぃっ、恥ずかしいっ。あっ、ダメ……っ」 
　手を取られると、無理やり立たされる。 
　そうかと思えば、直後には子供がおしっこをするときのようなポーズで抱え上げられていた。 
　ホカホカと湯気を上げている秘部を晒し、教壇の上へと連れていかれる。 
　コンプレックスである産毛さえも生えていないパイパンがクラス中の生徒に晒されてしまう。 
「いい感じに仕上がってるじゃないか。そんなにオナニーが気持ちよかったのか？」 
「き、気持ちよくなんかないんだぞっ」 
「千影はエッチなことが嫌いなのか？」 
「嫌いだ！　まったく、こんな破廉恥なことをよくもっ」 
「それじゃあ千影は、もうこれ以上エッチなことはしたくない？」 
「そ、それはぁ！　ここまで破廉恥なことをさせておいてなにを言う！　ここまできたらお前の好きにしたらどうなんだ!!」 
「それじゃあ……俺の好きにさせてもらおうか」 
「あっ、ヒィッ」 
　おしっこポーズのまま秘裂に男根があてがわれる感触。 
　それは硬く怒張していて、易々と膣洞を探り当てる。 
「あっ、だめっ、逝ったばかりだから敏感なんだっ」 
「そのようだな。千影のここからダラダラとよだれが垂れてる」 
「恥ずかしすぎるぞ……っ、恥ずかしいのに……ひっ、入ってきて……んふぅっ、太くて硬いのがおまたに……はぁうっ」 
　少しずつ膣洞へと入りこんでくる感触に、ゾワリ、鳥肌が立つ。 
「光明は私のモノなのに……っ。これじゃあ私が光明のモノになってしま……んはぁっ、こんな立派なイチモツを持ってるだなんて……あっ、ダメ、おまた裂けるっ」 
　膣洞を半ばまで貫かれたあたりだろうか。 
　ミチミチと肉が悲鳴を上げたのだ。 
「どうやら処女膜のようだな。これ以上腰を下ろしたら破れるけど、どうする？」 
「ここで聞くか!?　最後までやったらどうなんだ！　あっ、ああー！」 
　プツンッ！ 
　おしっこポーズのまま腰を下ろされて、千影の処女はみんなに見られながら打ち上げ花火のように盛大に散った。 
 
　十分な自慰のおかげだろうか。 
　痛みはそれほど感じられなかった。破瓜の痛みさえも快感として誤変換してしまっているのかも知れない。 
　サッと視界が真っ白になって、ヒクヒクと大陰唇が痙攣する。千影は処女を散らすと同時に絶頂してしまったのだ。 
「き、切れた……ッ、おまた、切れちゃった……ッ。アッ、アッ、アッ、アッ」 
　こみ上げてくる実感に、幼裂が弛緩してしまう。 
　しょおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉお……。 
（おまた……温かい……ぞ。あれ？　なんかおしっこの匂いもして……） 
「って、いやっ、おしっこ、止まら……ないなんてっ」 
　失禁していることに気づいてももう遅い。 
　レモン色の弧が煌めくと、教室にビシャビシャと恥液が散ってしまう。 
「だめ、だめぇ……っ」 
　どんなに止めようとしてもヒクヒクと大陰唇が痙攣するばかりだった。その様子はおしっこを止めるどころか、男を喜ばせようとしているように見える。 
　耳元で光明に囁きかけられる。 
「千影の小便に撫で回されてるみたいだ。しかもこんな状況なのに漏らしたままヒクつかせてくるだなんて、千影は実は変態なのか？」 
「そんなわけ……あっ、ダメだぞ、奥、奥はぁっ、んんっ、コリコリ変な感じして……うっ、だ、だめぇっ、変な気持ちになっちゃ……うぅー！」 
　千影自身も触ったことのない膣の深奥に亀頭が当たると、コリコリとシコリのようなものを感じる。 
　おそらくこれが子宮口なのだろう。突かれるたびに背筋がゾクゾクと粟立つ。 
「そんなところ触っちゃ……んふぅっ、おっ、おっ、おかしくなっちゃ……はぁっ、はぁっ、はぁん！　私も触ったことないのにぃっ。だ、だめぇっ、コリコリされたらおかしくなっちゃうからっ」 
「そんなこと言っても千影のここはずいぶん喜んでるみたいだけどな。ヒダヒダが絡みついてきて熱い汁が溢れ出してきてる」 
「よ、喜んでなんか……っ」 
　口では抵抗しても、身体は勝手に反応してしまう。 
　おしっこポーズでクラスメートに結合部を晒しているというのに、ドロッとした愛液が溢れ出してくる。 
「あっ、あっ、あっ、おまたが勝手に震えて……んんっ」 
　ザラザラとした膣壁が毛羽立つと、ピストンしてくる肉棒を逃すまいと咥えこむ。ゾワリとした寒気に背筋が撫でられ、ブワッと熱い蜜が垂れてしまう。 
「あうぅっ、エッチになっちゃうよぉ……これ以上されたらエッチになっておかしくなっちゃ……んっ、んんんー！」 
　こみ上げてくる絶頂感をなんとか抑えつける。 
　みんなに見られているのに絶頂するだなんて、そんなことできるはずがない。 
「いっ、いっ、イイィッ、いくものかぁっ、みんなに見られてるのにいくものかぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁぁぁぁぁぁぁっ」 
「素直になったらどうだ？　我慢すればするほど反動が強くなるぞ？」 
「そんなこと言われてもみんなに見られてるのに……っ」 
「そんな常識捨てれば楽になれるのに。……そうだ、玲於奈、紗枝、ちょっと手伝ってくれよ」 
「なんですの？　ご主人様」 
「お兄様、なにをお手伝いすればいいの？」 
　二人とも正気ではないのだろう。虚ろ目で、ヌルヌルに濡れた下半身を晒しながら近づいてくる。 
　まだオナニーで達していない玲於奈の秘裂は、内臓が見えそうなほどに開いていて、オナニーを知らぬ紗枝の幼裂は、失禁にホカホカと湯気を立てている。 
　そこには千影が知っている常識など微塵もなかった。 
「二人とも、俺と千影の繋がってるところをクンニするんだ」 
「クンニ……？　お兄様、それってなんですか？」 
「クンニっていうのは舌で舐めることなんだ。それとも千影お姉ちゃんのおまたを舐めるのはいやか？」 
「ううん。お姉様のここ、ホカホカ湯気を上げて、とっても美味しそうなの」 
　紗枝はなんの躊躇いもなく舌を伸ばすと、ちろり、控えめに舐めてみせる。そして舐め取った汁を舌の上で転がし、小さく喉を鳴らして飲みこんでみせた。 
「お姉様のお汁、甘くてとっても美味しいれす……ぺろ、ぺろぺろ……」 
　今にも溶けそうな、陶然とした瞳を向けて、紗枝はクンニを始める。そこにはもはやなんの躊躇いもない。 
　緩みきった幼裂からは、チョロチョロとおしっこが漏れているというのに。 
「ちょっと、紗枝だけずるいんだから。私だってご主人様のおち×ぽを……んっ、んっ、んぷ……んっ」 
　玲於奈も結合部に舌を伸ばすと躊躇いながらも這わせ始める。 
　その動きはすぐに大胆になり、ジュルジュルと音を立てて甘い蜜をすすり始める。 
「んっ、甘い……千影のおつゆ……ほっぺたが落ちそうなくらい甘い……」 
　んんっ、玲於奈は呻き声を漏らすと身体を小刻みに震わせる。すると秘裂が震え上がってプシュリと恥液を噴き出した。 
「んああっ、そんなところ舐めちゃだめっ。おまたなんて舐めたら……んはぁっ、あっ、あっ、ああああ！　だめっ、ゾクゾクしちゃうっ、おまた震えちゃうっ」 
　ヒククッ、抑えつけてきた絶頂感が決壊しそうになる。 
　しかも悪いことに絶頂感と一緒にこみ上げてきたのは、どうしようもないくらいの尿意だった。今さっき漏らしたばかりだっていうのに。 
　突かれ、舐められているうちに膀胱が刺激されてしまったのだ。 
「それ以上されたら、いっ、いぐっ！　だ、だめぇっ、そんなに激しくされたら……おまた緩んじゃ……ヴヴ!!」 
　そしてそのときは突然訪れた。 
　子宮口を潰されんばかりに突き上げられると、 
「ご、ゴポッ」 
　ブワッと口からよだれが噴き出してきて、ぶくぶくと泡を吹いてしまう。 
　千影はクラスメートに嬲られて達してしまったのだ。 
　プシャア！　プシャア！　プシャア！ 
　絶頂の痙攣とともに、尿道までも震え上がり、我慢していたおしっこまでもが間欠泉のように噴出してしまう。 
　勢いよく噴き出したおしっこは弧を描くと、キラキラと見せつけるように飛び散っていく。 
「んあっ、と、止まらないっ、おしっこ止まらないよぉっ！　さっきおもらししたばかりなのにぃ！　み、見るなっ、こんな恥ずかしいところ、見るなぁっ！」 
　口では言うものの、千影は為す術もなくおしっこを噴き出しながらも絶頂を極め続ける。 
「千影、そんなに締めつけられると……っ」 
「締めつけるとどうなのだ!?　で、出ちゃうのか!?　私の中に熱くてドロドロしたのを出しちゃうのか……!?」 
「ああ、中に出すぞ!!」 
 
 
 
「んっ、んんんんんんんん～～～～～～～!!」 
　身体の中で男根が暴れ回り、直後、マグマのような感触が広がった。 
「あっ、あっ、あああ！　お腹に熱いのが広がって……んふっ、ふうぅっ、な、中に、染みるっ、子宮に熱いオタマジャクシが泳いで……んっ、んんんん！」 
　キュウウウッ、もっともっととおねだりするかのように一際大きく秘裂が収斂する。その痙攣が終わると、 
（アッ、熱いのがきてる……射精してくれたっていうことは、私のおまたが気持ちいいっていうことだよな……？） 
　そんなことを考えながら、千影はそれっきりかくりと首を折って弛緩してしまう。 
　それでも秘裂は本能だろうか、男の肉棒をヒクヒクと締め続けている。 
　その結合部を玲於奈と紗枝に舐められて……真っ白に燃え尽きた千影は、ジョロジョロとおもらしという痴態をいつまでも晒し続けるのだった。 
 
 
「……今日は……夢じゃないんだよな」 
　光明は家に帰ってくるなりベッドに身体を投げ出すと、今日のことを思い出していた。全裸登校から始まって、クラスの女子たちの半分くらいの処女を頂いた。 
　こんなことをしたというのに、周りはなにもおかしいと思っていないのだ。 
「……これが俺の力……？　催眠術？」 
　信じられないことだけど、今日の出来事を考えてみると、どうやら催眠術に目覚めたらしい。 
　それは今まで女子たちの尻に敷かれ続け、鬱屈した思いが爆発したかのように。 
　この力さえあれば、今まで好き勝手してくれた女子たちに仕返しができるのだ。これほど素晴らしいことはない。 
「催眠術……じゃちょっと芸がないよな。そうだな……この力は毒電波、と呼ぶことにしようか。頭のつむじから電波が出るような感覚があるし」 
　毒電波。 
　それはとてもシンプルだけど、的を射ているような気がする。 
　さあ、今度は毒電波の力を使ってなにをしようか。 
　今日は千影だったから、次は玲於奈にしようか……？ 
　今まで散々ペット扱いしてくれたお嬢様を思い浮かべて、どんなことをしてやろうか妄想する。 
　事は慎重に、そして大胆に、だ……。 
 
 
　愛犬ペット！　イジワルお嬢様とワンワン交尾 
 
 
　全裸登校から数日が経ち、聖靴学園は何事もなかったかのようにすっかり落ち着きを取り戻していた。 
　みんなまとめて全裸登校していたのが嘘のように、どの生徒も制服を着て登校してきている。 
（ああいうのはたまにやるのがいいんだよな、うん） 
　ずっと全裸を見ていたい気もするけど、風邪を引かれても困るし。 
　そんなことを考えながら光明はいつも通りの通学路を登校していた。 
　すぐ横には竹刀を提げた千影が歩いている。 
（相変わらず千影には催眠術の効きが甘いんだよなー） 
　この数日、毒電波について色々試してみたことがある。 
　強く念じれば念じるほど毒電波の催眠作用は強くなる。 
　催眠術をかけた女の子は、されたことをうっすらと覚えてはいるらしいが、それを怒ったりはしない。 
　深層心理ではそれを気持ちいいことだと思っているので、催眠術を解いたとしても怒ってくることはない……ようだ。 
　むしろ、欲望をさらけ出したいと思っているのか、誘ってきていると思える節もあるくらいだった。 
　これが光明がこの数日で感じたことだ。 
（都合がよすぎる力だって？　俺だってそう思うさ） 
　だけどどうやら、こんな夢のような力に目覚めたのは事実なようだ。 
　……そして。 
　今日はある重要な計画を立ててきたのだ。 
　それを実行するために入念に準備もしてきた。 
（いつもペット扱いされてきたからな……今日こそは……っ） 
　カバンの中に準備してきた物の感触を確かめる。 
　よし、バッチリだ。 
　あとは計画を実行に移すだけ──。 
　ニヤリとほくそ笑み、光明は教室のドアをくぐる。 
「あら犬。やっと朝の散歩から帰ってきたのね？　早くマッサージを始めなさいな」 
　登校してきた途端にこれである。 
　金髪碧眼のご令嬢……玲於奈様が手招きしてくる。 
　許嫁がいるっていう話だけど、こんなのと結婚させられる男が可哀想で堪らない。 
　ガシッと両脇を女子に抱えられて玲於奈の前へ。 
　いつもだったらここで言われるがままにペット扱いされるところだが──。 
（今日こそは……っ） 
　玲於奈を見つめて、言い放った。 
「玲於奈は俺のペットなんだ。だから犬みたいに四つん這いにならないとな」 
　ピピピッ。 
　つむじから弱めの電波を発信してみる。 
　だけどちょっと電波が弱すぎただろうか。 
「はぁ？　なに言ってるのよ。犬はあなたなの。さあ、早くご主人様の言うとおりにしなさいよ」 
　玲於奈に逆に睨みつけられてしまう。 
　だけどここで怯んではいけない。 
「玲於奈、これがなんだかわかるか？」 
　光明がカバンの中から取り出したのは、この日のために選び抜いた首輪だった。 
　犬用のもので、しっかりとなめされた革は玲於奈の首にジャストフィットすること間違いなしだ。 
「玲於奈は今からこれを嵌めることになるんだ」 
「なっ！　あんたそんなものをさせようって言うの!?　この変態！」 
「犬のくせにまだそんな口がきけるのか？　いいか、玲於奈は俺の犬なんだ。俺のことをご主人様と呼ぶんだ」 
「だ、誰がそんなこと……………………………………………………ワ、ワン！ 
　って、ええ!?　いま私ったら……ッ」 
　玲於奈は自分で口にした声……いや、鳴き声に戸惑っている。 
　いつもペット扱いしてきた光明の前で、立場が逆転しようとしているのだ。 
　ここはあともう一押しだ。 
「なかなかいい声で鳴くじゃないか。ほら、首輪を嵌めてやるからおとなしく四つん這いになるんだ」 
「だ、誰がなるもんですか！　い、いやぁ……っ」 
　抵抗しながらも、玲於奈は震えながらも犬のように四つん這いになっていく。こちらのことを思いっきり睨みつけながら。 
「いいねその青くて冷たい視線。ゾクゾクするよ」 
「こんなことしてただで済むと思って!?」 
「そんな口をきいてられるのも今のうちだぞ？　この首輪をつけられた瞬間、玲於奈は俺の犬になるんだ」 
「だ、誰が犬なんかに……っ」 
　いやがっていても身体を動かすことはできないのだろう。玲於奈は四つん這いのままうなじを晒している。 
　それはまるで首輪を充てて下さいと言わんばかりに。 
「それじゃあ俺がチョイスしてきた首輪をプレゼントしてやる」 
「や、やめなさ……ワ、ワンッ」 
「ずいぶん嬉しそうだな。……さあ、嵌めてやるぞ、玲於奈はこの首輪を嵌めたら犬になーる、俺のことをご主人様と認めーる……」 
「そんなわけ……あっ、あああーっ」 
　ギュッと首輪を嵌めてやった、その瞬間だった。 
「わんっ、わんわん！　玲於奈は犬れしゅ！　光明様の従順なるペットれしゅ！　はっ、はっ、はっ、はっ」 
　四つん這いのままの玲於奈は嬉しそうに光明のことを見上げている。 
　その金髪からはなんとゴールデンレトリバーのような垂れ耳が生え、スカートからは尻尾も生えている。その尻尾は千切れんばかりに勢いよく振られていた。 
「お手」 
「わんっ」 
「おかわり」 
「わんわんっ」 
　玲於奈の手は、プニッとしていて肉球のように柔らかい。なんの躊躇いもなく光明の手に乗っけてみせる。 
　どうやら催眠術に上手くかかってくれたようだ。 
「それじゃあお待ちかねの……チンチン」 
「くうぅ～ん！」 
　玲於奈はなんの躊躇いもなくチンチンのポーズをしてみせた。 
　黒タイツに覆われているとはいえ、捲れ上がったスカートからは色っぽいショーツが透けて見え、ふっくらとした太ももを根元まで晒している。 
　ふわっ……黒タイツに刻まれた縦筋から、かすかに甘い香りが漂ってきた。 
　それがきっと玲於奈のフェロモンの香りなのだろう。 
『ああ、玲於奈様が可愛いわんちゃんに……っ』 
『ちょっと撫でてみてもいい？』 
　周りの生徒たちにもこの状況がおかしいと思わないように毒電波を飛ばし済みだ。 
「……さあ、次はなにをしてやろうか？」 
　光明は次なる手を考える。 
　玲於奈は周りの生徒たちに頭を撫でられて嬉しそうにしている。 
　日頃の仕返しをするのなら、今がチャンスだ……。 
 
（な、なによこれ！　絶対おかしいのに！　私がいっ、いっ、犬になっちゃってるだなんて！　しかも首輪まで嵌められて……！） 
　玲於奈は心の中で絶叫するも、しかし口は動いてくれない。 
『玲於奈さんったらとっても可愛いわんちゃんみたい。ほら、お手』 
「わんっ」 
『きゃはっ、お利口なのね♪　ご褒美に撫でてあげる』 
「くぅーん」 
　すぐにでも立ち上がりたいのに、身体は意に反して犬モードになっている。 
（な、なんでこんなことに……!?） 
　混乱していても、周りの生徒たちはここぞとばかりに可愛がってくれる。 
（あっ、だめぇ……撫でられると気持ちよくなって……っ、ホントにわんちゃんみたいになっちゃいそう……い、いやなのにっ） 
　それもこれもこの首輪のせいに違いない。この首輪には不思議な力があって、身体の自由を奪われてしまっているのだ。 
　でなければ、こうしてはしたないポーズ……チンチンをさせられて可愛がられるだなんてこと、絶対にあってはいけない。 
（これ以上の恥辱がこの世にあるものかしらっ） 
　心の中で叫ぶも、しかし光明の命令は、玲於奈にさらなる恥辱を与えるものだった。 
「ブラウスをはだけておっぱいを出すんだ」 
（えっ、えええ!?　そんなことできるわけ……） 
　だが。 
「わんっ」 
　玲於奈は器用に手……いや、この場合は前足というのだろうか……を使って、プチンプチンとブラウスのボタンを外し始める。 
　そしてそこから露わになったのは、レースがあしらわれた高校生用にしてはちょっと大人っぽいデザインのブラジャーだった。そんなブラからは、豊満なバストラインがこぼれ落ちそうになっている。 
「はずせ」 
（いやぁぁぁぁぁぁぁぁ!!） 
　プツンッ……その瞬間、ぷるんとおっぱいが波打つと、クラスメートたちの視線に晒された。 
　まっさらで染み一つとない双丘は重力によって落ちてはいるが、ピンク色をした乳首はツンと上向いている。 
「玲於奈は着やせするタイプなんだな。なにカップくらいあるんだ？」 
「Ｈカップですっ」 
「そんなに大きいと肩が凝るだろう。そうだ、俺がいつもみたいにマッサージしてやるよ」 
「お、お願いします、ご主人様っ」 
　椅子に座っておいでおいでをしている光明の前に、チンチンポーズでおっぱいを晒す。そして……、 
「きゅうぅんっ！」 
　いつもは肩をマッサージしてくれる手が、なんとおっぱいに触れたではないか。 
　最初は恐る恐る……しかし少しずつ大胆に指が食いこんでくる。 
　おっぱいには筋肉なんていうものは存在しないのだ。 
　ただ無防備に乳首という性感帯を晒し、男を受け入れるしかない。 
　催眠術にかかってしまった今、玲於奈は双丘を蹂躙されるより他なかった。 
「あっ、あっ、あっ、だ、だめっ、おっぱいは弱いですの……んっ、んああっ、指が食いこんできて……はうぅ」 
「玲於奈のおっぱい、真っ白だったのにだんだんピンク色になってきた。それに周りはすげぇ柔らかいけど、てっぺんだけがコリコリしてきてる」 
「んあっ、そんな乱暴にされたら……んんっ」 
　じゅわ……女の子の恥ずかしい染みを隠すためのクロッチ……黒タイツ越しにじんわりと暗い染みが浮き上がってしまう。 
「ご主人様にマッサージされて発情するだなんて、なんていけないペットなんだ」 
「きゅうぅんっ、こんなにマッサージされたら……おまたが熱くなるのは仕方がないんだから……っ」 
「ここをこうされるのが気持ちいいのか？　ほら、どうなんだ？」 
「んああああぁ……！　そ、そんな……よして……っ」 
　両の乳首をキュッと摘ままれた瞬間、電流のようなものが背筋を走っていって、下半身を駆け巡っていった。 
「あっ、あっ、あっ、あっ、あっ、あっ、あっ、あっ、あっ」 
　気がつけば、玲於奈はジョボジョボとチンチンポーズのままで失禁していた。 
　黒タイツに浮き上がった秘裂から溢れ出してきたおしっこは、お尻を伝って雫となって落ちていき、大きな水たまりを作り上げてしまう。 
「自分でトイレもできないなんて、玲於奈は駄犬だな」 
「わ、わん……玲於奈は一人でおトイレもできない駄犬れしゅぅ……」 
　最後の一滴まで出しきり、玲於奈は恥辱の霧に包まれながら呟く。 
　だが失禁だけでは終わらなかった。 
「おまたがムズムズします、ご主人様……」 
　失禁に濡れた秘裂が熱く疼いてきたのだ。 
　いつもオナニーは胸から始めることにしている玲於奈にしてみれば、他人に重点的におっぱいを揉まれるのは初めての体験だったのだから仕方がない。 
　失禁の生温かい感触も愛撫になってしまっている。 
「我慢、できません……」 
　どんなに我慢しようとしても、前足が秘裂に伸びてしまう。 
「おいおい、ご主人様の前でオナニーをするつもりか？」 
「だ、だって……おまたがムラムラして我慢できないですの……」 
「待て」 
　有無を言わさぬ光明の命令。 
「わ、わんっ」 
　反射的に返事をしてしまう。けれども、秘裂からはじくじくと愛液が滲み出してくる。このままずっと『待て』をされたら、下半身がよだれでドロドロになってしまうことだろう。 
「ご、ご主人様ぁ……せめてお慰めを……」 
「おねだりしてくるだなんて玲於奈はいけないペットだなぁ……仕方がない」 
　光明はズボンをトランクスごと下ろすと、どんと椅子に腰掛ける。処女にとってはあまりにも大きすぎる剛直が天を仰いだ。 
「お、おちん×ん、大きすぎでしゅぅ……」 
「エサをやる。出し方は……わかるよな？」 
「えっ？　出し方……？」 
「なんのためにそんなに下品な胸をぶら下げてるんだよ。それともそいつはただの脂肪の塊か？」 
「おっぱいを使って……ですの？」 
「そう、そいつで俺のち×こをサンドイッチしながら舐めるんだ」 
（ひっ、ひぃ……そんなことできるわけ、できるわけなんか……） 
　心ではそう思っていても、しかし口は反対のことを言っている。 
「わんっ、ご主人様のおちん×んを……私のおっぱいで包みこんで……はぁうっ、おちん×んがこんなに近くに……っ」 
　Ｈカップのおっぱいでサンドイッチしてやると、赤黒い亀頭がぬぷりと顔を覗かせる。そこから立ち上ってくる青臭い香りは、処女にはあまりにも刺激が強すぎた。 
（男の人のここって凄い匂いするんだ……。おまた……ムラムラしてきちゃう……凄いいい匂い、だよぉ……） 
　男根を前にして、玲於奈の思考は少しずつ溶けてきてしまう。 
　この非現実的な状況を、少しずつ受け入れてきてしまっているのだ。 
　そして玲於奈はこの状況を自然なことだと思い始めている。 
「ご主人様、私のおっぱいは気持ちいいですか……？」 
　上目遣いで恐る恐る聞いてみる。 
「ああ、ふっくら柔らかくて、それでいて張りがあるし、温かくて気持ちいいぞ」 
「あ、ありがとうございます……っ」 
　自慢のおっぱいを褒められて、嬉しさのあまりギュッと両側からプレスしてみる。 
　若さにはち切れんばかりのバストラインが歪み、そして波打ちながらも男根を刺激しはじめた。 
「アアア……ッ、私のおっぱいがこんなに歪んで……んんっ、おちん×んをサンドイッチして……んっ、はぁ……、はぁ……、はぁ……っ」 
　はしたないチンチンポーズしたままのパイズリは思った以上に体力を使う。 
　玲於奈の胸にもうっすらと汗が浮き、谷間へと吸いこまれていく。 
「はぁっ、はぁっ、熱い……ご主人様のおちん×んからいい匂いがして……身体熱くなっちゃうの……んんっ、もっと、もっといい匂いを……はぁっ」 
　くちゅっ、くちゅくちゅ。 
　やがて玲於奈のおっぱいの谷間から鳴り響いてくる淫靡な音。 
　それは玲於奈の汗と、男根から滲み出してくる先走り汁が混じり合っている音だった。 
「いい……いいよぉ……ご主人様のおち×ぽから透明なお汁が溢れ出してきて……んんっ、いい匂いが、おっぱいに染みて……はぁんっ」 
　ふっくらと柔らかいおっぱいに、男の匂いが染みついていくかのような、そんな錯覚に陥る。野性的な匂いは、処女の思考をあっという間に蹂躙していった。 
「はぁ、はぁ、はぁ……味は……どんな味が……するの？」 
　口からやや離れた場所にあるペニスの先端部に、はしたなく舌を伸ばしていく。 
　そして舌の先と、プックリと膨らんだカウパー液が触れた瞬間、玲於奈の脳内に電流が走った。 
「んああああ……!!　す、凄い!!　薄味だけど……頭が痺れてボーッとしてきて!!　おかしくなっちゃう……も、もっと、もっとぉ……!!」 
　ちゅっ、くちゅ、くちゅ……チュパ、チュパ……ンッ、ふぅぅ……！ 
　ビキビキと血管を浮き上がらせて怒張している男根は見ようによってはグロテスクに見えるが、カウパー液に酔った玲於奈にはそれがとても美味しいものに見えてくる。 
「この世にこんなに美味しいものがあったなんて……っ」 
　涙が勝手に溢れ出してきて、鼻水さえも溢れ出してくる。だけどそれでも玲於奈はなりふり構わず男根をしゃぶり続けた。 
　そうしているうちに、胸の谷間からグチャグチャと湿った音が鳴り始めた。 
　涙によだれ、そして汗に鼻水……それが混じり合って、胸の谷間に恥液となって溜まっているのだ。 
　玲於奈は上半身から出せるありとあらゆる粘液で男を喜ばせようとしているのかも知れなかった。 
　谷間から溢れ出した粘液は半脱ぎのブラウスに広がっていき、黒タイツに染みこんでお尻からポタポタと雫となっておしっこの湖を大きくしていく。 
 
 
 
　それでも玲於奈は愛おしそうに肉棒を口の奥深くにまで咥えこむ。 
「ピチュ……ペチャ……美味しいよぉ……お汁が先っちょからどんどん溢れ出してきて……んちゅうぅぅぅぅぅうっ」 
　喉の奥底にまで亀頭を許し、ストローのように吸い始める。 
「うっ、うううっ」 
　カウパー液を吸っているそのときだった。苦しげに光明が呻いたのだ。 
「ご主人様……もしかして絶頂しそうなのれすか……？」 
「ああっ、玲於奈があんまりにも力いっぱい吸ってくるからな」 
「んふっ、だって……ご主人様のおちん×んからとっても野性的なお汁が出てきて……はぁ、はぁ……喉に絡みついて癖になりそうなんですから……」 
「そんなに俺のカウパー液が美味いのか？」 
「はい、美味しいれしゅ。このまま……このままご主人様の精液も、玲於奈のお口に……出してほしいですのっ」 
　前歯の部分でカリをひっかいてやると、その部分が敏感なのだろうか、男根が苦しげに動いた。 
「んっ、んぶー！」 
　光明の両手に頭を抱えられ、肉棒の根元と口づけをさせられる。 
「んっ、んふううっ、い、息がぁっ」 
「玲於奈、中に出すぞっ」 
　直後、剛直が喉の中で暴れ回る。 
　野性的な、あまりにも野性的な香りが鼻孔に広がる。思わずむせ返ってしまうと、鼻から精液が溢れ出し、まるで白い鼻水を流しているかのようになり……それでも玲於奈は肉棒から口を離すことはできなかった。 
　両手で頭を押さえられているのもある。 
　だけどそれ以上に光明の精液の味が魅力的だったのだ。 
　ドクッ、ドククッ！ 
　犬のようにチンチンさせられて、しかもパイズリフェラチオをさせられた挙げ句に射精までされて……人間として扱われていないというのに、玲於奈は精液の味に夢中になってしまっている。 
「あっ、お、おいひぃ……ご主人様の精液、とっても美味しいの……もっと、もっと……っ、ちゅぱ、ちゅぱ、ちゅううぅぅぅ～～！」 
　小さなのど仏を上下させながら、獣の香りのする粘液を飲み下す。 
（あぁ……お腹に染みて……熱いのが溢れ出してきちゃうの……っ） 
　プシュ……ッ。 
　黒タイツに刻まれた縦筋から、ジンワリと愛液が溢れ出してくる。 
「あうぅ、も、もう……っ」 
　玲於奈は間抜けな声を上げると、尻餅をついてしまった。そこは自らが作り出したおしっこの湖──。 
　そこに尻餅をついてしまい、秘裂が痙攣するたびに湖が痙攣する。 
　ほんとうなら気持ち悪いはずのその感触なのに……精液を流しこまれて軽く絶頂してしまった玲於奈にはとても気持ちいいことのように思えた。 
（朝ご飯、とっても美味しかったの……おもらしも……黒タイツがお尻に……太ももに貼りついてきて気持ちいいよぉ……） 
　今まで味わったことのない感覚に戸惑いながらも、玲於奈は背徳的な快楽にブルリと身体を震わせた。 
 
☆ 
（あうぅ……こ、股間がムラムラしてきてしまいますの……） 
　おもらししたショーツと黒タイツはすっかり冷えきっていて、お尻や太ももにペッタリと貼りついてくる。 
　それなのに股間はジンジンと熱くなっていた。 
　──朝のパイズリから数時間が経った。 
　もうすぐ四時間目の授業が終わって昼休みが始まろうとしている。 
（もうおま×こが痒くて……っ、太ももも痒くなって……はうぅっ） 
　朝から昼までの間、ずっとおもらしショーツと黒タイツを穿いていたのだ。 
　女の子の敏感な部分はきっと赤くかぶれてしまっていることだろう。 
（おま×こ痒いの……痒いよぉ……っ） 
　机の下では、あまりの痒さに何度もスカートの中に手を入れてしまった。 
　手を入れて秘部を掻き、身じろぎをするたびに濡れた黒タイツに愛撫され……止めどなく蜜が溢れ出してきているのだ。 
　ショーツの中に生卵の白身を流しこまれたかのような、そんな感触がクチュクチュとクロッチの裏側で泡立っている。 
「気持ち悪い……気持ち悪い……よぉ……」 
　朝におもらしをして数時間……今や玲於奈の下半身はとんでもない香りを発散している。 
　だがこんな状況でも誰もおかしいとは言い出さず……ついに昼休みになった。 
 
「はぁ……はぁ……はぁ……もう限界なの……おま×こもう痒いよぉ……もう痒すぎて……うぅっ」 
　はしたないとわかっていても、玲於奈はスカートの中に手を入れてしまう。 
　だがそれを見逃してくれる光明ではなかった。 
「スカートの中に手を入れるとは、ちゃんと躾してやらないとなぁ」 
「ひっ」 
　恥ずかしいところを見られてしまったと思って、慌ててスカートの中から手を引き抜く。 
　だけどその白魚のような指先は、ネットリとした恥液で濡れそぼっていた。 
「授業中にオナニーしてるだなんて躾のなってないペットだ」 
「オ、オナニーじゃなくて……そ、その、ただ……おま×こがムズムズして……」 
「そうかそうか。それじゃあそのムズムズを飛ばしてやらないとなぁ」 
「えっ？」 
　どうやって飛ばしてくれるのか、ちょっと期待してしまう。 
　だけどすぐに思い直す。 
（ダメッ、これ以上は……っ、だって、だって……っ） 
　催眠術をかけられて数時間。 
　玲於奈の意識も少しずつ戻ってきている。 
（これ以上は……お父様が決めてくれた許嫁がいるっていうのに……っ。バージンまでなくしちゃったら……絶対ダメなんだから……っ） 
　実家が国内では知らぬ者はいないほどの有名化粧品メーカーの一人娘として、これ以上乱れるわけにはいかなかった。 
　それに父に決められた許嫁だっているのだ。 
　相手は自動車メーカーの御曹司で、名前を竜一という。 
　今まで何回か会ったこともあって、玲於奈自身も素敵な人だな……と思っていたのに。だからこんなところで処女を散らすわけにはいかないのだ。 
　気を強く持とうとするもしかし、 
「きゅえっ、ぐ、ぐるじい……」 
　首輪を引っ張られて床に四つん這いにさせられる。ダメだ、早く立ち上がらないと。 
「ふーむ。どうやら毒電波の効きが弱くなってきたようだな。もう一度かけ直しておくか。玲於奈は首輪を嵌められている間は、ずっと俺のペットだぞ、と」 
　ピピピッ。 
「あああっ」 
　背筋を電流が走ったかと思うと、フッと身体から力が抜けてしまった。 
「玲於奈は俺のなんだ？」 
「忠実なペットです。わんっ」 
（ちょっ、またこのパターンですの!?） 
　四つん這いにされてスカートが捲れ上がる。 
　そこからおしっこと愛液で発酵したショーツが露わになり、悩ましい香りが教室中にムワッと漂った。 
「ケツからこんなにフェロモンを漂わせるだなんて、よほど発情しているようだな」 
「授業中ずっと我慢してたんですから……」 
「それじゃあ気晴らしに散歩にでも行くか？　学園中の生徒に玲於奈が従順なペットだっていうところを見てもらうんだ」 
（えっ、それって……っ） 
　玲於奈に残された最後の理性が、脳内で『それはおかしいぞ』と警告を発する。 
　クラスメートたちだけではなくて、学園中にこんな痴態を晒すだなんて。 
　おもらしに濡れた黒タイツは、黒よりもなお黒く染め上げられていて、汗と混じり合ってツンとした恥臭をまき散らしている。 
（こんな姿をみんなに見られるだなんて……っ、しかも四つん這いで……！） 
　想像しただけでいやな汗が浮き上がってきてしまう。 
　だけど光明は容赦してくれなかった。 
「散歩に行くぞ。返事は？」 
「い、いやぁ……」 
　最後に残された理性で必死に抵抗するも、首輪につけられたリードを引っ張られてしまう。 
「きゅえっ、ぐ、ぐるじいっ」 
　逃げようとすればするほど頸動脈が絞まる。 
　最初からどこにも逃げることなんてできないのだ。 
「玲於奈は首輪を嵌めている間は、俺の従順なペットなんだ。だから逃げたりしないよな？」 
　言い放たれた直後、頭に電流を流されたかのような感覚に陥り、玲於奈の瞳からフッと理性の光が消え失せる。 
「わんっ、玲於奈はご主人様の従順なペットです！」 
「よし、それじゃあ散歩に行くとするか！」 
　首輪を引かれて廊下へと連れていかれる。 
　これから地獄の散歩が始まるのだ。 
 
 
『ねぇ、見てあれ……玲於奈さまったら、犬みたいに引きずり回されてるわよ？』 
『うわぁ、ホントだ。あんなに綺麗な金髪を引きずって……なんだか凄い光景ね』 
　周囲の女子たちの視線が痛い。 
　首輪を嵌められ、しかも犬のように四つん這いにさせられて。 
　玲於奈はゆっくりと廊下を這わされる。 
　犬のように耳までよくなったのか、ヒソヒソ声の一言一句まで聞こえてしまう。 
『でもなんか嬉しそうに見えるわね。ご主人様に首輪を引かれて』 
『普段はあんなに高飛車なのに、実はこんな面もあったなんてねー』 
（違うっ、違うんですのっ） 
　心の中でどんなに絶叫しても、それが声になってくれることはない。 
　ただ嬉しそうに四つん這いになって歩かされる。廊下のリノリウムの感触が手のひらに冷たかった。 
（こんなところをみんなに見られるだなんて……こんなところをあの人に見られたら、きっともうお嫁さんにいけないですわ……っ） 
　穴があったら入りたいくらい恥ずかしいのに。 
　だけど玲於奈の身体は、逆の方向へと反応してしまう。 
（見ないで、こんな私……見ないで、よぉっ） 
　あまりにも恥ずかしすぎて、ジュワリと秘裂が熱くなってきてしまったのだ。それは生卵を流しこまれたかのような感触のクロッチを、さらにドロドロにしていく。 
（いやだよぉ……っ、恥ずかしすぎて……ドキドキして……おま×こが勝手に濡れてきちゃってるよぉ……っ） 
　きっと恥ずかしすぎて身体が壊れてしまったのだと思う。 
　全然気持ちよくないのに濡れてきてしまうだなんて。 
『ねぇねぇ、なんだか甘い香りしない？』 
『くんくん。ホントだ。なんだかとってもいい匂いするねー』 
『どこからしてるんだろう？』 
　キョロキョロと辺りを見回す女子生徒たち。 
　だがすぐに匂いの発生源に気づいたらしい。 
『もしかして玲於奈さんの匂い……？』 
『ほら見てよ、玲於奈さんのめくれ上がったスカートグショグショになってる』 
『あんなにおまた濡れるだなんて……よほど発情してるのね。見てよ、黒タイツの内股もドロドロになってるわよ？』 
　ヒソヒソ話をしている女子たちも、無意識のうちなのだろう。もじもじと内股を擦り合わせている。 
　もしかしたらクロッチの裏側は濡れそぼっているのかも知れない。 
　それほどまでに玲於奈はフェロモンを撒き散らしていた。 
「玲於奈の恥ずかしい姿を見て、周りの女子たちも感じてるみたいだな。ほら、あの女子なんてほっぺた赤らめてトイレに入っていったぞ。なにするんだろうなぁ」 
（うぅ、みんなにおかずにされちゃってるの……私の匂いでオナニーされちゃうの……あぁ、こんな恥ずかしい姿、見ないでよぉ……っ） 
「発情したメス犬は股間からフェロモンをまき散らすからな。犬は年に二回くらいらしいけど、玲於奈は年中ずっと発情してるんだ」 
「発情してますぅ……もうおま×こムズムズするの……んんっ」 
　羞恥心のあまり意識がボーッとしてきて、だんだんと視線が気持ちよくなってきてしまう。 
「いい感じに仕上がってきたじゃないか。そんなにみんなに見られながら散歩するのが嬉しいのか？」 
　クイッと首輪を引っ張られる。 
「わんっ、玲於奈は首輪で引きずり回されて嬉しいれしゅっ」 
「そんなに喜んでくれると俺も嬉しいな。そうだ、散歩と言えば……マーキングしておかないとな」 
（マ、マーキングですって？） 
　イヤな予感がしつつも、廊下から渡り廊下に出る。 
　渡り廊下のなかほどまで来た辺りだろうか。 
　突然、光明が足を止めたのだ。 
　そして鉄のポールを見ると、にやりと唇を吊り上げる。 
「ちょうどいい。このポールに玲於奈の匂いを擦りつけるんだ」 
（ちょっ、そんなことできるわけ……！） 
　身体が自由に動くなら、思いっきり足蹴にしていたことだろう。 
　だが身体を操られている玲於奈にそんなことができるはずもなかった。ただ、 
「わんわんっ、ここは玲於奈のお散歩コースだからいっぱい匂いつけましゅ！」 
　ポールに向かって、チンチンのポーズを取る。そして。 
（いっ、いやああああああああああああああ！） 
　どんなに絶叫しても、身体は止まってはくれない。 
　犬になった玲於奈は、ポールに自らの股間を擦りつけ始めたのだ。 
「はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ」 
　犬のように浅く、そして早く呼吸をして……玲於奈は学園中の女子に見られながら、やがてそれはオナニーのような興奮をもたらしてくれる。 
「んあっ、気持ちいいの……。おま×こをギュッてポールにめりこませるとクリトリスが潰れて……ふっ、ふぅっ」 
　ゾクリとした寒気が背筋を駆け抜けていくと、ブジュリとやや下品な音が股間から鳴り響く。 
　黒タイツとクロッチの三枚の布から滲み出してきた愛液は、熱くドロドロとしている。発情した玲於奈は、早くも本気汁を垂らしているのだ。 
「ハァッ、ハァッ、ハァァァァッ！　身体止まらない……おま×こ擦りつけるの気持ちよすぎて止まらない、よぉっ。も、もっと深いところまで……んふぅっ」 
　ふっくらと土手高の恥丘を、ギュッと押しつける。すると潰れたクリトリスから、ビリビリと電流が生み出された。 
「あううっ、痺れるっ、おま×こ痺れるぅっ！　あっ、だ、だめ……ゾクゾクしてきちゃう……おま×こゾクゾク震えてきちゃって……ダメ、これ以上擦りつけたらっ」 
　寒気にも似た感覚がこみ上げてくる。 
　それはまごうかたなき尿意だった。 
（だめぇっ、みんなに見られてるのに……っ、こんなところでオナニーしたばかりか失禁までしちゃうなんてっ） 
　理性は必死にブレーキをかけようとするも、発情したメス犬の前では理性も吹き飛んでしまう。 
「はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ！」 
　ただ無心に秘裂にポールを食いこませて快楽を貪ろうとしてしまう。 
「んあああああっ、ゾクゾクして、いぐっ、いっじゃうっ、で、出ちゃ……ああっ」 
　ピクンッ、跳ねるように背筋が震えると、全身に鳥肌が粟立つ。 
　しょおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉお…………もわっ。 
「あっ、あっ、あっ、で、出てる……おしっこしてるところ、みんなに見られちゃってる……よぉ……いい……もっと見て欲しいの……」 
　濡れそぼった黒タイツから、さらに恥液が溢れ出してくる。 
　ポールにかかったおしっこは、渡り廊下の石床に大きな湖を作り上げていく。 
　廊下を通り過ぎていく生徒たち、そしてグラウンドで運動していた生徒たちは皆足を止めてその痴態を見ていた。 
「ちゃんとおしっこでマーキングするだなんて、玲於奈はしっかり者だな」 
「わんっ。これでここは私の縄張りですの」 
　頭を撫で撫でされると、蕩けそうな笑みを浮かべる。 
　そんな股間からはメス犬が発情した甘酸っぱい香りが立ち上り、周囲に霧となって漂っている。 
「発情を抑えてやるのもご主人様の仕事だからな。玲於奈よ、ちょっとあの茂みに行くぞ。しばらく発情しないように躾けてやる」 
（それってもしかして……っ） 
　イヤな予感がするも、なにも抵抗することなどできない。 
　クイッと首輪を引っ張られると、 
「わんっ、ご主人様、玲於奈のことを思いっきり躾けて下さいっ」 
　もはや玲於奈にはどうすることもできないのだ。 
 
　そこは茂み……と言うには、あまりにも心許ない場所だった。 
　緑のカーテンは、玲於奈の金髪を隠すにはあまりにも薄すぎる。きっと外からはうっすらと玲於奈のブロンドが見えていることだろう。 
　それでも昂ぶってしまった身体は収まってはくれなかった。 
　フッとお尻を涼しい風が撫で回していく。 
　光明にスカートを捲りあげられたのだ。 
「玲於奈の黒タイツ、もうグショグショじゃないか。イヤらしいま×こがヒクヒク痙攣してるのが丸見えだぞ。もうすっかり発情してるみたいだな」 
「わん……もうおま×こからお汁が止まりません……」 
「玲於奈のここからダラダラ汁が滲み出してきてて、甘い湯気が立ち上ってるみたいだぞ。発情した犬はフェロモンを撒き散らしてオスを誘うと言うが……玲於奈はいつもこんなにショーツを汚してたのか？」 
「うぅ……いつもおうちに帰ったらまずは下着を替えてますぅっ、私はいつも発情して、ショーツをグショグショにしちゃう雌犬ですぅ……っ」 
「こんなに可愛い顔して、いつもショーツの中はムラムラしてるだなんて、もっと激しい調教が必要なようだな」 
「ちょ、調教……？」 
「こんなにダラダラよだれ垂らしてるんだ。最後までしてやるのがご主人様の責任っていうやつだろう？」 
　その一言に、メスの本能だろうか？ 
　キュン、と子宮が疼きはじめてしまう。 
（だめぇ……っ、お父様に決めてもらった許嫁もいるのにぃ……っ、これ以上先に行ったらバージンが……っ） 
　玲於奈は見かけが派手だから勘違いされやすいけど、実はエッチなことに関してはとても真面目なのだ。 
　バージンは好きになった男のためにとっておいてあったりする。 
　好きになった男……それはつまり、父に決めてもらった許嫁に違いない。玲於奈にとっては、男というのは未知な生き物なのだ。 
　だから女子校に通って極力男とは接触しないようにしているのに。 
　それなのに、まさかこうして男に連れ回されているだなんて。 
（ダメッ、これ以上されたら本当に好きになっちゃう……っ、初めて見たときからこうならないようにペットとして扱おうと思ってたのにぃっ） 
　エッチなことに真面目なぶんなだけ、それだけ玲於奈は惚れやすい性格なのかも知れない。 
　初めて学園で唯一の存在の男子……を見たとき、認めたくないけど一目惚れしてしまったのだ。許嫁という存在がいるというのに。 
　だからそのことから目をそむけるようにしてペット扱いしてきたのだ。 
（ペットのくせにご主人様とエッチなことをするだなんて、絶対にそんなのおかしいのにぃ！） 
　心の中でどんなに絶叫しても無駄なことだった。 
　実際の玲於奈は、腰を下げ、尻だけを上げてご主人様を誘惑している。 
「もうぐっしょりで気持ち悪いだろう。ショーツを脱がしてやるからジッとしてるんだぞ」 
「お、お願いします……くぅーん」 
　熱く濡れそぼったショーツを、黒タイツごと下ろされると、冷たい風に秘裂が撫で回される。 
　もう女の子の敏感な部分は、すっかりピンク色に染まっていて、ヒクヒクと痙攣していた。 
　太ももまで下ろされて半脱ぎにされたショーツは鮮やかなレモン色に染め上げられて、クロッチの裏側は生卵の白身のような愛液がべったりと貼りついていた。 
　さっきまでそんなショーツがあたっていた玲於奈の秘裂は、パックリと割れて男を誘惑しているようだった。 
「玲於奈のここ、赤ちゃんみたいにツルツルしてて可愛らしいな」 
（み、見ないで……っ、私のおま×こ……生えてないんだからぁっ） 
　そんな心の叫びが身体に出てくれたのだろうか？ 
　一歩だけ前に進むことができた。それは光明から少しでも離れようとするように。 
「ほほう、毒電波を浴びせているのに俺から逃げようとできるなんてな。せめて口だけは自由に動かせるようにしてみるか？」 
　ピピピッ。 
　脳に電流が走ったかと思うと、視界に一瞬だけモザイクがかかる。 
　身体の変化はすぐに現れた。 
「あっ、あああ……はっ、声が出る!?」 
「声だけは自由にしてやったぞ」 
「このっ、このこのこのっ、ペットのくせにご主人様である私を発情させるだなんて、こんなことしてただで済むと思って!?」 
「まだ自分の立場がわかっていないようだなぁ。散々今まで犬扱いしてくれたから、今日は玲於奈のことをペット……雌犬にしてやったんじゃないか」 
「私が雌犬だなんてっ、そんな、そんな……っ」 
「口ではそう言いながら、すっかり発情しているじゃないか。内股に愛液の滝ができてるぞ」 
「発情だなんてはしたないことしないものっ」 
「それじゃあこの汁はなんだ？」 
「触らないでっ」 
　逃げようとするも、身体はぴくりとも動いてくれない。 
「身体はぴくりとも動いてくれないだろ？　おま×こはさっきからピクピク痙攣してるけどな。欲しいのはこいつか？」 
　光明がズボンを下ろして、取り出した逸物……それはすでに硬く勃起していた。 
　血管が浮き上がった竿、そして硬く張ったエラ……そのフォルムのすべてが女を傷つけるために作り出された凶器としか思えないほどだ。 
「ひ、ひぃ……それをどうするつもりですの？　ま、ままま、まさか私のおま×こに入れようだなんて……っ」 
「玲於奈のここは、そうして欲しそうにダラダラよだれを垂らしているけどなぁ」 
「そんなこと！　いい？　私にはお父様に決めてもらった許嫁もいるの！　それなのに、初めてをこんなところで散らすわけにはいかないの！」 
「ほー？　遊び好きに見えるけど、玲於奈はまだ処女なのか。処女にしてはこんなに濡れてるだなんて……溜まってるんじゃないのか？」 
「た、溜まってなんか……っ」 
　少しでも我慢しようとするも、プシュッ、と秘裂から水音が鳴ってしまう。 
　もはやクリトリスは包皮から剥けきり、パックリとした秘裂は深紅の膣壁を晒している。 
「俺の肉棒が欲しいんだろう？　興味があるんだろう？」 
「そんな……興味なんかっ」 
　ない……とは言いきれなかった。 
　それほどまでに玲於奈の身体は熱く火照っていたのだ。 
「先っちょだけなら……おま×こに当てるだけなら……っ」 
　我慢しきれずに呟いてしまう。 
「玲於奈は素股が好きなのか。よしよし、それじゃあ俺のイチモツを当ててやるからな、ジッとしているんだ」 
「は、はひぃ……んあっ、はぁう!?」 
　硬い肉棒があてがわれただけ。 
　たったそれだけなのに、背筋を電流が駆け抜けていく。 
　真珠のように勃起したクリトリスがギュッと押し潰され、肉棒が美丘の奥へとのめりこんでくる。 
「はぁう！　こんなに力いっぱい擦りつけられたら……んはぁっ、だ、だめ……我慢できなくなっちゃう……っ、大切な人がいるのに……我慢できない……我慢できないですの……ヴヴッ」 
　小刻みに震え上がると、愛液よりも粘りけが強い本気汁が溢れ出してくる。まだ擦りつけているだけだっていうのに。 
　ここまで昂ぶってしまっては、処女には一人でどうすることもできなかった。 
「い、入れて……下さい……」 
　ついに我慢できなくなって、ぽつりと呟いてしまった。 
「なんだ？　よく聞こえなかったぞ」 
「入れてよ……もう我慢できないんだから……っ、私のダラダラよだれを垂らしてるおま×こに、ご、ご主人様の硬くそそり立ったおち×ぽを入れて……下さいっ」 
「いいのか？　親に決められた許嫁もいるんだろ？　それなのに俺なんかでバージンを散らしてもいいのか？」 
「うぅ……あなたのことだって、ホントは……っ」 
「ホントは、なんだ？」 
「あなたのことを好きにならないためにペット扱いしてたのに気づきなさいよね！　それに好きじゃない男の子なんかに肩を揉ませたりすると思って!?　この朴念仁、気づきなさいよね！　むしろ奪いなさいよ！」 
「今さらそんな嘘を言っても、きつい調教からは逃れられないぞ？」 
「そんなに私のことを調教したいのなら、早くそのおちん×んを、私のおま×こにいれたらどうなのよ!!」 
　本心を言ってしまって、恥ずかしすぎて自棄気味になってしまう。 
　それでも急にそんなことを言っても、今まで散々酷いことをしてきたのだ。信じてもらえてないようなのだけど。 
（それはそれでもっと激しいことをしてもらえそうだからいいけど……って、なにはしたないこと考えてるのよ、私ったら！） 
　光明のことを睨みつけてやろうと思っても、バックスタイルなので向き合うことさえも許されない。 
　そんな状況で、下半身から伝わってくる感触──、 
「ひっ、ああっ、おま×この入り口に、当たって……るぅっ」 
「入れて欲しいんだろ？　それじゃあ玲於奈のお望み通り入れてやるよ」 
「はっ、はひぃっ、んはっ、か、硬いのが……入って……きてっ」 
　力の抜き方を知らぬ処女の膣壁が不器用に痙攣し、キュウッ、すぼまってしまう。 
「力抜いてくれないと入らないぞ。玲於奈のここ、狭すぎて……っ」 
「抜いてるものっ、で、でもっ、あっ、あっ、あっ、入ってこられると勝手におま×こに力が入って……んはぁっ」 
　処女にとっては硬くいきり立った男根は異物でしかないのだろう。勝手に秘裂に力が入ってしまう。 
「あっ、入ってきて……ううっ、ああっ、メキメキいって……それ以上されたら……あっ、だめ、裂けるっ、おま×こされちゃうっ」 
　肉裂が開発されていき、メキメキと肉が裂ける音が身体に響く。 
　そしてそのときは突然訪れた。 
「はぁう!?」 
　プツンッ、思いっきり引っ張られた輪ゴムが切れたかのような感触とともに、一気に男根が膣内へと侵入してきたのだ。 
「い、今のが処女膜……ですの？　わからない……わからないけど……あっ、あああっ、おま×この中が……染みる、染みるよぉ……っ」 
　一瞬遅れて痛みがやってくる。 
　傷口に愛液が染みたのだ。 
　破瓜の血がトロリと溢れ出してくる。 
　処女を散らしたばかりの秘裂はヒクンヒクンと歪に痙攣しながらも、しかし男根を咥えこむようにして吸いついていた。 
「はぁ……はぁ……はぁう……しちゃった……エッチなこと、しちゃった、よぉ」 
「なに言ってるんだ？　ここから動くっていうのに」 
「うっ、動くですって!?　そんなことされたら壊れちゃ……あっ、だ、だめっ」 
　入れられただけでエッチが終わりだと思っていたのに、ここからさらに動かれるだなんて。考えただけでもゾッとする。 
　だけど光明は容赦してくれなかった。 
　ヌプリ……、男根が抜かれそうなほどにまで引かれると、パンッ！　男の身体がお尻へと叩きつけられて、男根が深いところにまで突き進んでくる。 
「んあっ、だ、だめっ、そんなに乱暴にされたら、おま×こおかしくなっちゃうっ、壊れちゃいますのっ」 
「そんなこと言っても玲於奈の膣壁は、俺のち×こに吸いついてきてるぞ？　もっと欲しいって言わんばかりに」 
「そんなっ、身体が勝手に動いてるんだから……っ」 
　ぱんっ、ぱんっ、ぱんっ！　尻を叩かれるたびに子宮口を突き上げられて、本気汁がダラダラと溢れ出してくる。 
　太もものところまでしか降ろされていないショーツと黒タイツは、ドロドロの本気汁に塗れて湯気を上げ、もはや乾いているところなどないのだろう。 
　ジットリと下半身にまとわりついてきている。 
「だめっ、だめだめだめっ、それ以上されたらおま×こ壊れ……い、いやぁ……」 
　しょおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ…………。 
　マーキングのときにあんなにおしっこが出たっていうのに。 
　それでも発情した雌犬の玲於奈は失禁してしまう。 
　両手で芝生を土ごと握って我慢しようとするも、一度開いてしまった尿道を止めることはできなかった。 
　ふんわりとした恥臭が茂みの中から溢れ出してしまう。 
「発情した犬はそこかしこにおしっこをするらしいからな。まぁ仕方がない」 
「そんなに突かれておしっこ穴も開いちゃってるんだからっ」 
「嬉しさのあまり失禁するだなんていけないペットだ！」 
「あっ、だっ、だめっ、つっ、突かないっ、でぇ!!」 
　失禁しながらもピストンは止まらない。 
　それどころかむしろ強くなってくる。 
「んあっ、おくぅっ、奥はぁっ、これ以上奥に来られたら壊れちゃう……おま×こ壊れちゃう……はぁぁぁぁぁぁっ」 
　メキメキと無理やり開かれた秘裂は、本当なら裂けそうなくらい痛いはずなのに。 
　それなのに、突かれるたびに気持ちよくなってきてしまう。 
「こ、こんなのおかしいのにっ、おかしいのにぃっ！　あひぃっ、そ、そこは……んふぅっ、おくぅっ、コリコリしちゃ……だめぇっ」 
　玲於奈の悲鳴は、きっと茂みの外にまで響き渡っていることだろう。だけどどんなに哀願しても、ピストンは止まってはくれない。 
「んあっ、んああああ!?　く、くううぅぅぅぅっ」 
　玲於奈の背筋に悪寒が走ったのはそんな時だった。 
　直後、ヒクヒクと膣壁が痙攣すると、ドロッとした本気汁が溢れ出してきた。 
「どうやらイキそうみたいだな。犬みたいに尻を突き出しながら」 
「犬っ、犬だなんて……あああっ、きちゃうっ、大きいのきちゃうっ」 
　達しそうになるのを直前のところで我慢する。このまま絶頂してしまうだなんて、プライドが許さなかった。光明のペットでもないのに。 
　だが後ろから突いてくる光明は、無情にも言い放った。 
「そうだなぁ、これから俺が膣内に出したら、玲於奈は本当のペット……雌犬になるんだ。そうしたらもうずっと一生発情して、俺と目が合うたびにムラムラくるようになるんだ」 
「そんな！　発情だなんて……きゅえっ」 
　逃げようとするも、首輪を引っ張られて息を詰まらせてしまう。 
　こうしている間にもピストンはより激しいものになっていき、玲於奈の下半身も別の生き物のように蠢動していく。 
「いっ、いいいっ、いぐっ、いっちゃう……！　雌犬でもないのに発情するだなんて……！　いや、いやいやいやぁ！」 
　イヤイヤと首を振っても身体は勝手に上り詰めてしまう。 
　絶頂したら本当に光明の雌犬になってしまうのだ。 
（そんなこと、そんなこと……！） 
　思いながらも、心のどこかで、それもいいかもと思ってしまっている自分がいる。絶頂を我慢するよりも、逝けば楽になれるのに、と。 
（光明のことなんか好きなんかじゃ……っ、あうぅ、本当は好き……っ、嫌いじゃないけど……っ） 
　どんなに否定しようとも身体は熱くなっていく。 
　きっかけはありがちかも知れないけど、ただの一目惚れだったのかもしれない。 
　だけど好きにならないようにとペット扱いして、それなのに近くに置いているうちにだんだんと好きになってしまっていたのだ。 
（許嫁だっているのに、許されないのに……っ、光明に気持ちよくしてもらうだなんて、絶対に許されないのにぃっ） 
　イヤイヤと首を振っても、身体は正直だった。 
「あ！　あ！　あ！　あ！　あ！　いくっ、いっちゃうっ、イッ、イきたくないのに……気持ちよすぎて……んっ、んあああああああああああああああああああ！」 
　視界が真っ白に弾け、身体中を歓喜に波打たせ、玲於奈は絶頂を極めた。 
「膣内に出すぞ、玲於奈！」 
「だ、だめっ、出されたらおかしくなっちゃうよぉぉぉぉ！」 
　そんな玲於奈の叫びもむなしく、肉棒が膣内で暴れ回り、熱くドロドロとした欲望が腹の裏側へと流しこまれる。 
　もうこうなってしまうと掻き出すこともできない。引き返せないのだ。 
「あっ、あっ、あっ、広がって、るぅ、よぉ！　熱いのが……お腹に染みてきて……いやぁ、こんなに気持ちよすぎたら、ご主人様のこと好きになっちゃう……よぉ」 
　白くドロドロしたものがお腹から身体全体へと広がっていき、脳内にまでドロドロしたものに犯されていく感覚。 
　精液に身体中を犯され、意識がぼんやりと遠のいていく。 
（も、もう……逃げられない……光明……ご主人様から逃げられない……よぉ） 
　それが薄れゆく玲於奈の最後の思考だった。 
　それっきり、どんなに首輪を引っ張られても、ぐったりと動かなくなってしまった。 
 
「やれやれ、まさかここまで乱れることになるとは……」 
　くぃっ、と首輪を引っ張っても、玲於奈は気絶してしまったのだろう、ぐったりとしてしまっている。 
　ただ女としての本能か、ヒクヒクと秘裂だけが痙攣している。 
 
 
 
　内股には滝のようなラブジュースが流れ落ち、太もものところで半脱ぎにしておいたショーツと黒タイツは見るも無惨な状況になっていた。 
　おしっことラブジュースに濡れたショーツはドロドロになっていて、濡れそぼった黒タイツもテカテカになってしまっている。 
　甘酸っぱい湯気を上げている下着だが……、 
「起きたときにパイパンが素っ裸だったら怒られるかも知れないからな。ご主人様が穿かせておいてやろう」 
　ショーツと黒タイツを穿かせてやると、ブルブルと身体を震わせて愛液が滲み出してきた。どうやら感じているらしい。 
「んっ、んん……？」 
　玲於奈の眉目がピクリと動くと、うっすらと碧眼が開いた。 
（やばい。せめて乾かしておくべきだったか？　いやいや、そういう問題じゃなくてだな、犬にして散歩したり、しかも処女を奪っちゃったわけだから怒られるか!?） 
　ずっと尻に敷かれていた悲しい習性か、怒られてしまうんじゃないかとあたふたしてしまう。 
　こんなに酷いことをしてしまったのだ。 
（なにを言われるか……!!） 
　青ざめて冷や汗を流していると、しかし目を覚ました玲於奈の口からは意外すぎる一言が飛び出した。 
「わんっ！」 
「ふぁっ!?」 
　思わず光明は変な声を上げてしまう。 
　……まさか、中出ししたら犬になるっていう毒電波が効いてる……？ 
「玲於奈は……俺のなんだ？」 
　戸惑いながらも聞いてみる。 
　すると玲於奈はチンチンのポーズをして答えてみせた。 
「玲於奈は光明さま……ご主人様のペットでしゅ♪」 
　そんな玲於奈の秘裂からは、クチュリと淫靡な音が鳴った。 
「しっかりと調教してやらないとな」 
「ワンッ、ワンッ、じっくり調教してくださいっ」 
「よーしよし、いい子だ」 
　頭を撫でてやると、玲於奈は嬉しそうに喉を鳴らす。 
「いつもいじめててごめんなさいだワンッ、ホントはご主人様のことが大好きだったんだワンッ」 
「なっ、いきなりそんなこと言われてもだな」 
「やっと私のことをペットにしてくれた……こうして引きずり回してくれて、私のことリードしてくれて……あうぅ、やっとペットにしてくれたぁ……」 
　玲於奈は身体を擦りつけてきて、ペロペロと顔を舐め回してくる。 
「これからもどんどんリードして欲しいんだから……っ、もうご主人様の色に染めきって欲しいんだから……っ」 
　悦びのあまり、プルプルと玲於奈は身体を震わせると失禁しはじめてしまう。 
　やれやれ、これは躾に苦労しそうだ。 
 
 
　お尻開発！　飛び級天才少女のマゾマゾ覚醒 
 
 
「今日もいっぱいお勉強しないと……」 
　紗枝は学校から帰ってくるなりカバンを開けると、机の上に教科書とノートを広げた。本当なら中学一年生のクラスで勉強している年なのに、高校二年生の授業を受けているのだ。 
　周りから天才少女だとちやほやされても、陰では授業においていかれないようにと、こうして必死になって予習復習している。 
　でも最近は本格的に授業が難しくなってきて、行き詰まりを感じていたりもする。だからこそ、こうして勉強する時間を少しでも稼いでおきたかった。 
　だけど、机に座ったときのことだった。 
「んっ、あ、あれ……？」 
　ヌル……、ショーツのおまたの部分がなんだか気持ち悪いことに気づいた。 
　今日はそんなに暑くもなかったし、体育の授業もなかったのに……なんでだろう？ 
　不思議に思いながら、制服のスカートを捲り上げて、おぱんつを降ろしてみる。 
「えっ、えええ？　なんだろう、これは……」 
　汚れを知らぬはずの純白の女児ショーツ……そのクロッチの部分には得体の知れない染みがこびりついていたのだ。 
　そういえば、最近学校で奇妙なことが起こっていて……お姉ちゃんたちがおまたをくちゅくちゅしているところを見ていると、なんだかおまたがムラムラしてくるような気がするけど……それと関係があるのだろうか？ 
　ただこれだけは言える。 
　この奇妙な出来事の中心には、恐らく光明が関わっているのだろう、と。 
　そうなれば、光明には近づかないのが一番だ。 
　紗枝はそう心に決めると、染みのついたクロッチから目を逸らすようにして穿き直すのだった。 
 
 
☆ 
「さて、どうしたものか？」 
　一日の授業を終えて帰ってきた光明は、ベッドに四肢を投げ出して呟いた。 
　この毒電波という力に目覚めて、ほとんどの女子の処女を頂き、玲於奈をペットのように扱っているというのに、紗枝はなかなか心を開いてくれないのだ。 
　それどころか、なんだか今日は一段と冷たかったように思える。 
「ちょっと強めに毒電波を当ててみるかなぁ……」 
　とりあえずそれは確定。 
　問題はその次だ。 
　毒電波で、どうやって調教してやろうか？ 
　第二次性徴が始まっていない紗枝は、服を脱がせてもまだまだ子供なのだろう。いきなり押し倒すのは、さすがに良心の呵責を感じてしまう。 
　やるんなら、じっくりと、ねっとりと、だ。 
　それに光明には気になっていることがあった。 
「最近の紗枝、あんまり成績が振るわないんだよなぁ……」 
　四年分を一気に飛び級というのは、どんなに天才少女と言われても難しいのか、紗枝の成績は右肩下がりだったのだ。 
　学園長である父にメールしてみたら、こっそりと教えてくれた。 
　だからなのだろうか？ 
　どことなく、紗枝に無理をしているような空気を感じるのは。 
「気晴らしじゃないけど、どこかで発散させてやるってのは悪くないアイディアだよな、うん」 
　ふとそんなことを思い立ち、ベッドから身体を起こす。 
　思い立ったが吉日だ。 
　さっそくパソコンをつけると美容健康のページへとジャンプする。 
「さてさて、紗枝にぴったりのアイテムを見つけることにしますか……グーグル先生、どうかよろしくお願いしますよ、と」 
　そしてそのブツが届いたのは、それから三日後のことだった。 
　ケースの蓋を開けてみると、そこには勃起した男根を模した凶器……ディルドが丁寧に包まれていた。 
　これで幼い紗枝を、じっくりと弱火で嬲ろうというのだ。 
　光明はディルドの入ったケースをカバンにしまうと、どうやってあの幼い身体を開発していこうか、じっくりと妄想に耽るのだった。 
☆ 
「なんですか？　こんなところに私を呼び出して」 
　その日の放課後。 
　さっそく光明は紗枝を呼び出していた。 
　場所は使われていない教室。 
　夕日が射して朱に染まっている。 
　こうして二人だけで向き合っていると、紗枝はあからさまに警戒心を抱いた視線を向けてくる。 
「早く帰ってお勉強したいんですけど。それに男の人と一緒にいるのは……」 
　さりげなく酷いことを言ってくれる。 
　けれどまだ本当なら中学一年生なのだ。 
　身体はもっと幼い。 
　まだまだ男に免疫がないのだろう。 
　そんな紗枝に向けて、光明は切り出した。 
「最近成績が下がっているようだな。勉強も大事だけど、あんまり根を詰めすぎるのもよくないと思うぞ」 
「なんであなたがそんなこと知ってるんですか!?　私の成績だなんて……っ」 
「こう見えてもこの女子校の理事長の息子なんだ。いつも生徒の顔を見ていれば、成績の上下なんて簡単にわかるものさ」 
　本当は親父から教えてもらっただなんて口が裂けても言えない。ここははったりだ。 
「あんまり根を詰めて体調を崩せば、もっと成績だって下がることになるぞ？　勉強だけがすべてじゃないんだ。たまには気晴らしだって必要じゃないか？」 
「あなたには関係ないですっ。話はそれだけですか？　それじゃあ失礼します！」 
　怒気を孕んだ声で言うと、紗枝は教室を出ていこうとする。 
　だけどそれを許す光明ではなかった。 
「待つんだ！」 
　ピピピッ。 
　咄嗟につむじから電波を飛ばす。 
　急なことだったので、ちょっと強めの毒電波になってしまった。紗枝は立ち止まってはくれたが……。 
「紗枝？」 
　名前を呼ぶと、紗枝はゆっくりと振り向く。 
　その黒瞳からは光が失われ、華奢な身体はすっかり脱力しているようだった。 
「どうやら上手く催眠術にかかったようだな。まずはブレザーを脱ぐんだ」 
　いつものように命令する。だがとたんに紗枝の瞳に光が戻った。 
「な、なにをさせようというのですか！　私にブレザーを脱げだなんてっ」 
「おっと随分早く意識が戻ったようだな。さすが天才少女と言われているだけのことはある」 
「こ、こんなことしてただで済むと思っているんですか!?」 
　口だけを動かして抗議してくる。 
　どうやら身体までは動かないようだ。 
「まぁまぁ、そういきり立つなって。身体の力を抜いて楽にするんだ」 
　光明の命令に、小さな身体からはすぐに力が抜けていく。 
「よーし、いいぞ。まずはブレザーを脱ぐんだ」 
「い、いやぁ……」 
　一つ、二つとブレザーのボタンを外していき、床に落とす。 
　露わになったのはブラウスに包まれた小さな身体だった。 
「もしかしてブラジャーを充てていないのか？」 
「まだ充ててませんっ」 
　ブレザーを脱いだからこそわかる。 
　ブラウスには、ポッチリとした可愛らしい乳首が浮き上がっていたのだ。 
「紗枝のおっぱいは可愛いなぁ」 
「子供扱いしないで下さいっ」 
　年上に囲まれて生活しているからなのだろう。 
　紗枝は子供扱いされることを極端に嫌っているようだった。 
　普段それだけ肩肘を張っているっていうことだろう。 
「そんな紗枝に、今日はお兄さんが気晴らしの方法を教えてあげよう」 
「や、止めて……」 
　いやがる紗枝。しかし毒電波に当てられて逃げることはできない。 
「まずはブラウスを脱ぐんだ。そしてスカートも降ろして」 
「いやぁ……っ、身体が勝手に……っ」 
　ブラウスを脱ぎ、その下に着ていたスズランのような子供キャミソールも脱ぐ。 
　そしてスカートも、ホックを外すとぱさりと床に落ちた。 
「恥ずかしいです……」 
　紗枝は真っ白な女児ショーツだけという姿で、光明の前に立たされた。 
　よほど恥ずかしいのだろう。 
　夕焼けに包まれていてもわかるほどに、身体が桃色に染め上げられている。 
　第二次性徴期を迎えたばかりの幼女のおっぱいは、乳首の部分がイビツなシコリのように腫れているだけだった。 
　見ようによっては虫刺されのように見えなくもない。 
　女児ショーツに包まれたお尻もまだ女の子らしく膨らんではいないが、プリッとしていて張りがある。 
　張りがあるということは、これから膨らむっていうことだ。 
「紗枝のショーツから、なんだか甘い匂いがするな」 
「あっ、ダメ……そんな……おしっこ臭いから、鼻を近づけないで……っ」 
　いやがる紗枝だけど、毒電波に晒されて動くことができない。 
　光明の鼻が、ゆっくりと女児ショーツに包まれた股間に近づいてくるけど、一歩さえも後ずさることはできなかった。 
　ふっくらとした幼裂──、それはショーツの上からでもわかるほどに柔らかかった。鼻を近づけ、そして埋めていくとどこまでも潜りこんでいってしまう。 
　女児ショーツに顔を埋めて深呼吸。ツンと甘酸っぱい香りが鼻孔に満たされる。 
　それは女児の汗とおしっこが混じった香りなのだろう。 
「今日は暑かったし、それに体育もあったからな。紗枝のおまたはちょっと湿ってて甘くていい香りがするな」 
「そんな……いい匂いだなんて……不潔ですっ」 
　いやがる紗枝の女児ショーツを下ろしてやる。 
　するとスッと切れこみを入れただけのパイパンが露わになった。 
　当然ながら、まだ濡れていない。 
「初潮は？」 
「まだですっ。だからって子供扱いしないでください」 
「オナニーはしたことあるのか？」 
「お、おなにぃ……？」 
「この前お姉ちゃんたちがやってただろ。あれだよ」 
「あ、あの……お姉ちゃんたちがおまたをいじって怖くなっちゃってた……あれ？」 
「そう。紗枝はやったことがないのか？」 
「やったことなんてありませんっ」 
　エッチなことだと本能的にわかっているのか、紗枝のほっぺたがポッと赤らむ。 
　そんな紗枝のショーツをゆっくりと降ろしてやる。汚れを知らぬ純白の女児ショーツ……そのクロッチの裏側は黄ばんでいた。 
「見ないで……下さい」 
「紗枝のここ、可愛らしくてとても魅力的だよ」 
「そんな……変態……あひぃっ!?」 
　紗枝は変な声を漏らした。 
　光明が幼裂に舌を伸ばしたのだ。さらに青い尻を鷲づかみにすると、容赦なく揉みはじめる。 
「や、止めてっ、なんだか気持ち悪くなっちゃうっ、んっ、んあっ、あっ、あっ」 
　不器用ながらも、紗枝は控えめな喘ぎ声を漏らし始める。 
　そしてついに。 
「あうぅ……ダメ、見ないで下さい……おもらし、しちゃったの……見ないで……」 
　幼裂が赤らむと、透明な汁が滲み出してきたのだ。 
　オナニーのやり方を知らぬ紗枝は、おもらしをしてしまったと勘違いしている。 
「紗枝よ、これはおしっこじゃないんだ。女の子は性的に興奮したらおまたが濡れてきちゃうんだ。だからクロッチがあるんだろ？」 
「おもらしを隠すためだけだと思ってた……」 
「これはおしっこじゃなくて愛液っていうんだ。興奮して気持ちいいと、女の子はおもらししちゃうんだぞ」 
「き、気持ちよくなんか……っ」 
　気丈に振る舞おうとする紗枝だけど、しかし身体は正直だった。 
　一度火がついてしまった幼女の身体は簡単には収まってくれない。 
　初物の蜂蜜をダラダラと垂らし、男を誘惑している。 
　潤滑油は十分のようだ。 
「今日は紗枝に特別なプレゼントがあるんだ」 
「ぷ、プレゼント……？」 
　あからさまに紗枝は警戒してくる。無理もないけど。 
　光明はカバンからディルドを取り出すと、紗枝の眼前に晒してやった。 
　そのフォルムで勘づいたのだろう。 
　紗枝は思いっきり睨みつけてくる。 
「それをどうしようというのです!?」 
「わかってるくせに。こうしてトロトロの愛液をまぶしてやってだな」 
「い、いや……そんな太いの……おまたに入らない、よぉ……」 
「大丈夫。紗枝のバージンを道具になんか奪わせたりしないぞ。入れるのは……」 
「ヒィ!?　ま、まさか……！」 
　ぴとり、紗枝の小さな菊の花にディルドの先っちょを当ててやる。 
　それは小学生のような小柄な紗枝には、あまりにも大きすぎる凶器だった。 
　それでもグリグリと押しこんでいくと幼女のアナルは、温めたゴムのようにディルドを呑みこんでいく。 
「おっ、おっ、おおおぉぉ……お尻に、お尻に太いのがぁ……！　裂ける、お尻裂けちゃう！　そんなに太いのお尻に入らな……おっ、おぉぉぉ！」 
　苦しさのあまり、紗枝は舌を突き出して喘ぎ出す。 
「あへっ、あへぇっ、だめだよぉっ、そんなに太いの……ヴヴッ、入れないでぇっ」 
　そんな哀願も無視されて、ディルドは直腸へと埋めこまれていく。 
　そして、 
「おっ、おほぉ!?」 
　紗枝の短い悲鳴とともに肛門の力が抜けて、一気にディルドを呑みこんでしまう。 
　アナルを無理やり開発された紗枝は、身体を『く』の字に曲げると、ガクガクと腰を震わせ始める。 
「あっ、あっ、あっ、で、でるっ、それ以上されたら紗枝は、紗枝はおもらししてしまいますっ」 
　目の前の紗枝のおまたがピクク、痙攣すると、プシュッとレモン果汁が弾けた。 
　どうやら括約筋を無理に広げられて、穴が緩んでしまったらしい。 
　酸っぱいレモンジュースが溢れ出してくる前に、幼裂へとしゃぶりつく。 
「も、もう無理ッ、身体言うこと聞いてくれないの！　あひぃっ、そんなところしゃぶっちゃだめっ、舐めないでぇ！」 
「じゅる、じゅるる～。そんなこと言っても、紗枝のここからどんどん溢れ出してきて、このままだと床がびちゃびちゃになっちゃうぞ」 
「掃除しますからっ。だからそれ以上は……か、堪忍っ、堪忍して──オホォッ」 
　ぐいっ、紗枝のアナルの深奥へとディルドをねじこむ。 
　直後、紗枝の身体から力が抜けていき、糸が切れた操り人形のように光明へと倒れこんできた。 
「おっと危ない」 
　柔らかい幼女の美丘から口を離すと、咄嗟に紗枝の身体を抱きかかえてやる。 
「紗枝、紗枝……？」 
　そんな紗枝──。 
　よほど苦しかったのか涙を流して白目を剥き、舌を突き出してぶくぶくと蟹のように泡を吹いていた。 
　弛緩した尿道からは生温かい恥液が垂れ流しになっている。 
　軽くほっぺたをつねると、幸いなことに紗枝はすぐに意識を取り戻してくれた。 
　だけどすぐにお尻の異物感に舌を出して苦しみ始める。 
「お、おごぉっ、お尻、苦しいっ、ぬ、抜いてぇっ」 
「我慢だ。紗枝はディルドを入れていても全然苦しくないんだぞ。そうだなぁ……三日間はずっと入れっぱなしだ。もちろんトイレでも抜いちゃダメだからな」 
　ピピピッ。 
　どこまでも澄んでいる黒瞳を見つめながら毒電波を浴びせかけてやる。するとどうやら術にかかってくれたらしい。 
　こわばっていた身体から力が抜けていった。 
「はい、お兄様、わかりました。紗枝はずっとお尻にディルドを入れています……」 
「よしよし、紗枝はなんでもできる偉い子だな。この調子で頑張るんだぞ」 
「はい……」 
　ぼんやりとした意識のままの紗枝の股間を拭いてやり、下着をつけて制服を着せてやる。 
「それじゃあ明日も元気に登校してくるように」 
「はい、さようなら、お兄様……」 
　紗枝は尻にディルドを入れられているにもかかわらず、いつも通りに背筋を伸ばして下校していく。 
　その小さな後ろ姿を見送って、光明は次の手を考えるのだった……。 
 
☆ 
「おはようございます、お兄様」 
「おはよう、紗枝。今日は顔色がつやつやしてて体調がよさそうだな」 
「はい、昨日の気晴らしのおかげでなんだかぐっすり眠れて……」 
　翌朝の教室で、紗枝はほっぺたを赤らめながら応える。 
　どうやら順調に術中に嵌まってくれているらしい。 
　あとは三日三晩、紗枝がどうやって悶えてくれるのかを、じっくりと観察するだけだ……だが。 
　事件はその日のうちに起こってしまった。 
　午前中の授業を終えて昼休みになり弁当を食べ、五時間目も終えて、いざ最後の六時間目の授業は体育だったのだ。 
　しかも不幸なことに今日は持久走だ。 
　夏の足音が聞こえそうなこの季節、ディルドを入れたまま走るのは厳しいだろう。 
　授業に備えてブルマに着替えた女子たち……その中でへっぴり腰になっている紗枝を見つける。 
「大丈夫か？　紗枝」 
「あぁ、お兄様……お昼を食べた辺りからお腹が苦しくて……っ」 
「一回出しておくか？」 
　心配して言ってみるけど、だけど紗枝は首を振って見せた。 
「大丈夫ですっ。子供扱いしないで下さいっ」 
「それならいいが……苦しくなったらすぐに言ってくれよ」 
「三日くらい大丈夫なんですからっ」 
　これほど心配な返事もないだろう。 
　こうして持久走が始まってしまうが……。 
　やはりというか、紗枝はぶっちぎりの最下位を独走していた。 
　ふらふらと不安すぎる足取りで、真っ白い砂地のグラウンドを歩くようなペースで走っている。 
　そしてついに。 
「紗枝……？　って、おいぃ!?」 
　光明は思わず小さな声を上げてしまった。 
　紗枝はふらふらとした足取りで、グラウンドの隅の体育倉庫へと入っていってしまったのだ。 
　幸いなことに、誰も気づいていないらしいが……、このまま紗枝を放っておけるはずがなかった。 
 
「はぁ、はぁ、はぁぁぁぁぁぁぁっ」 
　体育倉庫に入るなり、紗枝の悲鳴のような息む声が響き渡った。 
　ブルマのお尻の部分は、ディルドでテントのように押し上げられている。 
「って、我慢だ、紗枝っ」 
　慌ててディルドを押し戻してやる。このままディルドを出してしまえば大変なことになっていたことだろう。 
　咄嗟に触れた紗枝のブルマは、すでにぐっしょりと濡れていた。 
「おっ、おおおおおおぉぉっ！　はぁ、はぁ、はぁぁぁぁっ、お、お兄様……っ、もう紗枝は苦しくて……。おっ、お兄様っ、お尻が苦しくて、おかしくなってしまったのですっ、それにおまたがムズムズしてぇっ、お、おかしいんですっ」 
　一度もオナニーをしたことのない幼女は、戸惑いながらも聞いてくる。 
　クチュリとブルマの中から水音が聞こえ、剥き出しになっている太ももはヒクヒクと痙攣している。 
　きっとブルマの中では、幼裂が痙攣していることだろう。 
　紗枝は、どうすることもできずに光明に身体を預けてくる。 
「いっぱい走って疲れただろ。ちょっと休憩していくか」 
「は、はいぃっ、お、お願いしますぅ」 
　光明は跳び箱の上に腰掛けると、紗枝のことを手招きする。 
　すっかり術中に落ちている紗枝は、なんの躊躇いもなく光明の上に腰を下ろしてくれた。 
　幼くも、これから成長しようかという張りのあるお尻が、むにゅっと腰に押しつけられる。意図せずに無垢な背面座位のような格好になってしまう。 
　やはりというか紗枝のブルマはグショグショに濡れているようだ。 
　光明が穿いているハーフパンツも甘く湿ってくる。 
「紗枝のブルマ、なんだかジットリしてるみたいだな。汗か？」 
「わからない……です。お尻が苦しいとおまたがムズムズしてきて……ううっ」 
　光明に抱かれながら、紗枝は小刻みに身体を震わせる。 
　クチュリ、ブルマからくぐもった水音が聞こえてくる。そんなブルマに触れてみると、紗枝は一瞬身体を強ばらせたけどすぐに力を抜いてくれた。 
「お兄様のお手々、太くてゴツゴツしてるの……」 
　ブルマの上から、ソフトタッチで触れてやる。すると感じてきたらしい。ジワリと甘い蜜が滲み出してきた。 
「あっ、あっ、なんだかおまたがピリピリして……変な感じがします……それに熱くなってきて……」 
「自分でも触ってみたらどうだ？」 
「んっ、わかりました……はぁう……ブルマの上からでもお豆のところがピリピリして……んはぁっ」 
　紗枝は、小さな手でブルマをこね始める。 
　だけどやっぱり初めてなのか、その手つきはなんだか不器用で危なっかしかった。 
「これがオナニーって言うんだ。エッチなことだから一人きりのときにやるんだぞ」 
「自分でやるよりも、お兄様にしてもらった方が気持ちいいです……」 
　そう言うと、紗枝は兄の手を自らのおっぱいへと導いていく。 
　幼女の膨らみは、厚手の体操服の上からでもわかるほどに硬く勃起していた。 
　ただでさえ凝りのように膨らみはじめた幼女の乳首は敏感だっていうのに。 
　紗枝はそこを兄に許したのだ。 
「お願い……します。触って下さい……服と擦れると痒くて、痛くて……」 
「もしも痛かったら言うんだぞ」 
「んっ、はい……でもお兄様なら痛くされても……んんっ」 
　両方の乳首を軽く撫で回してやる。 
　するとそれだけで紗枝は、身体を小動物のように丸めてみせる。 
　膨らみはじめた乳首は、それだけ痛いっていうことらしい。 
「いいです……おまたが熱くなってきて……んんっ」 
　紗枝はグリグリとお尻を押し当ててきた。ディルドが苦しくて無意識のうちにやったのだろう。……それが男を興奮させるとも知らず。 
　それに紗枝のおかっぱ頭の黒髪に透けて見えるうなじからは、幼いながらも男を誘惑する甘いイチゴのような香りが漂ってきている。 
　無垢ながらも、その身体は少しずつ成長しているのだ。 
「……あれ？　お兄様のおまたが硬くなってきて……も、もしかしておちん×んがぼ、勃起して……？」 
　紗枝は不思議そうに呟いて、お尻をグリグリと押しつけてくる。 
「こら、そんなに柔らかいお尻を押しつけてくるんじゃないのっ。あうっ、痛いっ、痛いからっ」 
「お兄様、とっても苦しそう……」 
　紗枝はぼんやりとした意識の中、光明に向き合うように……対面座位に座ると、ゆっくりとハーフパンツを降ろしていき……。 
 
「ひ、ひぃっ」 
　思わず紗枝は絶句してしまった。 
　なんとなくディルドと同じような形をしたものが存在しているのだろうなと勘づいてはいたけれど、まさかこんなにも大きいものがしまわれていただなんて。 
　想像していた以上の大きさに紗枝は目を見開いてしまう。 
「お兄様のおちん×ん、凄く大きくなってます……」 
「紗枝の身体が柔らかくて、それにうなじから甘い匂いがしてるんだから仕方ないだろう？」 
「も、もしかして、紗枝の身体に性的に興奮してしまったのですか？」 
「ああ。紗枝がとっても魅力的だからな」 
「うれしぃ……んあっ……んっ、ふぅ……」 
　いきなり兄にキスをされると、舌が入りこんできてビックリしてしまう。 
　それでも口を開くと、舌と舌が絡み合っていった。 
（凄い……私の舌って、こんなにエッチに動くんだ……なんだか頭が痺れてきて、耳鳴りがして……それにもしかしてこれってファーストキス……凄く気持ちいい……） 
　息が苦しくなってきたころ、兄は口を離してくれた。 
　紗枝の口元から、ツツと透明な一筋の雫が落ちていく。 
「気持ちよかったです……お兄様、お願いです」 
「なんだ？」 
「凄い濃いキス……お兄様、これ以上紗枝にいけないことを教えないで下さい……そうしないと、紗枝はエッチな女の子になってしまいます……」 
　幼裂が刻まれた紺色のブルマはヒクヒクと痙攣し、ホカホカと湯気を上げている。 
　そしてその紺色の筋──。 
　しょろろろろろろろろろろろろろろ…………。 
　幼い身体が追いついていないのか、あろうことか小水を漏らしてしまっている。 
　いっぱい走って汗をかいたぶんだけ、それだけおしっこは色が濃く、匂いもツンとしたものになる。 
　それを兄の腰に座り、向き合ってキスをしているときに漏らしてしまうだなんて。 
「あっ、あああっ、止まらない……ごめんなさい、ごめんなさい、お兄様っ」 
　咄嗟に離れようとするけど、しかし逆に兄に抱きしめられてしまった。 
「汚い、汚いです、お兄様。はやく紗枝から離れて下さいっ」 
「紗枝に汚いところなんてないって」 
「うぅ……早く、早く止まって欲しいのにぃ……」 
　ピクピクとおまたを震わせて、ようやくおしっこが止まったころには、もう二人とも下半身がグショグショになっていた。 
「スッキリしたか？」 
「まだ残ってますけど……全部出すことなんて恥ずかしくてできませんっ」 
「これからもっと激しいことをするって言うのに？」 
「えっ？」 
　驚いていると、万歳をさせられて体操服を脱がされていた。 
　ブラジャーを充てていない乳首は、赤く熟れた木イチゴのように勃起している。 
「紗枝のおっぱい、甘酸っぱくて美味しいな。イチゴ練乳みたいだ」 
　そうやって乳首を舐められていると、おもらしブルマを穿いたままのおまたがムズムズしてきてしまう。 
「お兄様、おもらしブルマが気持ち悪いです……」 
「ブルマを脱ぐと……もっと激しいことになるけどいいのか？」 
「はい。紗枝はお兄様にならどんなことをされても……」 
　兄にされるがままに、濡れそぼって脱げにくくなったブルマとショーツも、ゆっくりと降ろしてもらう。 
　おしっこを吸ったショーツとブルマはすっかり重くなっていたようで、兄が手を離すと、ぐしゃりと床に潰れた。 
「紗枝の身体、こうしてみると真っ白で華奢だな……力の入れ方を間違ったら壊れちゃいそうだ」 
「それって、身体が子供っぽいっていうことですか？」 
「そういうことじゃないよ。昨日と比べて随分と綺麗になったなって思って」 
「もう子供じゃないんですから……」 
　おねだりするようにおしっこ臭い幼裂を男根へと押しつける。 
　ここからどうするのか……この前、教室でみんなが気持ちよさそうにしていた……この肉棒をおまたの中に入れてもらうのだろうか？　ちょっと怖いけど。 
　大丈夫、大人ならきっと痛くないのだ。 
　ちょっと大きく見えるけど、大人なら気持ちよく感じるのだ。 
「お尻にちゃんと入れられてるし……紗枝だって大人なんですから……」 
　腰を上げて、兄のおちん×んをおまたの入り口に当てる。 
「本当にやるのか？」 
「見てて下さい……紗枝は、大人なんですから……」 
　そうは言っても、あまりにも大きさが違いすぎる。 
　赤黒く血管が浮き上がった男根を、小学生のような体型の紗枝のおまたに当てても、ぐにゅりと形が変わるだけで膣口へと入ってはくれなかった。 
「うぅ、入らない……」 
「慌てることないって。ちょっとずつ馴らしていけばいいんだ」 
「ンッ、ふぅ……あぁ、チュー、好きぃ」 
　兄にキスをされて、フッと身体の力を抜いていく。 
　するとおまたの力が抜けてくれたのだろうか。 
　メキリと肉が裂けると、亀頭が入りこんでいったではないか。 
「んあ！　あああああっ！」 
　びっくりしておまたに力を入れてしまう。 
　だけど先が入ってしまえば、もう逃げることはできなかった。 
「あっ、あっ、あっ、入ってきてる……っ、お兄様のおちん×んが紗枝のおまたに入ってきてますぅ……ふ、太すぎて……おまた裂けちゃ……うぅっ」 
　生まれて初めて触れられる場所に、こんな太いものが入ってきたのだ。 
　ガクガクと足が震えて、滝のように汁が漏れ出てきてしまう。 
「おっ、おしっこじゃないんですから……っ、お汁が勝手に溢れ出してきて……あうっ、おかしいな、こんなに出てきちゃうだなんて……」 
「紗枝の中、まだ半分も入れてないのに千切られそうだぞ。もっと力抜かないと壊しちゃいそうだ」 
「壊れないんですから……っ。紗枝だって大人なんですから……っ」 
　顔をしかめながらゆっくりと腰を下ろしていく。 
　メキ、メキメキメキ……。 
　それはピッチリと閉じているおまたが、兄を呑みこもうと必死になって広がろうとしている音だ。 
　まるでおまたを裂かれているようだった。 
「頑張るもん……っ、大人なんだから頑張るもん……っ」 
　それでも痛みに耐えながらも、紗枝は一人でゆっくりと腰を下ろしていく。 
　いつだって一人で無理をしてきたのだ。 
　それならみんなにできていることだって……！ 
　そう思いながらも、腰を下ろしていたときだった。 
「紗枝よ。無理はよくないぞ」 
「無理なんてしてませんっ」 
「そんなに肩肘張ってないで、ちょっとは俺にも頼ってくれよ」 
「そんな……こと。周りの人に頼るだなんて……できませんっ」 
「ほら無理してる。俺がリードしてやるから、紗枝は力を抜いて楽にしててくれよ」 
「う、うぅ～」 
　なんだか論破されたみたいで恥ずかしくなってしまう。 
「わかりました……お兄様、どうかリードして下さい」 
「そう、それでいいんだ」 
　頭を撫でられて、フッと力が抜けてしまう。 
　こうやって最後に頭を撫でてもらったのはいつだっただろうか？ 
　父も母も、お勉強に打ちこんでいい成績をとって通知表を見せても、好きなものを買ってくれるばかりで頭を撫でてくれるなんてことはなかった。 
　そんな懐かしさもあったんだと思う。 
　紗枝は力を抜くと、抱き寄せられるがままに兄へと身体を任せた。 
　そんな兄の手は、コネコネとお尻を撫でてくれる。 
「あはっ、なんだかくすぐったいです」 
「紗枝はお尻が好きみたいだな。膣内が温かくなって緩んできたような気がするぞ」 
「お尻……気持ちいいです」 
「そうか、それならそこを重点的に愛してやる」 
　最近ちょっとだけ膨らんできたお尻を撫で撫でされて、そしてゴツゴツした手は、ゆっくりとお尻の穴へと近づいてくる。 
「お兄様、そこは……っ」 
「ディルドが出かかってるみたいだな。ちょうどいい、気持ちいいことを教えてやるから力を抜いて楽にしてるんだぞ？」 
「はい、お兄様」 
　リードされるがままに身体を預ける。すると、兄の手がお尻から出かかっているディルドに触れる。直腸の感覚でわかった。 
「こうやってゆっくり円を描くようにして……」 
「あっ、あああっ、ふ、ふうぅぅ……」 
「どうだ、苦しいか？」 
「苦しいよりも……お尻、溶けちゃいそうで気持ちいいです……こうやって押さえててくれると、なんだか安心できて……」 
「おまたよりもお尻が気持ちいいだなんて、紗枝はイケナイ子だな」 
「紗枝はイケナイ子です……だからもっと、つ、強く……お願いしま……んっ、おおおおぉぉぉ……いい……いいの……お尻、トロトロになっちゃいそうで……」 
　円を描くように、出かかったディルドをグリグリと押しこまれる。 
　押しこまれきったら、もう一度入れてもらえるように、キュッとお腹に力を入れて出してみる。すると兄は再び押しこんでくれた。 
「はぁ……はぁ……お尻……んんっ、もっと入れて欲しい……ちょっと押し返します……おっ、おぉ……また入ってきて……お尻で擦れてるよぉ……」 
　苦しいはずなのに気持ちいい。 
　気がつけば、ほっぺたを幾筋もの涙が伝い落ちていた。 
　だが、こうしているうちに、いつの間にかほぐれていたのだろう。 
　その時は突然訪れた。 
　ブチィッ!! 
「んはぁ!?　お、おまたが……奥にッ!?」 
　半分ほど入っていたおちん×んが、一気に奥へと入りこんできたのだ。 
「うおぉっ、一気に奥に……ううっ、きつすぎて千切れ……ッ」 
　兄さえも苦しげに呻く。 
　それほどに紗枝の膣は、狭く奥深くへと続いていた。 
「うぐぅっ、お腹が押し上げられて……ますっ、あっ、あああっ!?　痛いぃ、おまたがジンジンして、染みる……よぉっ」 
　お風呂に入ってるときにお湯が傷口に染みるように、一拍遅れて痛みがこみ上げてくる。 
「おまたが裂けっ、んんんんー！」 
　痛みのあまり、兄の身体に抱きついてしまう。 
　この股を裂かれるような痛みを与えてきている張本人だというのに。 
「紗枝、そんなに抱きついてくるともっと深くなるぞっ」 
　そんな兄の声も聞こえない。 
　ただ身体を密着させるように、手足をギュッと硬い身体に巻きつけるように抱きついてしまう。 
　ふんわりと二人が結びついているところから、恥ずかしい香りの湯気が立ち上ってくる。 
　せっかくさっきは我慢できたのに、紗枝は残尿を漏らしてしまったのだ。 
「あぁ……すみません、でも、おしっこ止まらないよぉ……」 
「紗枝が頑張ったっていう証拠だから気にするなって。身体は大丈夫か？」 
「息が……息がちょっと苦しいけど……大丈夫です」 
「痛かったら言うんだぞ」 
「わかりました。でも頑張ります」 
　兄と繋がっているところを見つめていると、トロリとした愛液に混じってイチゴのマーブル模様のように血が混じっていた。 
　そしておまたは自分でも驚くくらいに広がっている。 
「き、気持ちいい……ですか？　紗枝のおまたは」 
「ああ。みっちりしたヒダヒダが絡みついてきて、今にも千切られそうなくらい気持ちいいぞ」 
「あ、ありがとうございます」 
　褒められて、なんだか嬉しくなってしまう。 
（大人になれたんだ……お兄様を包みこんで、気持ちよくできてるんだ……） 
　幸せな気持ちに浸っていると、兄の手がお尻に伸びてきた。 
「紗枝はお尻が好きなんだよな」 
「は、はい……お尻の方が感じます」 
「それじゃあこねくり回してやる」 
「んっ、ふうぅぅ～。あっ、いいの……やっぱりお尻の方が気持ちいいの……」 
　おまたを兄に突かれ、そして円を描くようにしてディルドで直腸をほじられる。 
　そうしているうちに、裂けるように痛かったおまたから、少しずつ痛みが引いていくのを実感できた。 
「溶けちゃう、よぉ……お尻が気持ちよすぎて……んんっ」 
　キュンッ、おまたが震えると、ネバッとした愛液が溢れ出してくる。 
　女としての本能に目覚めたとでもいうのか、紗枝の幼裂は男根を呑みこみながらもヒクヒクと痙攣を始める。 
　身体の内側で、ゆっくりと動いている肉棒を感じる。 
　そうしているとゾワリと膣壁が毛羽立った。まるで男根を離したくないと言わんばかりに。 
「紗枝の中、ザラザラして絡みついてきてるぞ。離れたくないっておねだりされてるみたいだ」 
「そんなこと……知りません。た、ただ……おまたもだんだんよくなってきたような気がして……ンふぅ……あっ、もっと奥の方をぐりぐりし……んんっ」 
　根元までおちん×んが入りこんでくると、紗枝のおへその辺りがぷっくりともりあがってしまった。 
　兄の肉棒が大きすぎるのだ。 
「あぁ……お腹がこんなに膨らんでしまっています。ううっ、ちょっと苦しいかも……んっ、んぐぅっ」 
「抜くか？」 
「それはだめっ。一番奥に触ってもらっていると気持ちいいですぅ」 
　コリコリとした子宮口に触ってもらって兄の身体に抱きついていると、身体が溶けて一緒になれているような感覚に陥る。 
「もっと奥に……来て下さい……」 
　紗枝は呟くと、兄の身体に巻きつけている足に力を入れて、さらに深いところにまで兄を許す。 
「はぁ……はぁ……、一番奥にお兄様を感じられて……身体が溶けちゃいそうです。おっぱいもジンジンしてきて……はぁっ、はぁぁぁっ」 
　いびつな凝りのような乳首は、真っ赤に熟れたキイチゴのように勃起している。触れただけでも痛いはずなのに、兄の硬い身体に押しつけるとなんだかとても幸せな気持ちになれた。 
「はぁ……はぁっ、はぁっ！　お尻もっ、おっぱいもっ、おまたも……っ、全部お兄様に捧げますっ、どうか私を無茶苦茶にして下さい……んあああああ!!」 
　硬く張ったエラに敏感なところを擦られて、寒気に似た感覚が背筋を駆け抜けていく。そうかと思えばお腹が押し上げられて、代わりにドロドロとした本気汁が結合部に弾ける。 
（まだお赤飯も炊いてないのに……でも、でもお兄様となら……っ） 
　一瞬だけ躊躇してしまうけど、それもほんの一瞬だけ。 
　初体験に二穴責めをされて、紗枝は理性までも溶かされてしまっている。 
　ディルドにかき混ぜられたアナルはすっかりほぐれていて、大きな円を描かれても吸いつくように咥えこんでしまう。 
　下品だとわかっていても、紗枝の小さな口からは舌が出てしまって、そこからよだれまでも溢れ出してくる。 
「あっ、あへっ、あへぇっ！　お尻が……おっ、おほぉっ、溶けちゃうっ、裏返って……壊れちゃ、うぅ！　もう我慢できない身体になっちゃ……あへぇ！」 
「それじゃあ紗枝はずっとお尻にディルドを詰めて生活しなくちゃいけないな」 
「お兄様が入れてくれるんなら、紗枝はどんなに乱暴されてもいいですっ」 
　涙が勝手に溢れ出してくる。 
　そればかりか鼻水さえも出てきてしまう。 
「おっ、おおおおおおおっ、おほっ！　おかしいっ、おまたおかぢいっ、お尻も、お尻も熱くなって……おっ、おおおおぉぉぉっ」 
　幼い身体には二穴責めはあまりにも負担が大きすぎた。 
　もう出しきったと思っていたおしっこまでもが漏れ出してきてしまう。 
「んあっ、こんな紗枝を……あへぇっ、見ないでくださ……オホ!?　しゅごいのがきて……堪忍っ、堪忍してぇ！」 
　それでも兄のピストンは小さな身体を引き裂かんばかりに繰り返されていく。 
「も、もう紗枝は……紗枝はもう……と、とぶっ、飛んじゃ……ヴヴッ！　きちゃうっ、なにか大きいのがきちゃ……ううううううううぅぅぅぅ!!」 
　キュウウゥゥッ！　お腹の裏側でなにかが震え上がる感じがする。 
　きっと子宮なのだろう。 
　紗枝の身体は、まだ大人になりきれていないというのに男を求めて口を開いているのだ。 
「も、もう、我慢でき……おほぉ!?」 
　子宮口と直腸を同時に突かれたのが合図だった。 
　ただでさえ狭い膣壁が狭窄すると、男根を千切らんばかりに波打ち出したのだ。 
「あああっ、紗枝は、紗枝は……飛んで……飛んでしまいますぅっ」 
「奥から熱いのが溢れ出してきて……膣内に出すぞ！」 
「きてぇっ、熱いのを注ぎこんで……んはあっ」 
　直後、身体の内側で男根が暴れ回る。 
　成熟しきっていない子宮が破裂してしまいそうなくらいに精液が注ぎこまれると、心地よい疼痛が幼裂に染みこんできた。 
「こ、これが受精……お兄様の熱いのが染みこんできて……んんっ、ふぅぅっ」 
「紗枝の奥からも熱いのが溢れ出してきてる」 
「混じり合ってるんだ……二人の熱いお汁が、こうやって混じり合っていくんだ……はああぁぁぁ……」 
 
 
 
　深くため息をつくと、身体から力が抜けてしまう。 
　カクリと首が折れ、ただそれでも幼い身体は精液を搾り取ろうとしているのか、ヒクヒクと痙攣していた。 
 
 
「あ、あれ……ここは？」 
　次に紗枝が意識を取り戻したのは、ベッドの中だった。 
　見慣れない天井だけど、どこだろうか？ 
　身体を起こすと、ベッドサイドでは光明がうたた寝をしていた。ずっと見守っていてくれたのだろうか？ 
「あ、あの……」 
　声をかけると、光明はすぐに目を覚ました。 
「ん？　気づいたか？」 
「あの、紗枝は、もしかして……」 
「ああ。あれから気を失ったからとりあえず保健室に連れてきたんだ」 
「うぅ、すみません……」 
「気にするなよ。ちょっとくらい頼られた方が嬉しいんだからさ」 
　頭を撫でられると、なんだかじんわりと幸せな気持ちになってしまった。 
「そうだ、そうやっていつも笑ってくれればいいんだよ。いつも無理して難しい顔してるからな、紗枝は」 
「そ、そんなこと……」 
　反論しようとして、無意識のうちにお腹に力が入ってしまったのだろう。 
　お尻に感じるこの硬い感触は、もしかして……まだ入りっぱなし？ 
「うぅ、苦しい……」 
　布団を払ってみると、紗枝は体操服に下半身は裸という状態だった。 
　おまたは赤らんでいるけど綺麗にしてくれたのだろう。おしっこや愛液に精液も綺麗に拭き取られている。 
「苦しいなら抜くか？」 
「い、いいです。三日くらい我慢できます……お、大人になったんですから」 
「無理そうだったら言うんだぞ？　すぐに抜いてやるから」 
「はい。わかりました……。あの、それと、その……お洋服は……？」 
「ちゃんと教室から持ってきておいたぞ。それと、ほら」 
　遠回しに下着の場所を聞いてみると、光明はカーテンレールにかけて乾かしてあった女児ショーツを渡してくれた。 
　真っ白な女児ショーツはすっかり乾いていて、学校指定のレモン石けんの香りが漂ってくる。 
「あ、ありがとうございます……」 
　洗っておいてくれたのだ。おもらしをしてしまったショーツを。 
　だけどそれは汚れきったクロッチの裏側までも見られてしまったということで……恥ずかしくて耳まで真っ赤になってしまう。 
　ショーツを穿くと、光明が用意してくれた制服に袖を通していく。 
　やっぱりというか、ちょっとだけお尻が苦しくて、ぴんと立とうとしてもへっぴり腰になってしまう。 
「抜いておいた方がいいかもなぁ」 
「大丈夫ですっ。三日くらい我慢できますものっ」 
「それならいいが……」 
「そ、その代わり……お願いがあるのです」 
「なんだ？　改まって」 
「三日間我慢できたら、お兄様の太くて硬いおちん×んを、紗枝のお尻に入れて欲しいのです」 
　勇気を出して言ったっきり、しかし光明は黙りこんでしまった。 
　よっぽどビックリしたんだと思う。目を見開いて見つめてきている。 
「い、いやだったらいいですっ。汚いですよねっ。紗枝のお尻になんか入れて欲しいだなんて……っ」 
「い、いや、すまん、ちょっと驚いただけだ。紗枝がアナルに興味を持ってるんだったらなんでも手伝ってやる。それに紗枝のお尻を汚いだなんて思ったことは、一度だってないぞ？」 
「あ、ありがとうございます……」 
　恥ずかしすぎて、兄の身体をギュッと抱きしめて顔を埋める。 
　今顔を離したら、真っ赤になったほっぺたを見られてしまいそうだ。 
（三日後……あさってまで我慢できたら、お兄様のおちん×んをお尻に入れてもらえるんだ……う、嬉しすぎるよぉ） 
　そのことを想像しただけで、洗ってもらったばかりのショーツがじんわりと暖かくなって湿ってしまう。 
　もうすっかり紗枝はアナルに染まっていた。 
　きっかけは催眠術だったのかも知れない。 
　だけど紗枝は自分の意思でディルドを詰めている。 
　それは催眠術がより深いところにまでかかってしまったということなのかも知れないが……そのことを知るのは誰もいないのだった。 
 
☆ 
「はぁ……はぁ……はぁぁっ、もうお腹パンパン、だよぉっ」 
　そして時が経ち、三日目の放課後になった。 
　紗枝はディルドを入れ続けることができたのだ。 
　はたして我慢できたのは催眠術のおかげなのだろうか？ 
　それともＭに目覚めた少女の為せる業なのか？ 
　そんなことは今の紗枝にはどうだってよくなっている。 
　確かにきっかけは催眠術だったのだろうけど、紗枝はこの苦境をどこか楽しんでいた。むしろディルドを入れていないと物足りなく感じてしまうかも知れない。 
「お兄様、お約束通り……」 
　放課後になると同時に、光明に切り出す。 
「お兄様、約束通り紗枝は我慢することができました。どうか静かなところで……」 
「よし、じゃあどこか誰もいないところにいくか」 
「お、お願いします……」 
　光明に手を引かれて教室を出ていく。 
　クラスの女子たちの視線が恥ずかしかったけど、それでも紗枝の秘裂は熱く濡れそぼっていた。 
 
　兄の手に引かれるがままに連れていかれたのは、三日前にディルドを詰められた教室だった。 
　あのときはエッチなことには全然感じなかったというのに、今や紗枝の身体はアナルを詰められて開発されてしまっている。 
（やっとおちん×んを入れてもらえるんだ……） 
　想像しただけでほっぺたに朱が差す。 
　それも真っ赤な西日のおかげでごまかすことができたのだろうけど。 
　けれども、うなじから漂っている甘い香りまでは消えてくれなかった。 
「紗枝のうなじから、バニラエッセンスみたいな甘い香りがしているな」 
「ずっとお兄様のことを考えていたからです……」 
　呟くと、紗枝はスカートを捲りあげる。 
　つい三日前までは汚れを知らなかった純白の女児ショーツ……だがそれは今となっては見る影もなかった。 
　ピクン、ピククン……、ショーツが食いこんでいる幼裂は小刻みに震え、クロッチは発酵した愛液に外側までもが茶色く染め上げられている。 
「もう紗枝のおぱんつはグショグショなのです……お兄様のおちん×んのことを考えて、ずっと我慢していたんですから……っ」 
　スカートをたくし上げると、涼しい風がイタズラっぽく太ももを撫で回していく。それだけスカートの中がミストサウナのようになっていたということだ。 
「真っ白なショーツにこんなに大きな染みを作るだなんて、紗枝はよほどエッチな女の子みたいだな」 
「頑張ったんですから。お兄様、紗枝にエッチなイタズラをして下さい……」 
　兄の大きな身体に体重を預けると、ブレザーのボタンを外し、そしてプチンプチンとブラウスのボタンを外していってくれる。そしてスカートも落としてショーツだけにされると、ジットリと湿ったショーツの上から、むにゅっとお尻を掴まれる。 
「あ、あふぅっ、お尻溶けちゃいそうなんです……」 
「そのようだな。紗枝のお尻、ずいぶん柔らかくほぐれてるぞ。ディルドを入れてるだなんて信じられないくらいだ」 
「三日間ずっと我慢してたんですから……んっ、おぱんつ下ろしてくださ……あっ、はふぅ……」 
　ゆっくりとショーツを下ろされていくと、熱く蒸れたおまたを冷たい風に撫でられる。そして、 
　ねっちょぉぉぉぉぉ……。 
「あぁ、あんまり見ないで下さい。紗枝の恥ずかしいところを」 
　ショーツを下ろされる。納豆のような糸がクロッチとおまたの間に張っていく。 
　汚れを知らぬはずの女児ショーツの裏側は、すっかり茶色く染め上げられていた。 
　朝から分泌された愛液はこんがりと発酵して、モロモロとした栗きんとんのカスのようになっていた。 
　何回かチビってしまった恥ずかしいレモン色の染みも広がってしまっている。 
　ツーンとしたアンモニア臭が鼻を突いた。 
　女の子の恥ずかしい染みを隠すためのクロッチ……その裏側は、女の子の恥部よりもなお恥ずかしい恥部なのだ。 
「その……汚いですから……あんまり見ないで」 
　ショーツを脱がせて欲しいとおねだりしたけど、やっぱり恥ずかしいものは恥ずかしい。こうなるのなら替えのショーツを持ってきて、放課後になったらトイレで交換しておけばよかった。 
（だからドラマとかで女の人ってシャワー浴びてるのかなぁ……） 
　いつかどこかで見たドラマを思い出しながら、そんなことを考えてしまう。 
　次からはこんな失敗しないようにしよう……心に決めていると、だけど兄はひざまずくと、ジッとおまたを見つめてくる。 
「紗枝に汚いところなんてないぞ」 
　そう言うと、なんと赤くかぶれているおまたをぺろりと舐めてきたのだ。 
「き、汚い……そんなところを舐め……んああっ」 
「紗枝のここ、汗とおしっこと、そして愛液が混じり合ってて、甘酸っぱくて美味しいくらいだ」 
「美味しいだなんて……んふぅっ」 
　ただでさえ溶けそうになっているのに、真珠のように剥けきったクリトリスを舐められてディルドを漏らしてしまいそうになる。 
「ひ、ひうぅっ、お兄様、それ以上されると紗枝はおもらししてしまいますっ」 
「どうやら下ごしらえはショーツを穿いたまま済んでいたようだな。紗枝が約束を守ったんだ。俺も全力で行かないとな」 
「お、お願いします……」 
 
　にゅぷんっ。 
　兄の手に任せながら、ゆっくりとディルドを抜いていく。 
「うわぁ……こんなになってたんだ……」 
　抜きたてのディルドを見て、紗枝は思わず言葉を失ってしまった。 
　それはすっかり腸液に濡れていて、ホカホカと湯気を上げていたのだ。 
　それだけ紗枝のお腹の中が温かいっていうことだ。 
「こんなに太いのを入れて三日も我慢できるなんて、紗枝は偉いぞ」 
「お兄様のおちん×んの方が太いですもの」 
　兄のズボンのジッパーを降ろしていき、下着から肉棒を取り出す。 
　小さな手で何回か撫でていると、それは見る間に太く大きくなっていく。 
「さあ入れて下さい……お兄様のおちん×んを、紗枝のお尻に……。早く入れてくれないと、紗枝はおかしくなってしまいそうなのです」 
「こっちだ」 
「はい……」 
　机の上に座った兄を、椅子のようにして腰掛ける。 
　向き合ってするのもいいけど、こうして背中を向けて座った方が乱暴にしてもらえるような気がしたのだ。それに乱れてしまった顔を見られるのも恥ずかしい。 
　どうやってするか……紗枝はこの三日間、そのことばかりをずっと考えていた。 
　背面座位という姿勢だが、もちろん紗枝がそのことを知るはずもない。 
「こうすると向き合ってできないけどいいか？」 
「はい。顔を見られるのは恥ずかしいですし……なによりも、こうした方がお兄様に身を任せられるような気がして」 
「紗枝はエッチな子だな」 
「はい。紗枝はエッチな子になってしまいました」 
　小さな身体を、子供がおしっこをするときのような開脚ポーズで持ち上げられる。 
（あ、そういえばおしっこしてなかった……） 
　だけど今さらそんなことを言い出せるわけがない。 
　それにおしっこばかりか、このお腹には三日間食べてきたものがミッチリ詰まっているのだ。 
（お兄様のことを汚さないようにしないと） 
　心に決めた、そのときだった。 
　亀頭が緩みきった肛門に当たり──、 
「おほっ!?」 
　それは一瞬のことだった。 
　幼女のほぐれきった肛門は、いとも容易く怒張した男根を呑みこんでみせたのだ。 
　直腸が膨れあがり、カッと熱くなる。 
「おっほおおぉぉ！　おっ、おっ、お兄様のちん×んが……がはっ！　紗枝のお尻の中に……、んほぉ！」 
　本物のおちん×んに比べれば、今まで入れていたディルドなんて子供のようなものだ。それほどまでに張り子とは違う圧倒的な熱さと肉感だった。 
「ふ、太い……っ、太すぎて……んほぉっ、お兄様のおちん×ん入れてもらっただけなのに、もうお腹が苦しくてっ」 
「紗枝の尻のなか、溶けたゴムで包まれてるみたいだ」 
「あはっ、き、気持ちいいですか？　紗枝のお尻は、おまたと比べてどっちが気持ちいいですか……？」 
「そんなの比べられるわけないだろっ。どっちも紗枝なんだから。紗枝の膣内はヒダヒダが絡みついてきてよかったし、尻は熱くて千切ってこようとして気持ちいいぞ」 
「千切るって、こうです？」 
　試しにお尻にキュウゥッ、と力を入れてみる。 
　すると兄はビックリするくらいに悶えてくれた。 
「お尻でお兄様を気持ちよくできてる……とっても嬉しいです」 
　キュッ、キュッ、お尻の力を入れたり抜いたり……そうしていると、ただでさえ大きかった男根が、さらに大きさを増してきたようだった。 
「お兄様のおちん×ん、凄く大きくなって……んふぅっ、根元までミッチリ入ってきてますぅ」 
「動いても大丈夫そうか？」 
「は、はいぃっ、紗枝のなかで思いっきり暴れて下さいっ」 
　両方の腋の下に手を入れられると、キイチゴのように歪に勃起したおっぱいを愛撫される。 
「おっぱいがムズムズしてきちゃいました……おまたもムズムズして……んっ、今なら動かれても……平気、だと思いますぅ」 
　腋の下に入っていた兄の両手に、ググッと身体を持ち上げられる。 
「んあっ、あっ、あああぅっ、お尻がめくれちゃ……んふぅっ」 
　今まで紗枝が経験したことのない太さのものが直腸を下っていく。 
　お尻がめくれそうなくらいにまで男根を引き抜かれ、直後、 
「んほぉっ」 
　紗枝は品のない声だとわかっていても、抑えつけることができなかった。 
　限界まで引き抜かれた男根が、一気に深部へと潜りこんできたのだ。 
　そうかと思えば再び身体を持ち上げられ、直腸をめくられる。 
「おっ、おご……っ、で、でるぅっ、出ちゃ……んああああああ！」 
　本来ならば排泄にしか使わない器官だ。 
　男根が下っていくと、まるで排泄物を出すときのような感覚に襲われる。 
　ゾクリとした寒気が下腹部に広がり、そうかと思えば直後、男根がねじこまれる。 
「あっ、あへっ、らめっ、お腹苦しいのに気持ちよくて……んほっ、おっ、おおおっ、お腹パンパンなのに……あへぇっ」 
　空席の幼裂がパックリと開き、よだれをダラダラと垂らし始める。 
　やはりというか、『下り』よりも『上り』の方が気持ちよかった。直腸を無理やり開かれる圧倒的な力に、紗枝の思考も下半身も溶けてしまっている。 
「んほぉ……いい……いいよぉっ、お尻気持ちよくて……おおっ、苦しいけど……いい、いいのぉっ」 
　だがアナルセックスは、幼い身体にとってあまりにも負担が大きすぎた。 
　ギュルッ、ギュルルルルゥ～～～。 
　紗枝のお腹から腸が捻れそうな音が聞こえてきたのだ。 
「おっ、おおおお……お腹痛いけど……んほぉっ、もっと激しく……してぇ！」 
　ただでさえ三日間食べてきたものが詰まっているお腹なのだ。 
　アナルでピストンを繰り返されるうちに、パンパンに膨らんでしまっている。 
「紗枝のアナル、きつく締めつけてきてるぞ。それに腹から変な音もしてるし。大丈夫か？」 
「大丈夫、なんですからっ。これくらい、んんっ、平気なんですから……っ」 
　言いながらも、口からはよだれがダラダラと溢れ出してきてしまう。 
「あぐぅぅ、お兄様の、全部お尻で受け止めるんですから……っ、な、中でいっぱい出してくれないと承知しないんですから……っ」 
「そうか。それじゃあ遠慮なく最後までいくぞ？　だけど苦しそうだから俺が催眠術をかけてやろう。紗枝はアナルで気持ちよくなったら、今まで不感症だったのが嘘のようにエッチな女の子に生まれ変わるんだ。そして今よりもずっとアナルで気持ちよく感じるようになって、アナルが大好きになるんだ」 
「はい、お兄様……でも、その催眠術は多分無駄だと思います」 
「えっ？」 
「紗枝は、もうお兄様から離れられません。それにおまたよりもお尻の方がずっと刺激的で気持ちいいです。苦しいのも全部が気持ちよく感じてきちゃってるんです」 
「やれやれ、どうやら紗枝はすっかり深いところまで染まったみたいだな」 
「はい……んっ、おおっ、おおぉぉぉぉっ、もっと、もっと動いて……っ」 
　ピストンが再開されると、ブワッとよだれが溢れ出してくる。 
　そればかりか、舌までもが飛び出してきてしまう。 
「おっ、おおおぉっ、おほぉ！　いい、いいよぉっ、もっと！　もっと紗枝の身体を壊してしまうくらいに……っ」 
　紗枝は舌を出しながらも、腰を押しつけておねだりする。 
「あふぅっ、もっと、もっと強く……んんっ、んほ！　ああぁっ、紗枝は、紗枝は乱れてしまいますっ、こんなにお腹をかき混ぜられたら……んほぉ！」 
　苦しさのあまり涙ばかりか鼻水まで出てきてしまう。 
　こういうときに向き合っていなくて本当によかったと思う。 
　もしも向き合っていたら、こんなにも恥ずかしい顔を見られていたところだった。 
　そればかりか、おしっこポーズで広げられてるおまたから、透明な汁が噴き出してきてしまう。 
「あうぅっ、おしっこ我慢してるのにぃ！　おまたが震えて勝手に……ひぎっ」 
　快楽のあまり潮を噴いているのだが、そのことを紗枝が知るはずもない。 
「ずいぶん感じてるようじゃないか。紗枝の締めつけに千切られそうだぞっ」 
「あへっ、あへぇっ、もう無理ッ、お兄様、もうお腹が破裂しそうですっ、もっと、もっと激しくしてぇ！」 
　小さな身体を持ち上げられ、アナルに杭を打ちこまれ……、ついに紗枝の身体は限界を迎えた。 
「おっ、おおおぉぉぉ！　おぐっ、いぐっ、いっちゃいます！　紗枝は、紗枝はもうお腹が爆発しそうで……ンホォ!!」 
　黒瞳からは涙が溢れ出し、鼻水までもが垂れ流しになってしまう。 
　口からは舌が飛び出し、ブワッとよだれが溢れ出してきた。 
「も、もう……えぐ！　おっ、おおおぉぉぉ！　オッホオオオオォォ！」 
　ぷっしゃああああああああ！ 
　幼裂が痙攣すると、おしっこが噴き出してきてしまう。 
　鮮やかなレモン色をしたおしっこが、綺麗な弧を描くとビシャビシャと恥ずかしい音を立てて飛び散っていく。 
　ツンとした刺激的なおしっこの香りが漂い出す。 
「あへぇっ、も、もうらめぇっ、堪忍してぇ！　お尻もおまたも溶けて……んほぉ、らめ、らめらめらめぇ！　くうぅ！」 
　紗枝は歯を食いしばるも、圧倒的な快楽の前には無駄なことだった。 
　キュウウウウウウゥゥ、男根を引きちぎらんばかりに収斂すると、視界が真っ暗になった。 
　絶頂と同時にぐるりと眼球がでんぐり返しして白目を剥いてしまったのだ。 
「尻に……出すぞ！」 
　その声に、紗枝は反応することはなかった。 
　その代わりにかくりと首が横に折れる。 
　紗枝は絶頂と同時に気絶してしまったのだ。 
　アナルは無意識のうちに縮み上がり、精液を搾り取ろうとしている。 
　どくっ、どくくっ、どくんっ！ 
（あっ、お尻……あったかぁい……お兄様のが広がってきてる……） 
　白目を剥いて舌を突き出し、薄れゆく意識の中、それが紗枝の最後の思考だった。 
　ただ震え続けるアナルは精液を貪り、そして結合部を洗い流そうとするかのように、紗枝の失禁はいつまでも続いていた。 
 
 
「あれ、ここは……気を失ってしまっていたの……？」 
「よう、目を覚ましたか？　身体は大丈夫か？」 
「は、はい、大丈夫……です。それよりも紗枝は気を失ってしまったのですか？」 
　どれくらい気を失っていたのだろう？ 
　夕日が落ちていないから、多分それほど時間は経っていないと思うけど……。 
「五分くらいかな？　まだ身体も熱いままだし……」 
「えっ？」 
　言われてから気づく。 
　後ろから抱えてくれている兄……その男根が、紗枝のアナルを貫いていたのだ。 
「ひ、ひぃっ、まだおちん×んが入ってるだなんて……っ」 
「抜こうとは思ったんだがなぁ……」 
　兄はちょっと困った顔をしてみせる。 
　なんだろう？ 
　思ったけど、その答えはすぐにわかった。 
　ギュルルルルゥ～～～…………。 
　紗枝のお腹から、不吉な音が聞こえてきたではないか。 
　それと同時に腸が捻れるような痛みと、寒気がこみ上げてくる。 
「あっ、あぐぅぅっ、お腹が……い、痛い……っ」 
「大丈夫か？」 
「へ、平気です、これくらい」 
　口では強がってみせるけど、小さな身体は早くも限界を迎えようとしていた。 
　それほどアナルセックスの負担は、女児には大きすぎたのだ。 
「早く抜かないと……っ」 
　せめて兄のことは汚したくなかった。 
　ニュポン……、太くて硬いものを抜くと、直後に熱いものが下ってくる。 
　きっと兄の精液だ。 
　せっかく受け止めることができたのに、こんなところで出すわけにはいかない。 
「お、おい……本当に大丈夫か？」 
「平気、なんです、からっ。それにお兄様のことを汚すわけには……っ」 
　一刻も早くトイレに行かなければ、大変なことになってしまう。 
　膝がガクガクと笑い出すのを我慢して、それでもショーツを穿く。そして震える手でブラウスにスカート、ブレザーも着る。 
（あ、あとはおトイレに行くだけ……） 
　そう考えて、ちょっと気が抜けてしまったのだろうか？ 
　ぷりゅっ。 
「あっ！」 
　スカートの中から粘着質な音が鳴り響いてしまう。恐らく精液が漏れ出してしまったのだろう。お尻がカッと熱くなった。 
「おい、本当に大丈夫か？」 
「大丈夫、大丈夫ですから……っ」 
　それでも一度出てきてしまったものは止まってくれない。 
　ミチ、ミチミチミチ……。 
　直腸にあったのは、三日前からある水分が吸い取られたものなのだろう。 
　ゆっくりと、しかし確実に硬いものが出てきてしまう。 
「あっ、あっ、あっ、あっ、ぼ、棒がぁ……っ、硬いのが……っ」 
　柔尻から、棒のようなカチカチに固まったものが出てくる。 
　それはショーツにぶつかると、テントのように押し上げていった。 
「だ、だめぇ……出ちゃ、だめぇっ」 
　ぶりゅりゅっ、むりゅっ。 
　硬い棒状のものを出しきってしまうと、奥にあったのは熱く柔らかい便だった。 
　それはショーツに当たると蛇のようにとぐろを巻いて広がっていく。 
「平気、なんだから……我慢でき……っ、お兄様のお汁、全部受け取ったんだから……あああっ」 
　むりゅりゅりゅっ、もこもこもこっ！ 
　女児ショーツがもこもこと盛り上がり、スカートに覆われているお尻が一回りも二回りも大きくなってしまう。 
「も、もう……子供じゃないんだから……い、いや……出てこないで……いや、イヤイヤイヤ……っ」 
　どんなに哀願するも、それは無駄なことだった。 
　紗枝はへっぴり腰になってうんちを漏らしてしまう。 
　初めてのアナルセックスは、あまりにも身体に負担をかけすぎる。ただでさえ紗枝は小学生と変わらぬ体つきをしている。 
　それなのに、三日間我慢したうえに、さらに熱いのを注ぎこまれたのだ。 
　とっくの昔に肉体の限界を超えていた。 
　ブポッ、小さくて清楚なお尻から、下品な音が鳴り響く。 
「おっ、おっ、おっ、おおおおぉぉぉ……っ、だめっ、学校でうんちを漏らしちゃうなんて、だめなのにぃっ」 
　ビチッ、ビチビチビチ……ッ。 
　腸の奥の方にあったものは、まだまだ水分を含んでいる。 
　どんなにお尻を閉じても、柔らかい尻穴からマグマが溢れ出してきてしまう。 
　それでも噴火はまだ止まってくれない。 
「ま、前……前はだめぇ……おまたに食いこんできちゃ……ううっ」 
　すでに後ろはウエストのゴムでこれ以上広がらないところまで膨らんでいる。 
　そうなるとマグマはついに前のほうにまで広がってきてしまう。 
　アナルで達したばかりで敏感になっている秘裂……そこがマグマによって焼き払われる。 
　美丘が、小陰唇が、真珠のようなクリトリスが……すべてが蹂躙され、だがそれでも終わってはくれない。 
　それでもまだ紗枝はおもらししたことを認めたくなかった。 
　だがそれも無駄なことだった。 
　こうして立っているうちにも噴火は続き、すでに女児ショーツはパンパンに膨らみきっていた。 
　そんな紗枝の内股を、くすぐっていくものがあった。 
　ドロドロとした土石流が、ついに足口からはみ出してきたのだ。 
　パンにご飯にお味噌汁、そしてオムライスに今日のお弁当はサンドイッチだった。 
　三日間食べたご飯のすべてが、このお腹に入っているのだ。 
　ヌルヌルと女児ショーツからはみ出してきたものは、内股を伝っていき……、 
　ベチャッ。 
　茶色いドロの塊が床に落ちると、見るも無惨に飛び散った。 
「あっ、こ、これは違う……、漏らしてなんか……っ、紗枝は学校でうんちを漏らしてなんかぁ……っ」 
　認めたくなかった。だけど幼い身体は正直で、毒を吐き出そうとする。 
　ついに紗枝はスカートを捲り上げてしゃがみこんでしまう。少しでも制服を汚さないと思ってのことだが……それは失敗で茶色く染まったショーツを見られるということでもある。足口からは排泄音と共にチョコフォンデュが溢れ出してきてしまう。 
「ごめんなさい、ごめんなさい……っ」 
　謝罪する紗枝の意思に反して、それでもまだショーツは膨らみ続け……紗枝は為す術もなくヌルヌルとした甘い感触をお尻に押しつけられる他なかったのだった。 
 
「うぅ、すみませんでした……。身体を綺麗にしてもらったばかりか、おぱんつまで洗ってくれるだなんて……」 
　あれからが大変だった。 
　床を綺麗にして、紗枝の身体とショーツも綺麗にして……、すべてが元通りになるころには、とっぷりと日が暮れて真っ暗になっていた。 
　さっきまで泣いていた紗枝は、すっかり元気を取り戻していた。 
　それもそのはず……。 
「やっぱりお尻に入れてもらってたほうが落ち着きます」 
　紗枝のお尻には、ディルドが詰まっているのだ。 
　この三日間の調教……そしてアナルセックスで、常にディルドを入れていないと不安になってしまったらしい。 
「本当に苦しくないのか？」 
「はい、全然苦しくないです。お兄様のおちん×んと比べたら、物足りないくらいなんですから。あ、あの……お兄様？」 
「ん？　なんだ？」 
「今日は失敗してしまいましたが……次にしてもらえるときは、もっと頑張りますから……またして下さいね？」 
「ああ、次はもっと激しくするから覚悟しておけよ」 
「はい、お願いします♪」 
　とてとてと歩み寄ってくると、紗枝はギュッと抱きついてくる。 
　その身体が熱いのは、幼女特有のものなのだろうか？　それとも早くも興奮しているのか……？ 
　それはアナルに詰まっているディルドにしかわからないことなのかも知れない。 
 
 
　専用宣言！　３Ｐおねだり×ビクビク絶頂 
 
 
（こんなの絶対におかしいのに……っ、なんでみんな気づかないんだ!?） 
　千影は乱れきった女子校の風紀に眉をひそめざるを得なかった。 
　どうやら今日は、久しぶりに全裸登校の日らしい。 
　通学路で制服を着ているのは千影と、肩を並べて歩いている光明だけだった。 
　他の女子生徒たちは、なんの躊躇いもなく制服リボンだけの裸体を晒している。 
「よ、おはよ、ミッチー」 
　後ろから挨拶をしてくれたのは、流れるような髪の毛を茶色く染めたクラスメートだった。光明のことをミッチーなどと気軽に呼んでくれている。 
「誰かと思えば榛名みりや君じゃないか。今日もギャルギャルして元気そうでなによりだな」 
「ミッチーのおかげで今日もとっても気持ちがいいの。ねぇ、早く教室に行って楽しいこと、しよ♪」 
　そう言って、みりやはふっくらとしたおっぱいを光明の身体に押し上げてくる。 
　全裸だからこそよくわかる。 
　そこは女である千影でさえも信じられないくらいに柔らかそうだった。 
「こら、風紀が乱れる。朝から男女がべたべたするなっ」 
　竹刀を振りかざして言うも、 
「ちょっとくらいいいじゃないか。なぁみりや？」 
「だよねー。千影ったらちょっと堅すぎない？」 
「う、うるさいぞっ」 
　一人だけまともなことを言ってるはずなのに、なぜか孤立してしまう。 
（くうぅぅぅ～～～っ、この淫乱ギャルめっ、私がなにか間違ったことを言ったか!?　ああ、もう光明にあんなに胸を押しつけて……！） 
　だが周りの生徒たちはそう思っていないらしい。 
　ヒソヒソと、 
『ねぇ、また千影さんったら制服で登校してきてる』 
『裸になるとエッチな気持ちになっちゃうのよ。やらしー』 
　そんな囁き声が痛すぎる。 
　たった一人だけで制服で登校していると、なんだかこっちの方が間違っているような気がしてきてしまう。 
（まったく、この学校の風紀はどうなってしまったんだ!?　光明の不思議な力の影響らしいが……） 
　こめかみに青筋を浮かべ、ガラガラと教室のドアを開ける。 
　その瞬間、千影は目を疑ってしまった。 
　そこには惜しげもなく裸体を晒している玲於奈が歩み寄ってきたのだ。 
「あ、ご主人様ぁ……」 
　そんな玲於奈は、千影の後ろにいる光明を見つけると、トロンと溶けたまなざしを嬉々として輝かせてみせた。 
「ご主人様のことを考えてると身体が熱くなって……もう我慢できないの。犬のように私を後ろから突いてくださいっ」 
　玲於奈は尻を向けて誘惑してくる。 
　お尻からはぴょっこりと尻尾が生えていて、ブロンドにも垂れ耳が生えている。 
「ちょっ、光明、あんな淫乱な犬に構うなっ。玲於奈も玲於奈だぞ。神聖な学舎で誘惑してくるとは……その性根をたたき直してくれようぞ！」 
　千影はスラリと竹刀を抜く。 
　だがその身体は動かなくなってしまう。 
「えっ？　ええ？」 
　パニックに陥るも、すぐに光明の毒電波の仕業だと勘づく。だが時すでに遅し。 
「なっ、なにをする!?」 
「千影だけ毒電波のかかりが甘いようだからなぁ。みんなと一緒に楽しんでみたらどうだ？　ああ、動こうとしても無駄だぞ。思いっきり強く念じてみたから。どうやら無防備な背中から毒電波を浴びさせると効果的なようだな」 
「そ、そんな……くうぅっ」 
　どんなに身体を動かそうとしても、金縛りに遭ったかのように動いてくれない。 
　それなのに光明に手を引かれると、不思議なくらい素直に動いてしまう。 
　こうして光明に導かれるがままに教室の真ん中へと連れていかれた。 
　ぺたん……、腰が抜けてしまったとでも言うのだろうか？ 
　情けなく尻餅をついてしまう。 
「あ、だめ、なにをするつもりだ……っ」 
「なんとなくわかっているだろ？」 
「ひ、ひぃっ」 
　いったいこの教室で、今朝だけで何度女子たちが達したのだろうか？ 
　教室はミストサウナのように熱く、そして甘い香りに満たされていた。 
　そんな女子たちに囲まれて、同性である千影でさえもムラムラきてしまうのも事実だった。 
「止め……っ、こんなの絶対おかしいぞっ」 
　口では言うものの、ショーツの裏側に温かい染みが広がる感触。 
　これからされることを想像して、身体が勝手に反応してしまっているのだ。 
「千影ったら、制服なんて着てきちゃってイヤらしいんだから。もっとありのままの自分を晒しなさいよ」 
「玲於奈……や、やめ……てっ」 
　逃げようとしても身体は動いてくれない。そんな無防備な千影のスカートのなかに、玲於奈の白魚のような指先が潜りこんできた。 
「あっ、あひ……だめ、いま触られたら……」 
　剣道でよく鍛えられた太ももを撫で回されると、そこは固く痙攣してしまう。 
「ふふ、硬派な千影も、私の手にかかれば我慢できないようね♪」 
「さ、触るな玲於奈ぁ！　それ以上触られたら……ンッ！」 
　引き締まった太ももが、ピクリと震え上がる。 
　それでも玲於奈の指先は、少しずつ足の根元へと這ってくる。 
「あっ、くすぐったい、くすぐったいから……んふぅっ、ふぁああ!?　だめ、撫で回しちゃ……ふうぅっ」 
　太ももを撫で回され、身体が勝手に熱くなってくる。 
　高まってきた女体は全身が性感帯になってしまうのだ。 
「感じてきたみたいじゃないの。ショーツはどうなってるのかしら？」 
「そ、そこは触る、なぁ！」 
　逃げようとしても尻餅をついた格好のまま動くことさえもできない。 
　そして玲於奈の指先が、柔らかな肉裂へとクロッチごと潜りこんできた。 
「あっ、ああぁぁ……そんなに深いところまで触られたら……んっ、んんーっ」 
　感じたくないのに、不器用な喘ぎ声を漏らしてしまう。 
　千影の恥ずかしい染みを隠すためのクロッチには、暗い染みが浮き上がっていた。 
　どんなに自分を律しようとも、若い女の身体は正直なのだ。 
　玲於奈は鬼の首を取ったかのように勝ち誇った笑みを浮かべてみせた。 
「あらまぁ、千影ったら、こんなにショーツを汚しちゃってるの？　クロッチの外側にまで滲み出してきてるじゃないの」 
「あっ、あひぃっ」 
　ついに千影は床の上に押し倒されてしまう。 
　黒髪が散って、カエルのように玲於奈に脚を割られた。 
　くちゅ、くちゅくちゅ……。 
　ショーツの上からこねくり回されて、千影の秘裂は熱く開いてきてしまう。 
（ダメ、感じたくないのに……っ、それに朝からおぱんつ汚しちゃったら、もう穿けなくなっちゃうっ、エッチなお汁でおもらししちゃうなんて……っ） 
「く、くううぅぅっ」 
　玲於奈の愛撫を受けながらも、千影は歯を食いしばって我慢する。 
　白魚のような指先が、クロッチごと秘部へと潜りこみ、撫でるようにクリトリスを愛撫していく。 
　同じ女だからわかるのだろう。 
　激しくされるよりも、こうしてソフトタッチされた方が気持ちいいということを。 
「はぁ、はぁ、はぁぁ……。だめ、だぞっ、これ以上されたら、もうショーツ穿けなくなっちゃうから……おまたのお汁でぐちょぐちょになっちゃう、からっ」 
　昂ぶってしまう身体を抑えようとしている千影。 
　だがそんな千影に、玲於奈は耳元で囁きかけるのだ。 
「穿けなくなってもいいじゃないの。みんなみたいに裸になって、すべてをさらけ出せばいいのに」 
「そ、そんなこと、できるかぁ……っ」 
「素直じゃないんだから♪」 
「んっ、んんー！」 
　千影の悲鳴も、玲於奈の唇に抑えつけられてしまう。 
　身体が動けば撥ねのけていたところだろうが……身動きが取れない千影は、為す術なく接吻を受けるより他ない。 
「くちゅ、くちゅ……千影の口、恥ずかしそうに閉じてるじゃないの。もっと素直になればいいのに」 
「だ、誰が素直になんか……っ、あうっ、し、舌が入りこんで来て……んっ」 
　口腔内に玲於奈の舌が潜りこんでくる。 
　とっさに歯を閉じてガードするけど、玲於奈はじっくりとねぶるように舌で歯茎をマッサージしてくる。 
「んふっ、千影ったらそんなに緊張しなくても。女の子同士なんだから」 
「女同士でもまずいだろ！」 
　言おうとするも、しかし玲於奈に唇を塞がれてしまう。 
　こうしているうちに玲於奈の舌は、ゆっくりと千影のことを犯そうとしている。 
　歯茎をほぐされるようにしてマッサージして、そうかと思えば熱いよだれを流しこんできたり……そのすべての感覚が、千影には未体験のものだった。 
「んっ、ふうぅっ、い、息が……ぷはっ」 
　口を開いた瞬間、そこから玲於奈の舌が入りこんでくる。 
　こうなってしまっては、もはや抵抗することはできなかった。 
「あっ、んんっ、柔らかいのが入ってきて……んっ」 
　ブヨブヨと柔らかいものが口の中に入りこんでくる。 
（あっ、いやぁ……人間の舌ってこんなに柔らかいのか!?） 
　その柔らかさに驚いて意識が遠のいてしまう。 
　そこを見逃してくれる玲於奈ではなかった。 
「ふふ、千影ったらこんなに無防備な顔をして。よほど私のキスが気持ちよかったのね？　もっとしてあげるから覚悟なさい」 
「んあ、あ、ああ」 
　熱い舌に脳までも溶かされてしまったとでも言うのだろうか？ 
　千影は虚ろ目で、玲於奈の舌も、そして唾液も受け入れてしまう。 
「き、気持ちよくなんか……気持ちよくなんか……全然ないんだぞっ」 
　呟く千影の瞳は、すでに虚ろ目。 
　黒髪と金髪が絡み合うほどのディープキスに攻められる。 
　おっぱいにおっぱいがムギュッと押しつけられて息が苦しい。 
　ショーツに感じる柔らかく温かいものは、玲於奈の美丘だろう。 
　熱い蜜がショーツ越しに染みこんできて、千影の恥丘までもが蜜に溶かされそうになってしまう。 
「だ、だめぇ……それ以上されたら……んふっ、おかしく、おかしくなっちゃう……身体が溶けちゃいそうだから……んふううぅっ」 
「溶けちゃいなさいよ。女の子同士なんだから恥ずかしいことなんてなにもないの。千影の溶けた顔、見せてみなさい？」 
「んっ、ふぅっ……………………っ」 
　こくり。 
　ついに千影は、口の中に溜まった唾液を飲みこんでしまう。 
　それは興奮した女の子の、熱く溶けそうな唾液だ。 
　のど仏が小さく上下して、食道をゆっくりと落ちていき……直後、胃がカッと熱くなった。 
　こうなると千影自身でも抑えつけられなくなってしまう。 
「ふぁっ、ふぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」 
　剣道で鍛え抜かれた身体が、ツーン、と痙攣すると、玲於奈の身体を吹き飛ばすほどにブリッジしたのだ。 
　それでも玲於奈はそうなることをわかっていたのか、すぐに身体を横にずらすと千影にディープキスを続ける。 
「──ッ！　──ッ！　──ッ！」 
　思いっきりブリッジしたものだから、めくれ上がったスカートからは濡れそぼったショーツが丸見えになっていた。 
　玲於奈と千影の愛液で、すでにショーツはグショグショに濡れそぼっている。 
　そこにはパックリと割れた秘裂が浮き上がっていて、お尻の筋までもが浮き上がっているほどだった。 
　その筋が官能的に震え上がると、 
「んふぅっ、ふぅっ、ふぅぅっ、ふうううぅぅぅ！」 
　ぷしゃ、ぷしゃ、ぷしゃあああああ！ 
　千影がブリッジをするたびに、勢いよくおしっこが噴き上がった。 
　その勢いはクロッチの二重布を易々と貫通して、二メートルほど離れている女子生徒にもかかるほどだった。 
　鍛え上げられた太ももを、ふくらはぎを痙攣させて、千影は勢いよくおしっこを飛ばしてしまったのだ。 
『きゃあ、千影のおしっこかかっちゃったっ』 
『こんなに離れてるのにっ』 
『凄い、千影ちゃんったら、あんなにおしっこ飛ばしてる……』 
『それに匂いも凄くない？』 
『うん、ツーンとして、クラクラきちゃいそう』 
　裸の女子たちがヒソヒソ声で話し始める。 
（こんなところ見るなぁ……っ、見ちゃ、ダメなんだから……っ） 
　心の中でどんなに悲鳴を上げても、口はディープキスに塞がれている。その口元からは、だらしなくよだれが溢れ出してきていた。 
「んふっ、千影ったら、もう溶けそうになってる。私のテクニックにかかれば、千影さえもトロトロにできるということね♪」 
　玲於奈のキスは、まだまだ終わってくれる気配はなかった。 
　舌を絡みつかせ、唾液を流しこんでくる。 
　キスだけで千影は溶かされてしまったのだ。 
「……ッ、……ッ、……ッ」 
　ピク、ピククン……。 
　やがて疲れきってしまったのか、ブリッジもだんだんと弱いものになってくる。 
　もはや千影には逃げようという気力さえも残っていなかった。 
　それでも一度出始めてしまったおしっこは止まってくれない。 
　勢いのなくなった失禁は、千影のお尻を中心として、大きくて恥ずかしい湖を作り始める。 
　スカートがグショグショになり、ブレザーも、ブラウスさえもアンモニア臭に染め上げられていく。 
　それでもまだ千影の失禁は止めどなく続く。 
　ポニーテールがカラスの濡れ羽色に染め上げられ、キスを交わしている玲於奈のツインテールまでもがおしっこでビタビタになっていた。 
　モワッ……。 
　すべてを出しきったとき、教室はすっかり千影の恥臭に満たされていた。 
　だがそのことをおかしいと思うものは、誰一人としていなかった。 
　最後まで正気を保っていたはずの千影は、ディープキスに気を失ってしまっていたのだ。 
　いつもは凛としている瞳は白目を剥き、口からはダラダラとよだれを垂らし……千影は見るも無惨にキスに溶かされていた。 
「んふっ、あんまりにも気持ちよすぎて気絶しちゃったみたいね。それにこんなにおしっこも漏らして……私の髪の毛までグショグショじゃないの」 
　玲於奈に見下ろされても、しかし千影はピクピクと痙攣するだけだった。 
「こんなにおもらししちゃって……制服がぐっしょり濡れて気持ち悪そうだから脱がせてあげてもいいかしら？　……ご主人様」 
「ああ。いいぞ。一糸まとわぬ裸にしてやるんだ」 
　ピクピクと痙攣し、なにも感じぬ千影の制服を、みんなで脱がし始める。 
　全身がおしっこ塗れになっている千影の服は脱がしにくかったが、それでもバイオハザードが起きたゾンビのような女子たちの魔手にかかれば容易いものだ。 
　濡れそぼったショーツを下ろされていくと、股間とクロッチとの間にネバッとした糸が張り、消えていく。 
　そこから露わになった秘裂はピクピクと痙攣していた。 
　どうやら気を失っていてさえも、女の本能が精液を求めているらしい。 
「んふっ、真面目にしてるくせに、こうしてパンツの中は発情してるんだから♪」 
　嬉しそうに玲於奈は言うと、ぺろりとそこを舐めてみる。 
　すると熱い蜜がドプリと溢れ出してきた。 
　それは会陰を伝い落ちて、おしっこの湖へと溶けていった。 
　どうやらまだまだ物足りていないみたいだ。 
「スカートを下ろして……ブレザーもブラウスも脱がしてあげて……って、あらあら、まぁまぁ……」 
　千影のブラウスを脱がしたところで女子たちの手が止まる。 
　大きすぎず小さすぎずの美乳と言っても差し支えないだろう……その谷間から、ふんわりと甘い香りが漂ってきていたのだ。 
　プツンッ、ホックを外してやると、おっぱいがこぼれ落ちそうになってしまう。 
　どんなに鍛えようとも、おっぱいだけは筋肉が入りこむことができないらしい。 
　それなのに、綺麗なピンク色をした乳首はツンと硬くなって上向いている。 
　普段は真面目で凛としている女の子が、実は服を脱がしてみると人一倍エッチな身体をしているとは……。 
　その場にいる誰もが息を呑んで、千影の裸体を見つめていた。 
 
（あれ、私はなんで寝ている？　それに身体が妙にスースーするような気が？） 
　確か今日は全裸登校の日で、そして教室に行ったら玲於奈のやつがエッチなことをしてて、そして……。 
（そうだ、玲於奈に押し倒されて、それで……！） 
　絡み合った記憶の蔓をたぐり寄せていき、そしてハッとなって身体を起こそうとする。 
　だがそんな簡単なことさえも千影はできなかった。 
　上から玲於奈に覆いかぶさられていたのだ。 
「あーら、千影ちゃん、お目覚めかしら？　って言っても、まだ五分くらいしかたってないけど」 
「こら玲於奈、そこをどかないか！　しかも寝ているあいだに裸にするとは、おのれよくも寝首をかくような真似を！」 
「勝手に気絶したのはあなたじゃないの。おしっこ漏らして気絶するだなんて、エッチな身体しておいてウブなんだから……ちゅっ」 
「玲於奈が卑猥な攻めたてをしてきたからではないか！」 
　玲於奈のキスから逃げようとするけど、ぴしゃんっ、耳元で水が弾ける音が聞こえる。それは千影が漏らしたおしっこだった。 
　千影はおしっこの湖で寝かされていたのだ。 
「ひっ、まだ拭いてないだなんて……」 
「千影の制服、グショグショに濡れてたから、みんなで脱がしておいてあげたんだから。ほら、私のおっぱい、感じてみて？」 
「んあっ、あぁぁ……柔らかくて温かいのが……んっ」 
　騎乗位で覆いかぶさってくる玲於奈のおっぱいが、むにゅっと千影のおっぱいに溶けこんでいく。 
　そのまま溶けて融合してしまいそうなほどに。 
　ツンと上向いて勃起している乳首が、ムズムズとした痛みを発する。 
「んふ、千影のおっぱい、とっても熱くて溶けちゃいそうですの……おま×こはどうかしら？」 
「お、おま×こ……」 
　口にしてしまって、千影は首を横に振る。 
「おま×こだなんて下品だぞ……！　おまたはダメッ、そこは敏感だから触るな！」 
「あらまぁ、おまただなんて可愛らしい。だけど、あなたが認めたくなくても、おま×こからはドロドロのよだれが溢れ出してきてるわよ？」 
「そ、それはぁっ、こんなことされてるから仕方がないんだぞっ」 
「口ではそんなことを言って、本当は欲しいんでしょ。ほら、ほらほら……千影の柔らかおま×こ、こんなに熱くなってる」 
「あっ、だめ、おまた……ん、ふぅっ、おまた、ギュッて押しつけてくるなぁっ、感じちゃうっ、おまたがムズムズして、変な気持ちになっちゃうから……っ」 
　玲於奈の恥丘は、ふっくらと柔らかかった。 
　母親がアメリカ人だそうだから、おっぱいと同じように下半身のほうも日本人より性的に発達しているのだろう。 
　こつん、恥骨と恥骨がぶつかり合う。 
「ああっ」 
　思わず千影は声を漏らしてしまった。 
　このままだと下半身が溶け合って、一緒になってしまいそうな錯覚に陥ってしまったのだ。 
（だめだ、早く逃げないとっ、早くこの状況から脱出しないと！） 
　思って身体に力を入れても、千影はカエルのように脚を開いて、身動きを取ることさえもできない。 
　玲於奈の身体なんて、その気になれば押しのけることだってできるはずなのに。 
　しかし千影にはそれがどうしてもできなかったのだ。 
「千影ったら、今にも泣きそうな顔してる。いいわよ？　ゾクゾクしちゃう」 
「いや、いやだ……ん、んふぅ」 
　逃げようとしても、無理やり唇を奪われてしまう。 
　視界がブロンドに覆われ、口の中に柔らかい舌が潜りこんでくる。 
「あっ、あああ」 
「ふふ、どうやら軽くイッちゃったみたいね。千影のおま×こがパックリ割れて、熱いお汁が溢れ出してきてる」 
「そ、そんなわけ……」 
「素直に認めちゃいなさいよ。男の人と一緒になりたくないの？　そのために私たちのおま×こは、こんなに不便に濡れるようになっているんだから」 
「男の人と一緒にだなんて……そんな破廉恥だぞっ」 
「そう。それじゃあ光明……ご主人様のことは私がもらっちゃおうかしら？　ねぇ、千影ったらこんなこと言ってるけど」 
　押し倒されて、玲於奈のブロンドに視界を遮られていたから気づかなかった。 
　こうしてまぐわっているすぐ横で、光明が椅子に座ってジッと見つめていたのだ。 
　それも、貝と貝を合わせているところが丸見えになってしまう角度で。 
「あぁっ、だめっ、見るなっ」 
　プシュッ！　見られていると意識した途端に潮を噴いてしまう。 
「千影の筋と、玲於奈の筋がグニュッて合わさってて、今にも溶けそうになってるな。二人とも感じてるのか？」 
「はいご主人様、もう玲於奈はエッチな気持ちになって、おま×こが溶けそうになっちゃってましゅ！」 
　すっかり催眠術に洗脳されてしまっているのか……それとも元から素質があったのか……玲於奈はご主人様にダラダラとよだれを垂らしてみせる。 
「玲於奈のおま×こ、もうグショグショじゃないか。パックリ割れて内側まで見えてるぞ。それに許嫁のことはいいのか？」 
「そ、それは……愛があればこそですわ！　今の私はご主人様のことを想像しただけでよだれが止まらなくなってしまうんですから。ああ、もう息を吹きかけられただけで……ふ、ふぅっ」 
　息が吹きかけられるほど光明の鼻が近づき、息を吹きかけられた玲於奈は軽く達してしまったのだろう。 
　生卵の白身のようにドロドロした、熱い汁が溢れ出してきた。 
　玲於奈の秘裂と密着しているからこそわかる。 
　息を吹きかけられて、玲於奈は本気汁を漏らしてしまったのだ。 
　それをクレヴァスに流しこまれて、感じぬはずがなかった。 
「うぅっ、し、汁が……。玲於奈の熱い汁がおまたに流れこんできて……っ」 
　千影の肉裂に流れこんできた本気汁は、クリトリスを撫で回していき、尿道を介し、そして膣に入りこんでくると身体を内側から溶かそうとしてくる。 
　キスをして唾液を流しこまれただけで興奮してしまうというのに、こうして貝合わせをして本気汁を流しこまれ、千影の膣壁は溶けそうになってしまう。 
「あぁ……おまたに玲於奈のお汁が流れこんできて……ううっ、感じたくないのに……感じたくないのにっ」 
　どんなに自分を強く律しようとも、若く瑞々しい身体は熱くなってしまう。 
　ぱっくりと肉裂が割れて、もっと玲於奈の本気汁が欲しいと言わんばかりに口を開いてみせる。 
「おお、千影の筋もパックリ割れて、真っ赤な内側が丸見えになってるな」 
「見るなぁ！　私のエッチなおまたの裏側……見るなぁっ」 
「そんなこと言っても、千影のここ、見て下さいと言わんばかりにパクパク動いてるぞ。それに玲於奈の本気汁を流しこまれてブチュブチュ言ってる」 
「そんな下品なこと……んっ、んはぁぁぁぁ！」 
　どんなに我慢しても蜜壺は痙攣してしまう。 
　そのたびにドロドロに攪拌された二人分の愛液が、ドロドロと会陰を伝っておしっこの湖を大きくさせていく。 
「み、見るなぁ……っ。見ないで……熱いお汁でおまたが溶かされちゃいそうなんだから……うぅっ、玲於奈のお汁が熱すぎるのがいけないんだ……っ」 
「あら、千影のおま×こもとっても熱くてよ？」 
「あぅ、ダメ、押しつけてくるなっ」 
「そんなにいやがって……硬派でお堅いキャラもいいけど、いつまでもそうしていると、せっかくのチャンスもフイにしちゃうんだから。ねぇ？　ご主人様、千影はいやがってることだし……私のおま×こに、お、おち×ぽを……入れて下さいませ」 
　玲於奈はそう言うと、光明に向けて尻を振り始める。 
「なっ、この雌犬っ、破廉恥めっ。光明もこんな浅はかな誘惑に引っかかることないぞっ。まったく神聖な学舎で……っ」 
「と千影は言ってますの。二人で見せつけてあげましょう？」 
「ああ。千影はエッチなことが嫌いみたいだしな。玲於奈のエッチなところを見せつけてやってくれ。そうすればちょっとは千影も気持ちいいことをしたいと思うかも知れないし」 
「ふふ、千影？　途中でおち×ぽが欲しいって言い出しても知らなくてよ？」 
「だ、誰がおち×ぽをおねだりなんかするものかぁっ」 
　こうなったら意地だ。 
　絶対にこの状況に呑まれてはいけない。 
「誰がおちん×んなんか……おちん×んなんか……っ」 
「さて、いつまでその意地が続くものかしら……あぁっ」 
　玲於奈の嬌声。 
　上から覆いかぶさってきている玲於奈が、突如身体をエビのように反らせてみせる。 
「ンッ、はぁぁ……ご主人様のおち×ぽの先っちょが……私のおま×この入り口にあたってるんですの……おっ、おまたがジンジンするぅっ」 
「ちょっと充ててるだけなのに、汁がよだれみたいにドロドロ溢れ出してきてるぞ。それが千影のま×こにも流れこんでって大変なことになってるな」 
「もうすっかり準備はできているんですから……さ、早く……遠慮なくペットである私のおま×こに入れて下さいっ」 
「それじゃあ遠慮なく無茶苦茶にしてやろう」 
　ピククンッ、玲於奈はかすかに身体を強ばらせると、数秒後には碧眼をうっとりと潤ませた。 
「はぁうっ、あっ、あぁぁ……おちん×ん、入ってきてるぅ……硬くて太くて……エ、エラにおま×こ広げられちゃって……んふぅっ」 
「玲於奈のヒダヒダがおねだりしてるみたいに吸いついてくるぞ」 
「うぅ、ご主人様のペットになってから、毎日オナニーしてたんだから……っ。お風呂に入ってるときも……寝る前にも……学校でも我慢できずにおトイレでしちゃったり……ずーっとご主人様のことばかり考えてるんだからっ」 
「そのようだな。俺のち×ぽが食われそうだぞ」 
「き、気持ちいい？　私のおま×こ気持ちいいれすか!?」 
「もちろんさ。みっちり吸いついてきて、それなのに温かくてフワッとしてる。さすがアメリカ系の血が流れているだけのことはあるな」 
「あぁっ、嬉しい……嬉しいですの……私のおま×こで気持ちよくなってもらえるだなんて……んはぁっ、嬉しすぎて溶けちゃいそうですのっ」 
（うぅっ、羨ましくなんか……全然ないんだぞ……っ） 
　上から覆いかぶさってきている玲於奈が高らかと嬌声を上げ、官能的なダンスを踊り出す。 
「あっあああっ、奥に、奥に入りこんできてぇ……っ、んふう、いい、いいよぉ……っ、もっと奥を乱暴に……してぇ！」 
　結合部からは熱くドロドロした体液が溢れ出してきて、千影の蜜壺を満たし、染みこんでいく。 
（うぅっ、上でこんな卑猥なことをされて、しかもおまたに熱いのが流れこんできて……ダメだ、おまたが溶けそうになって……っ、欲しくなんか……っ、おちん×んなんて全然欲しくないんだから……っ） 
　玲於奈に騎乗位で覆いかぶさられても、ドロドロとした本気汁に秘裂を撫でられても、千影はギュッと目をつぶって我慢する。 
「んっ、はぁ、もっと、奥、奥をコリコリされるとゾワゾワして……。ご主人様、あぁ、気持ちいいですぅ、しきゅーを、しきゅーを……あぁ、こんなに近くに感じられるだなんて……幸せで溶けちゃいそうですの……はふぅ」 
　玲於奈の吐息はとても甘くて、そして熱かった。 
「はふぅ……いい……んっ、ふうぅぅ……こんなに激しく……んっ、はぁ！」 
（くっ、こんなに淫乱で熱い息を吹きかけられたら……っ、うぅっ、まずいっ、頭がボーッとしてきて……っ） 
　いくら千影が我慢しようとも、目の前でこんな痴態を見せられては我慢できるはずもなかった。 
　自らを厳しく律しようとも、若くはち切れんばかりの身体は正直だ。秘裂からは熱い蜜が溢れ出してきてしまっている。 
「も、もう……おまたがムズムズして……光明っ、もう、もう私はぁ！」 
　ついに千影は叫んでしまう。 
　それも学園中に響き渡らんばかりの大声で。 
「もう、もうもうっ、おまたが溶けそうで我慢できないんだ！　光明のおちん×んを……私のおっ、おまたにおちん×んを……いれてくれ！」 
「ふふ、ついに我慢できなくなっちゃったみたいね。けどいいの？　ご主人様のおちん×んは、私のシロップでドロドロになってるのよ？」 
「光明は光明だっ。そ、それにさっきからお前のおまたから蜜がダラダラ垂れてきて、私のおまたが溶かされそうになってるんだぞっ。今さらシロップがどうとか言われても関係あるものかっ」 
「フフフ、そこまでしておねだりしてくるだなんて、千影ったらよっぽどご主人様の肉棒が欲しいみたいね。大声でおねだりしてくるだなんて」 
「目の前でこんなにエッチなことを見せつけられたら仕方ないんだぞ！」 
「でもどんなにおねだりしても、ご主人様は私と一緒になってるの。ちゃんと順番守らないとダメよ？」 
「くっ、くううぅぅ」 
　こんなことになるんなら、どうして最初から素直になれなかったんだろう？ 
　今さら後悔するけど、こうなってしまったらお預けをされた犬のようによだれを垂らして待つことしかできない。 
　ピストンされるたびに玲於奈の身体が波打ち、千影の身体に柔らかい身体が打ちつけられる。 
「んんっ、いい……はぐぅっ、奥、コリコリされるの、いいのぉっ」 
　ブルル……ッ、玲於奈の身体が小刻みに震え始める。 
　絶頂が近いのだろう。 
「んっ、いくっ、逝っちゃいそう！　ご主人様ぁ、もう、もうもうもうっ、逝っちゃいそうなんれすぅっ」 
「どうやらそのようだな。玲於奈の膣内、小刻みに震えてきてるぞ」 
「はいぃっ、もうイキそうなんですから……んあっ、んあああああ!?」 
　嬌声を上げて、ガクガクと身体を震わせる玲於奈……だが、来るべき最後の一突き……それが来ないのだろう。 
　ギュッと目をつぶって、最後の一突きを待っている。 
　だがそれが来ることはなかった。 
　光明が肉棒を引き抜いてしまったのだ。 
「えっ、なんで、ご主人様……」 
　玲於奈の、口元からはツツと一筋のよだれが垂れ落ちる。そして下の口からもお預けを食らった犬のようによだれが溢れ出してきていた。 
「せっかくだからみんないっぺんに逝きたいと思ってな」 
「そ、そんな……あともうちょっとで、いいいっ、逝けるところだったのにぃっ」 
　玲於奈のその言葉に偽りはないのだろう。 
　火傷しそうなほど熱い汁が、止めどなく溢れ出してきていた。 
「あぁ……やっと入れてもらえる……光明のおちん×ん、おまたに入れてもらえるんだ……くっ、くひっ」 
　千影は想像しただけで、プシュッ、潮を噴いてしまう。 
　それだけずっと焦らされていたのだ。 
「ずっと待ってたんだから……エッチなことはイケナイことだと思うけど、お前のことを考えると身体が熱くなっちゃってるんだからなっ」 
　玲於奈のシロップでヌルヌルになっている肉棒が、膣口へとあてがわれる。 
　たったそれだけでも達してしまいそうだった。 
「み、光明……っ、も、もう私は、私はぁ！　我慢できないんだぞ……ッ」 
　きゅううぅぅ！ 
　突然膣壁が痙攣すると、ドロリ、白みがかった本気汁が秘裂から溢れ出してくる。 
　千影は、入れてもらうところを想像しただけで達してしまったのだ。 
「あっ、あっ、あっ！　まだ入れてもらってないのにっ。あううっ、おまたが勝手に震えて……ンンー！」 
「さすが千影。いつもお堅いふりをしておいて、入れる前に絶頂するだなんて、よほどむっつりスケベと見える」 
「む、むっつりなんかじゃ……そんな、そんなわけ……」 
「それじゃあ入れなくてもいいのか？」 
「い、いやぁ……こんなことまでされて入れてくれないだなんて生殺しだぞっ。入れろぉっ、い、入れてくださいぃ……っ」 
「絶頂したおま×こに入れて欲しいだなんて、さすがむっつり千影」 
「うぅ……本当は、一人でエッチしてたんだ……。光明、お前に奥を突かれるところを想像して、何度も一人でオナニーしてたんだぞ……アヒッ！」 
　膣口にあてがわれている男根が、少しずつ身体の内側へと進入してくる。 
「んあっ、咥えちゃうっ、おちん×ん！　硬くて太いのが……んんっ！」 
　千影はカエルのように足を開いて、男を膣内へと導いていく。 
　上から覆いかぶさってきている玲於奈の蜜も混じり合って、二回目のエッチだというのに思ったよりも素直に入りこんできてくれる。 
「あぁ……いい……いいよぉ……奥に、奥に入ってきてる……光明が私の一番奥に……他に誰も触ったことのないところに触ってるんだ……」 
「千影の膣内、奥から熱いのが溢れ出してきてるな」 
「ど、どうだ……？　私の膣内は……気持ちいいのか？」 
「ああ。さすが剣道で鍛えてきたことはあるな。よく引き締まっていて、それに痙攣も力強くて気持ちいいぞ」 
「そ、そうか……それは、よ、よかったな、うん。そうか、私のおまたはそんなに気持ちいいのか」 
　気持ちいいと言われて、女として溶けそうなくらい嬉しくなってしまう。 
「れ、玲於奈と比べたらどっちが気持ちいい？」 
「そんなこと決められないって。玲於奈はふっくら包みこんでくる感じだし、千影はキュウッて締めつけてくる感じなんだ。どっちも溶けそうなくらい気持ちいいぞ？」 
「そ、そうか……そこは……私の方が気持ちいいって言って欲しかったぞっ」 
「さっきまであんなにいやがってたのに、エッチな千影だ」 
　だけど二人でイチャつきすぎただろうか。 
「んもうっ、二人でイチャイチャして。私のことも忘れないでよねっ」 
　そう言って玲於奈はグリグリと秘裂を擦りつけてくる。 
「あっ、だめだぞ、今お豆を擦られると……！」 
　コリコリと子宮口を突かれ、クリトリスまでも擦られては堪らなかった。 
「うはぁっ、お豆、お豆が潰れてビリビリしてぇっ、あぐぅっ、おまたの奥までコリコリされたら……んふぅっ、だ、だめっ、はぁっ、はぁっ、はぁぁぁぁぁ！」 
　ただでさえ挿入される前に軽く達してしまっていた。 
　その上クリトリスと子宮口を同時に攻められるだなんて。 
「やめ、てぇぇっ、おまたが溶けちゃうっ、おっ、おおおっ、それ以上されたら壊れちゃうっ、おまたが広がりすぎて……うぅっ、元に戻らなくなっちゃうっ」 
「それはそれでいいんじゃないか？」 
「えっ？」 
「俺に壊されたま×こを、他の誰にも見られることなくスカートで隠して、俺の前だけで乱れるんだ。俺だけの女になるんだ」 
　光明だけの女……。 
　もちろん、それは昔から望んでいることだった。 
　だけどそれを素直に口にするのは、繋がっている今でさえもやっぱり恥ずかしいような気がする。 
「だ、誰が光明専用の女にだなんて……っ」 
「いいぞ、その睨みつけてくる表情、ゾクゾクする。だけど俺の毒電波に、どこまで抵抗することができるかな？」 
「ど、毒電波……！　また奇天烈な力を使うつもりだな!?」 
「ああ。だけど千影にはかかりが甘いみたいだからな。こうして催眠にかかりやすいシチュエーションで、思いっきり毒電波を当ててやるよ」 
「そ、そんな簡単に催眠などかかるものか！」 
「いつまでその虚勢が続くものか。そぉれ」 
「あひぃっ、んっ、ふぅぅっ、奥、奥をコリコリされたら……んっ、開いちゃうっ、おまたガバガバに開いちゃうぞっ」 
「いいだろ？　俺だけの女になるんだから。千影が絶頂したら、もう千影は俺だけの女になるんだ。俺が言ったことを、どんなにエッチなことでもしてしまう、俺専用の女になるんだ」 
「あぁぁっ、お前専用の女……」 
　それはとても素晴らしいことのように思える。 
　だけどどんなエッチな命令でも聞く女って!? 
　全裸登校したり、教室で公開オナニーしたり……。 
（そ、それはいやぁ……恥ずかしすぎるぞっ） 
　だけど昂ぶってしまった女体は、高らかと燃え上がるまで静まってはくれない。 
　ここまで熱くなってしまったら、千影にはどうすることもできないのだ。 
「いっ、いぐっ、逝ったらエッチな女になっちゃうのに……っ」 
　堪えていると、しかし奥を突いてきていた肉棒が直後に引き抜かれてしまう。 
「えっ、なんで……あとちょっとで逝けたのにっ」 
　急に引き抜かれてビックリしていると、覆いかぶさってきている玲於奈が嬌声を上げて身体をよじってみせた。 
「はぁう！　ご主人様のおち×ぽがおま×こに入ってきて……ううっ、やっぱり奥っ、奥がイイッ！　も、もう玲於奈は、玲於奈は逝ってしまいますの！　ご主人様、もっと奥をグリグリ……んんっ、ふうううぅぅぅ～～～～！」 
　玲於奈の豊かな胸が、そして尻がプルンと波打つ。 
　どうやら子宮を突き上げられて達してしまったようだ。 
「あっ、あああっ、カハッ！」 
　短く声を漏らすと、じわり、結合部が生暖かくなった。 
「ま、まさか玲於奈……！」 
「あっ、あっ、あっ！　気持ちよすぎておま×こが緩んで……んんっ、こんなに太いのに貫かれたら仕方がないんですから……っ」 
　ジョボジョボと水音が聞こえてくると、千影の秘裂を生暖かい奔流が伝い落ちていく。 
　それは元からあったおしっこの湖をさらに大きいものにしていく。 
「玲於奈だけ先に逝くだなんて……わ、私も、私のおまたにも入れてくれよ……っ」 
「俺専用のエッチな女になってもいいのか？」 
「い、いい……、お前だけのエッチな女の子に、なっても……いい。もう身体が無茶苦茶になっても……っ。んはっ、は、入りこんできて……るぅっ」 
　玲於奈の失禁で撫で回されて敏感になっているおまたに、ズポリと肉棒が入りこんでくる。 
「はぁぁっ、いい、やっぱりお前のおちん×んっ、カハッ、硬くて……奥ッ、コリコリして……んん！」 
　身体の深奥に触れられて、ゾワリと身体があぶくだつ。 
「千影ったら……フフ、早くこっちにいらっしゃいよ。気持ちいいわよ？」 
　熱く火照った玲於奈に口づけをされると、ドロドロとした甘い唾液が流れこんでくる。その温かさに脳までもが溶かされてしまいそうになる。 
「……んんっ！　イクッ！　イッちゃう！　イッちゃう、よぉぉぉ！」 
　キュウゥゥゥッ！ 
　よく鍛えられた太ももが引き攣り、うっすらと汗が浮かんでいるふくらはぎがプルンと震え上がる。 
　膣壁がゾワリと毛羽立つと、子宮へと波打った。 
「いぐっ、イッちゃう！　も、もう……イグッ！」 
 
 
 
「うおっ、千影、そんなに締めつけられると……膣内で出すぞ！」 
「出して！　いっぱい……出せぇぇぇ!!」 
　ドクンッ！ 
　膣内で、肉棒が暴れ回る。 
　直後、先っちょから温かいモロモロが広がっていく。 
（あっ、これが精液……熱いのがお腹の内側に広がってきて……） 
　毛羽立った膣壁が子宮へと波打ち、少しでも多くの精液を搾り取らんと蠢動する。パクパクと口を開いた子宮口に亀頭が押し当てられた。 
「んっ、ふぅっ、も、もっと奥ッ、奥にぃ……っ」 
「こら千影ったら急におねだりなんか始めて。ご主人様、私にも、私にもどうか膣内で出して下さいっ」 
「玲於奈の中にも出すぞっ」 
「あっ、ああんっ、太いのが入ってきて……るぅ！　きゅっ、きゅううぅぅ～ん！」 
　背筋を反らせると、玲於奈は犬が鼻のように切なげに鳴いてみせる。 
「あっ、熱い、熱いのが広がって……し、染みる……っ、ご主人様のお汁がお腹の中に広がってましゅぅ……うう！」 
　短く呻き声を漏らすと、玲於奈はくったりと弛緩して覆いかぶさってくる。 
　どうやら気を吐いて失神してしまったようだ。 
　その緩みきった尿道……そこからはジョボジョボと止めどなくレモン色の恥液が溢れ出してきている。 
　だがそのことを気を失った玲於奈が恥ずかしがることもない。 
　なんの躊躇いもなく、千影の美丘をレモン色のせせらぎが流れ落ちていく。 
「あっ、あああっ、くすぐるなぁっ、おしっこで撫でられたら……ふ、ふぅっ！」 
　プシュウ！　千影は達したばかりだというのに膣口から勢いよく潮を噴いてしまう。若さに燃え上がった身体は、一度だけの射精で満足するはずがなかった。 
「もっと、もっと熱いのを……うぐうっ」 
　言い終える前に、千影は男根に貫かれていた。 
　達したばかりで敏感な女体は、子宮口を突き上げられただけで連続で達してしまう。女の身体は、少しでも受精する確率を上げるために、一度達しただけでは満足できないのだ。 
「もっと、もっと……ううっ、乱暴にしてぇっ、もっと奥を突き上げ……ふっ、ふううぅぅぅぅぅ～～～！」 
　子宮口を抉るように突き上げられ、千影は絶頂を極める。 
　そして直後、 
「カハッ！」 
　かすれた悲鳴のような声を上げると、千影の股関節が外れんばかりに弛緩した。 
　それでも膣壁は小刻みに痙攣し、最後の一滴まで精液を搾り取ろうと男根を締め上げるのだった。 
 
「はぁ……はぁ……はぁ……」 
　まさかこんなに乱れてしまうだなんて……。 
　二人分のおしっこの湖で仰向けになり、それが冷えてきたころ……千影の胸の奥底からこみ上げてきたのは、抑えきれんばかりの羞恥心だった。 
（うぅ、まさかみんなの前でこんなに乱れてしまうだなんて……！） 
　だけど今さら恥ずかしがっても後の祭りだ。 
　黒髪はラブジュースの湖に広がり、身体を起こしてみるとポタポタとおしっこの雫が落ちていく。 
「千影ったら、虚ろ目して……すっかりご主人様の手の内に堕ちたようね」 
　と言うのは意識を取り戻した玲於奈である。 
　そんな、まさか……。 
　堕ちただなんて。 
　認めたくないけど、ドプリ……、膣から溢れ出してきている精液を見つめていると、それでもいいかなと思ってしまう。 
　だけどそれを素直に認めるのは、なんだかとても恥ずかしいことのように思えた。 
「だ、誰が堕ちてなんかいるものかっ」 
　意地を張って、近くに落ちているショーツを穿いてみせる。 
　それはせめて、全裸登校させている光明の毒電波に、簡単には堕ちないぞという意思表示でもあったが……。 
「うぅ、おぱんつ……グショグショで気持ち悪いぞ」 
　エッチを始める前におもらしをしてしまったことをすっかり忘れていた。 
　なんとかおまたの筋が浮き上がるまで穿いたショーツは、ジットリとお尻に張りついてくる。 
　だけどショーツを穿いたら後戻りはできなかった。 
「制服も……ひぃっ」 
　制服を着ようとして、千影は息を呑んでしまう。 
　床に放置されていたブラウスもブラジャーも、ブレザーもスカートも、全部がおしっこの湖でビタビタになっていたのだ。 
「千影よ、まさかこれも着るつもりか？」 
「あ、当たり前だっ。お前の催眠術にはかかっていないんだ。ちゃんと服も着ないと、着ないと……うぅっ」 
　鮮やかなレモン色に染め上げられたブラウスからはブラジャーがクッキリと透けて見え、スカートからはポタポタと恥水が雫となって落ちていく。 
「どうだ、見たか。簡単にお前の術にはかからないんだからなっ」 
　キリッと光明を睨みつけてやる。 
　しかし光明は、満足そうに頷くのだった。 
「フッ、どうやら千影は完全に俺の術に落ちたようだな」 
「な、なんだと!?」 
「だって今の千影、すげぇエロいことになってるぞ。ブラジャーが透けて、甘酸っぱい匂いを漂わせてる。自分から進んでそんなにエッチな格好をするだなんて、俺の想像を超えたな」 
「なっ」 
　言われてみれば、ラブジュースに塗れた制服を着てしまうだなんて、それはそれでエッチすぎやしないか!? 
　言われてから初めて気づくも、もはや手遅れ。 
「あっ、あぁぁ……」 
　キュンッ──子宮が震え上がると、クロッチの裏側にドロリと熱い体液が広がってしまう。 
「千影ったら、制服からこんなに甘酸っぱくていい匂いさせておいて……もうすっかりご主人様のいいなりのようね」 
「こら、近づくな玲於奈っ、お前もおしっこ塗れだろ！」 
「あなたほどじゃなくってよ？」 
　ベッタリと全裸で張りついてくる玲於奈を振りきるも……しかしグショグショの制服を着てしまった千影は、人知れず股間を蒸らしてしまう。 
（やばい、やばいぞ……身体が熱くなって……。帰ったらオナニーしよう……。もしするんだったら光明のことを……エッチしてるところを思い出しながら……） 
　そこまで妄想してハッとなる。 
「だ、誰が催眠術なんかにかかるものか！」 
　ポタポタとおしっこを垂らしながら啖呵を切ってみせるのだった。 
　はたして、いつまでその意思が続くものか……。 
　それは千影にもわからないことだった。 
 
 
　催眠運動会！　エロエロムカデ競走で繋がって 
 
 
「今日はどんなことをされてしまうんだろう……？」 
　千影はゲッソリとした表情で……しかしどこか高揚した気持ちで呟いた。 
　エッチなことを……イヤなことをされるとわかっているのに、千影はドキドキ胸が高鳴ってしまう。 
　カラッと晴れていい天気だというのに、千影のショーツの裏側は生卵の白身を流されたみたいにヌルヌルしている。 
（う、まだなにもされてないのに、妄想しただけで濡れてきてしまうとは……不覚） 
　それもこれも、すぐ隣を歩いているこいつのせいだ。 
　キリッと光明のことを見つめてやると、しかし当の本人はなにも考えていないのだろう。実にのほほんとした表情で朝の通学路を歩いている。 
（どんなことをされても、光明の催眠術なんかに負けないぞ……っ。そうだ、意思を強く持てばどんなことだって大丈夫なはずっ） 
　一人決意を固める千影。 
　だがそれは教室のドアをくぐると同時に、あっさりと崩れ去った。 
「お、お兄様……」 
　声をかけてきたのは、ほっぺたを桃色に染めた紗枝だった。 
　小さなお尻がちょっと後ろに引けていて、へっぴり腰になってしまっている。 
「今日で三日目です。……お、お腹がもうパンパンですぅ」 
　クイッと光明の袖を引っ張っておねだりしてくる。 
（な、なにが三日目なんだ……!?　そしてなんでお腹がパンパンなんだ!?） 
　急に言われても千影は混乱してしまう。 
　だけど紗枝と光明には、それだけで十分通じ合えるらしい。 
「そうか。もうそんなに経ったか」 
「はい、お兄様を受け入れられるようになるまで頑張るんですから」 
　紗枝に袖を引っ張られ、光明は廊下を進み……そしてトイレへと消えていった。 
「はっ!?　なんだ今の自然な流れはっ。おかしい、絶対おかしいぞっ」 
　あまりにも普通な流れだったので反応しきれなかった。 
　今、光明のやつは紗枝と一緒にトイレに入っていかなかったか!? 
　しかも今の紗枝は、明らかに普通ではなかった。 
（ま、まさか、あんな小さい子とエッチなことをするつもりじゃないだろうな!?） 
　もしやと思って、トイレへと消えていった二人を尾行する。 
　幸いなことにもうすぐ朝のショートホームルームが始まろうという時間なので、廊下を行く女子生徒たちの姿はほとんどない。 
　静まりかえった廊下から、こっそりと女子トイレを覗きこむと……千影は息を呑んでしまった。 
「はぁ……はぁ……はぁ……。お、お兄様、三日ぶりに出てきてますぅ……お尻にずっとステンレスのおちん×ん、ずっと呑みこんでたんですから……」 
　流し台に両手をついた紗枝は、小さな尻を突き出していたのだ。 
　光明は躊躇うこともなく、その小さな尻を覆っているスカートを捲り上げる。 
　すると露わになったのは、飾り気のない純白の女児ショーツだった。 
　ただそんなお尻の部分からは、どういうわけか極太の棒のようなものがはみ出していて、ショーツがテントのように盛り上がっている。 
「うぅ、ずっとお尻を締めてないと出てきちゃって……こうしてお兄様にお尻を向けてるときも出さないようにしておきたいのですけど……ふ、太いのがはみ出てきちゃって……んんっ」 
「三日間も我慢できたなんて紗枝は偉いな。もうお腹もこんなに硬く張ってる。小さなお腹に、ミッチリ詰まってるのがよくわかるな」 
「あうぅっ、押さないで、下さいっ。もう紗枝は爆発しそうですっ」 
「そのようだな。パンツ、降ろすぞ？」 
「は、はいぃ、お願いします」 
　厚手の女児ショーツを降ろすと、紗枝の小さなお尻からは、あまりにも不釣り合いの極太の銀色の棒がはみ出していた。 
　今にも出てきそうなのか、腸が裏返りそうになっている。 
「さすがステンレス製だ。こうしてずっと入れていても清潔なままだな。これならずっと入れてられる」 
「はうぅっ、でも、でもでも、紗枝のお腹は爆発しそうなんですからっ」 
「それじゃあ俺が引き抜いたら、すぐに紗枝はしちゃっておいてくれ。その間に俺は洗っておくから。そうしたら次は……そうだな、一週間くらい我慢してみるか？」 
「い、一週間も……。はいぃ、想像しただけでゾクゾクしちゃいます」 
　その言葉に偽りはないのだろう。 
　紗枝はゾクリと背筋を震わせると、秘裂から熱い蜜を溢れ出させる。 
（ま、まさか……紗枝が……？） 
　トイレのドアの隙間から覗きこんでいた千影は言葉を失ってしまった。 
　だけどその吐息は熱くなり、太ももは無意識のうちに擦り合わされている。無意識のうちに感じているのだ。 
　ぬぷうぅぅぅぅう…………紗枝の小さな尻が膨らむと、信じられないくらい太く、長いステンレス製のディルドが排泄される。 
　それは熱い腸液にぬめっていた。 
「はふぅ……三日ぶりにスッキリです……」 
「ステンレス製なら長い間入れてても大丈夫だからな。紗枝のために特別に仕入れておいたんだ」 
「はいぃ、お兄様のおちん×んをお尻で受け入れられるように頑張るんですから」 
　そんな二人の会話を聞かされて、動揺を隠しきれる千影ではなかった。 
「お、お尻に太いのを入れるだなんて破廉恥な……。はぁ、だけど、き、気持ちいいのかな……？　紗枝は気持ちよさそうにしてるし……」 
　あんなに小さいお尻に、あんなに大きなものが？ 
　それにお尻で受け入れるって？ 
　まさか腸内に出すのか？ 
　そうしたら精液はどうなる!? 
　いろんなことが同時に頭の中で渦巻き、知らぬ間にドアに体重がかかってしまっていたのだろう、キィ……小さくも、しかし甲高い音がトイレに響いてしまった。 
「おや、千影じゃないか。もしかして気になって見入っていたのか？」 
　光明の問いに、しかし素直にうなずける千影ではなかった。 
「だ、誰が見入ってなんか……！　紗枝にこんなことをするだなんて酷いぞっ。まだ小さい身体なのにっ」 
「ち、小さくなんかありませんものっ」 
「えっ？」 
　まさか紗枝に怒られるとは思っていなかったので、ビックリしてしまう。 
「紗枝だってもう十分に大人なんですから。だからお兄様のおちん×んだってちゃんと受け止められるように、いつも頑張ってるんですからっ」 
「いつも頑張ってるって、まさか……いつも入れてるのか？」 
　出てきたばかりのステンレス製のディルドを見つめて、千影は言葉を失ってしまった。 
　さっきまで、あんなに小柄な紗枝に……しかもお尻の穴に入っていたディルド。 
　もしも、あんなものをお尻に入れられたりなんかしたら……想像してはいけないとわかっていても、千影のショーツの裏側はヌルヌルになっていた。 
「千影よ、どうやら想像してムラムラしてきたようだな」 
「だ、誰がムラムラなんて……っ」 
「どこまでその虚勢が持つかな？　千影はアナルに入れて欲しくて堪らなくなーる。お尻を出しておねだりしたくなーる」 
　ピピピッ。 
「あぁ！　そ、そんなっ」 
　つむじから電流を流されたかのような感覚に襲われ、視界が一瞬モザイク模様に覆われる。 
　ついに千影は毒電波の餌食になってしまったのだ。 
「ほーら、身体が勝手に動いて……まずはショーツを降ろしたくなーる……降ろしたくなーる」 
「だ、誰がそんなことを……っ」 
　口では抵抗しながらも、だけど身体は勝手に動いてしまう。 
　千影はスカートの中に両手を入れると、震える手でショーツをゆっくりと、するすると降ろしはじめる。 
　さっきまでムラムラしていた秘裂に触れていたクロッチの裏側は、すでにネットリとした粘液に濡れて、そして長年に及ぶ黄ばみが染みついている。 
「朝からこんなに濡れてるだなんて、ずいぶんお盛んじゃないか。しかも何滴かちびったみたいだな、黄色い染みができてる。よほど驚いたのか？」 
「お前のせいだろっ」 
「エッチな身体を人のせいにするとは。そんな千影に、自分の身体に向き合ってもらうために特製のおもちゃを用意しておいたんだ」 
　そう言って光明が取り出したのは、手のひらに乗るほどの大きさをした見慣れぬものだった。 
「な、なんだ、この『Ｃ』の字をしたものは」 
「ほら、このＣの途切れている部分をよく観察してみるんだ」 
「な、なんだ……これは。卑猥な形をしているぞっ」 
　それもそのはず、Ｃの字の切れ目は両方とも亀頭の形になっていて、全体的に血管が浮き上がっていたのだ。 
　しかも触ってみると、中に針金の骨があるのだろうか、ある程度可動性があり、柔らかくできている。 
　双頭ディルド……という言葉を千影は知らないが、イヤな予感がこみ上げてくるのは本能だろうか。 
「千影が大好きなちん×んみたいだろ？　それもカリが二つもついてる双頭ディルドなんだぞ」 
「だ、誰が好きなものかっ」 
「ほー？　そのわりにはジッと食い入るように見つめているじゃないか」 
「見つめてなんか……」 
　言われてから目を逸らすも、すでに手遅れ。 
　千影の秘裂は桃のようにピンクに染まり、熱く蒸れている。 
「照れることなんかないぞ。ほら、壁に両手をついて、ケツをこっちに向けるんだ」 
「い、いや、あぁ……」 
　逃げようにも、毒電波のせいでお尻を恥ずかしげもなく差し出してしまう。 
「よく引き締まっているいいケツじゃないか。さすが剣道で鍛えていることはある。一体どれくらい締めつけてくれるんだろうなぁ？」 
「知るか！」 
「そんなこと言っても千影のここから、おねだりするようによだれが垂れてきている。どうやら口ではどんなに抵抗しても、身体は正直なようだな」 
「そ、そんなわけないぞっ」 
「まぁ見てろって。この双頭ディルドは一粒で二度美味しい特別製なんだ。まずはこの片方の先っちょを千影のま×こに入れるだろ？」 
「あふっ、は、入ってきてるぅっ」 
　むにゅっと、Ｃの字の片側が、おまたに入りこんでくる感触。 
　だけどそれだけで終わってはくれなかった。 
「そしてもう片方を、こうしてアナルに……！」 
「んほぉっ、お尻が、お尻がぁ！　あう！　真っ二つに割れるぅ！」 
「最初から割れてるだろ」 
　そんな光明のツッコミも耳には入らなかった。 
　本来ならば排泄にしか使わない器官に、太いものが入りこんできているのだ。 
　尻穴がディルドを千切ろうと、勝手にビクビクと震えてしまう。 
　だが、その様子をジッと見ていた紗枝は言うのだった。 
「千影お姉ちゃん、このくらいで悲鳴を上げてはダメです。お兄様のおちん×んは、こんな張り子とは比べものにならないくらい凄かったのですから」 
「そ、そんなに凄いのか……？　カハッ」 
　グサリと深いところまでＣの字を突っこまれ、思わず空気の塊を穿いてしまう。 
　今や、会陰に食いこむようにして両穴を双頭ディルドに埋め尽くされている。 
「おっ、おおおぉぉ！　こ、これはいつまで入れてればいいんだ!?　も、もうおまたが勝手に震えてきてるぅっ」 
「まったく、年上なのに千影はだらしないな。紗枝は同じものを入れられても涼しい顔をしていることだろうに」 
「えっ、お兄様、もしかして紗枝にも同じものを入れてもらえるのですか？」 
「ああ。ちゃんと用意しておいてあるぞ」 
「えへっ、さすがお兄様です」 
　カバンから取り出した、同じような双頭ディルドに感極まってしまったのだろう。紗枝は三日分の食べたものを出すことも忘れて、光明に向けて尻を向けてみせる。 
「出さなくて平気なのか？」 
「紗枝の方がお尻ではお姉ちゃんなんですから。これくらい我慢してみせます」 
「さすが紗枝だな」 
「ん……っ、んほっ、は、入ってきて……はぁう、お尻、いっぱいになっちゃってますぅ、おまたにも入ってきて……んふぅっ」 
　ブルルッ、紗枝は短くも大きく痙攣すると、しっかりと双頭ディルドを咥えこんでみせた。 
　スッと一本筋が刻まれた幼裂は、ふっくらと双頭ディルドを呑みこんでいく。 
「はふぅ、はふぅ、上手に呑みこめましたぁ……これでおぱんつを穿けば……。よいしょっと……」 
　へっぴり腰になりながらも、純白の女児ショーツを上げていく。 
　おへそが隠れるくらいにまで上げると、ちょっとだけクロッチのところがもっこりとしている。紗枝はそこに小さな手を当てると、 
「んんっ」 
　ギュッとショーツの上から押しこんだではないか。 
　すると双頭ディルドが深いところまで食いこんでいったのだろう。 
　ショーツの上からではまさか双頭ディルドで二穴責めをされているとは誰も思うまい。 
「はふぅ……これで大丈夫ですぅ。さあ、千影お姉ちゃんも」 
「えっ、えええ!?　ちょっ、私にはいくらなんでもレベルが高すぎ……ギィッ！」 
　太ももまで降ろされていた黄ばんだショーツを無理やり上げられる。 
　そして紗枝の小さな手がお尻に当たると……ムギュッ！ 
「おっ、おおおぉぉぉ！　ムリムリムリッ、すぐ出てきちゃ……あへぇ！」 
　不覚にも、直腸を抉られて舌を突き出してしまう。 
　身体がディルドを排泄しようとしてへっぴり腰になってしまい……ぱぁん！ 
　光明に尻を叩かれて背筋を正される。 
「んっほぉぉ！」 
　トイレで上げられた千影の絶叫は、廊下にまで聞こえるほどだった。 
（さ、紗枝はこんなものを呑みこんでいるのか!?） 
　真っ白になった視界でそんなことを思う。 
「も、もう無理だぞぉ……おほ！」 
　直腸を抉られ、クレヴァスを無理やり開かれ、いきなり弱音を吐いてしまう。 
　クロッチには早くも暗い染みが浮き上がっている。 
　苦しいとはいえ、二穴責めに感じてしまっているのだ。 
　ちょっとでもへっぴり腰になれば、直腸からディルドが排泄されて大変なことになってしまうだろう。 
「あうっっ、おぉぉっ！　こんなの絶対無理だぞぉ!!」 
　お尻を閉じて、お尻の苦しさをごまかすようにピョンピョンと跳びはねる。 
　だけど光明は冷徹に言い放つのだった。 
「紗枝ができてるんだ。お姉ちゃんの千影はもちろん我慢できるよな？」 
「千影お姉ちゃん、もう苦しいのですか？　紗枝は平気ですけど」 
「そ、そんなぁっ」 
　それもこれも催眠術のかかりが浅いからだろうか。いや、それを抜きにしても元から紗枝にはアナルの素質があったとしか……!! 
　言いたいことが頭の中をグルグルと堂々巡りするけど、あまりの苦しさに言葉にすることができない。 
　キッと光明のことを睨みつけてやった……その時だった。 
　突然トイレと廊下を繋ぐドアが開け放たれたのだ。 
（くぅっ、こんな痴態を見られるわけには……っ） 
　思って、とっさに背筋を正してアナルを締める。 
　だがドアを開けて現れたのは……タイミングがいいのか、それとも悪いのか、玲於奈だったのだ。 
　そんな玲於奈は腰に両手を当てて、ぷりぷりと怒り始める。 
「千影に紗枝ったらっ。抜け駆けは許さなくてよ！」 
　どうやら千影の声が聞こえたからトイレに走ってきたらしい。さすが犬。聴覚に優れている。 
「フッ、いいところに来たな、犬。お前も道連れだ。も、もちろん光明は玲於奈の分のディルドも用意してあるよな!?」 
「ああ、もちろんだとも」 
「えっ？　道連れってどういうことですの……？　きゃっ」 
　戸惑っている玲於奈を、流し台に顔を突っこませるようにして尻を突き出させる。 
　ショーツを降ろすと、無駄に脂肪が乗った尻が露わになった。 
「ほら光明よ。このだらしない尻に一撃を加えてやるんだ」 
「よ、淀みねぇな……その動き」 
　カバンから取り出された双頭ディルドを見て、玲於奈はなにをされるのか勘づいたらしい。 
「ちょっ、やめ、まさか、それを……」 
「さすが犬。いい勘をしているじゃあないか。普段から発情して助平なことを考えていると見える。ふふ、お前も道連れだ！」 
「誰だってお尻を出されてそんなものを見せつけられたら勘づきますわよ！　って、んほ!?　そんな、そんな太いの、だ、だめぇ!!」 
　だが両穴に亀頭があてがわれると、そのままズブズブと埋もれていき……、 
「アーッ！」 
　学園中に玲於奈の悲鳴が響き渡った。 
 
 
「はぁ、はぁ、はぁ……。これで三人とも入れたことになるな」 
　千影は額に脂汗を浮かべながら、なんとか呟く。 
　ちょっとでも余裕のあるところを見せておきたかったけど、こうして息をしているだけでも出てきてしまいそうだった。 
「も、もう……むりぃ、ひぃっ、で、出るッ」 
　それは玲於奈も同じことらしい。 
　ショーツを穿かされてスカートを正すも、しかしたるんだ尻でディルドはツライのだろう。 
　へっぴり腰になってお尻を押さえている。 
　その中で、ただ一人涼しい顔をしているのが紗枝だった。 
　今までずっとアナルにディルドを入れて開発されきっているとでも言うのだろうか？　何事もないようにスカートの裾を気にしている。 
「よし、これで三人とも同じ条件になったな。せっかくだから、この苦しみに耐えたらご褒美をやることにしよう」 
「な、なんだ、それはぁっ」 
　よほどのことでないと許してやらないぞ、と念じながら光明のことを睨みつけてやる。しかし光明は無情にも言い放つのだった。 
「ただ、苦しみに耐えるだけだったらつまらないからなぁ。そうだ、最後まで絶頂を我慢できたら、俺とアナルセックスをするっていうのはどうだ？」 
「ア、アナルセックス……ッ」 
　その言葉を聞いただけで、千影は絶頂してしまいそうになった。 
　アナルセックス……聞いたままの言葉なのだろう。 
　つまり、お尻におちん×んを入れてもらってセックスするということで……。 
（ほ、本当に気持ちいいのか!?） 
　疑念も湧いてくるけれど、今まさにアナルに入っているディルドがピストンしたら……考えただけでもゾクゾクしてしまう。 
　こうなったら毒を喰らわば皿までだ。この二人よりも早く絶頂するわけにはいかない。 
　そうなれば、一番の強敵は紗枝ということになるだろうか。 
　玲於奈は論外だ。 
　腹をちょっと押してやれば、たるんだ尻からディルドを排泄して、無様な姿を晒しながらマゾマゾに染まりきって絶頂するに違いない。 
「わ、わかった……この勝負、受けて立とうぞっ」 
「紗枝も受けて立つのです」 
「わ、私は……う、うぐぅっ、わかった、わかったわよ！　受ければいいんでしょ、受ければ！」 
　光明とアナルセックスができるのだ。ここで断る玲於奈ではない。 
「よし、これで三人の競争だな。勝負は至ってシンプルだ。絶頂したり決壊したら負け。相手への妨害はよしとする。これでいいな？」 
　光明の問いかけに、三人は無言で頷く。 
　こうして勝負の火ぶたは落とされたが……。 
　だが。 
「はっ!?」 
　千影は重要なことを忘れていた。 
　きっと玲於奈も紗枝も忘れていたのだろう。 
　一時間目が体育の授業だということに。 
　そして、ブルマに着替えなければならないということに。 
　教室に帰ってみると、一時間目に備えてほとんどの女子たちがブルマに着替えていた。まさか、尻にこんなものを入れて着替えるだなんて……っ。 
　想像しただけで、秘裂がジュワリと熱くなってしまう。 
　それを光明も察したのだろう。唇の端を吊り上げて言った。 
「そうだ、グッドアイディアを思いついた」 
「ちょっと待て光明。その顔は明らかにバッドアイディアだろ」 
「さすが千影。付き合いが長いだけあるな。まぁ、そんなところだ」 
　光明はそう言うと、教壇に立って言い放つのだった。 
「今日は天気がいいことだし、せっかくだから全校生徒で運動会をしようぜ！」 
　ピピピッ！ 
　つむじから全身に電流が流れたかと思うと視界にモザイクがかかる。 
（くっ、光明のやつめ、また催眠術を……ッ） 
　なんとかかからないようにと耐えるも、しかし周りの女子たちはあっさりとかかってしまったようだ。 
『さすが呉島くん、話がわっかるー！』 
『こんな天気がいい日に勉強なんてイヤだって思ってたんだよね』 
『こうなったらみんなでグラウンドに集合だね♪』 
　にわかに廊下が騒がしくなる。 
　それは今の毒電波が、全校生徒を洗脳したなによりもの証だった。 
「もう後には引けませんわね……」 
　それは玲於奈の呟きだった。 
　額にはビッシリと脂汗が浮き上がり、ほっぺたはのぼせたようにピンク色に染まっている。 
　それはどこか自らのマゾ気質に興奮しているようにも見えた。 
　誰もいなくなった教室で、三人は遅々とした動きでブルマに着替えていく。 
　冷や汗でジットリと湿ってお尻にまとわりついてくるショーツに、紺色のブルマを重ね……このブルマに恥ずかしい染みが浮き上がってくるのも時間の問題だろう。 
　その時、自分はどうなってしまうのだろう？ 
　そんなことを妄想し、人知れず秘芯が熱く濡れるのだった。 
 
☆ 
「まさか尻にこんなモノを詰めて運動会とは……！」 
　千影は、真っ白なグラウンドで跳んだり跳ねたりしている女子生徒たちを眺めながら、憎々しげに呟いた。 
　光明の毒電波のせいだろうか。 
　あらかじめ決まっていたかのように大玉転がしや百メートル競走などの競技が整然と行われている。 
　その様子を、千影は体育座りをして眺めていた。地面にお尻を押しつけるようにして。こうしていないとブルマのラインに出てきそうだった。 
「うぅ、もう出てきそうだ……それにショーツも……」 
　カラッと晴れた抜けるような青い空だっていうのに、ショーツはジットリとした梅雨のように湿っている。 
　これ以上劣情を催せば、ブルマからエッチな汁が滲み出してくることだろう。 
　それはすぐ横に座っている紗枝も同じことらしい。 
　無意識のうちにグリグリとお尻を押しつけて、ほっぺたを綺麗な桃色に染めている。 
「はふぅ……おまたが蒸れ蒸れで気持ち悪いです……」 
　おまたに手を当てて、色っぽい吐息とともに呟く。 
　紺色の筋が刻まれたブルマは、生乾きの洗濯物のように湿っているのだろう。白砂がうっすらとこびりついている。 
「ちょっと、千影……っ」 
「なんだ玲於奈。寄るな暑苦しい。甘く汚らわしい雌犬のフェロモンがムンムンと漂ってきてるぞ」 
「ちょっ、なによ酷いわねっ。あなたこそ汗でぐっしょりじゃないの」 
「だ、誰がぐっしょりだ。私はそんなに濡れてなんかないぞっ」 
「その様子だと千影のおまたは蒸れ蒸れみたいね♪　ご主人様と楽しむのは私で決まりかしら」 
「お兄様と一緒になるのは紗枝なんですから」 
「いいや私だぞっ」 
　三人の間に火花が散る。 
　そんな時だった。 
「お取りこみ中のところ悪いが……そろそろ俺たちのクラスの競技が始まるからな、準備しておいてくれ」 
　光明がロープをたくさん持ってきたのだ。 
「光明よ、このロープはなにに使うのだ？」 
「俺たちのクラスはムカデ競走だからな。三人一組で脚を結んでおいてくれ」 
「えっ、そ、そんなことできるわけ……」 
　よりによってムカデ競走だなんて。 
　しかも三人一組ということは……っ。 
「千影は、玲於奈と紗枝の三人で組んでくれ。順番は任せる」 
「なっ、今にも漏れそうなんだぞ!?　そんな悪い三人が組んだりなんかしたらっ」 
「楽しいダンスパーティーの始まりだな。ああ、あと言い忘れたけど、ムカデ競走を棄権なんかしたら……わかってるよな」 
　ニヤリと唇の端を吊り上げてみせる光明。 
　ようはここで棄権すれば、こうして苦しい目に遭っている意味もなくなると言いたいのだろう。 
「おのれ、卑劣な……っ」 
　だが他の二人は、意外なことに乗り気なようだ。 
「千影お姉ちゃんはもう限界なのですか？　紗枝はこれくらいへっちゃらです」 
「私もまだまだ平気なんですから。千影はリタイヤっていうことでよろしくて？」 
　涼しい顔をして足にロープを巻きつけていく紗枝と玲於奈。 
　そんなことを言われて引ける千影ではない。 
「くうぅっ、私だって負けるわけには……っ」 
　千影も足にロープを巻きつけていく。 
　先頭は背が低い紗枝、真ん中が千影、そしてしんがりを玲於奈が務めることになったが……うなじにチリチリとした殺気を感じるのは気のせいではあるまい。 
　後ろに立っている玲於奈がよからぬことを考えているのだろう。 
「おい玲於奈よ。余計なことをしたらただじゃ済まないぞ!?」 
「あーら、私がなにかちょっかいを出すと思って？　そんなこと、するわけないじゃないの♪　ふふふっ」 
　髪をかき上げてにやりと微笑んでみせる玲於奈。 
　絶対なにかやってくる。 
　だがそれがわかっていても、こうして足を結んでしまえば逃げることはできないのだ。無防備に玲於奈に背中を晒すことしかできない。 
　こうして三人はスタート地点に並ぶことになった。 
　きっと途中で転んでしまえば、間違いなく決壊してしまうことだろう。 
　それも全校生徒に見守られながら。 
　それだけはなんとしても避けなくてはならない。 
「おい玲於奈っ、ここで変な妨害してきたら……お前も巻きこんでやるからなっ」 
「それはどうかしら？　千影のほうが限界近そうだけど。それになんのために私が一番後ろを選んだと思ってるの？」 
　むにゅっ、柔らかくてまあるい感触が背中に押しつけられる。 
　その感触は同性である千影さえもクラッときてしまうほどだった。 
「こら、その下品な脂肪の塊を押しつけてくるなっ」 
「あなたにだっておっぱいあるでしょう？　ふふふ」 
「んあっ、こら、揉むとは卑怯だぞっ」 
　玲於奈は後ろから抱きついてくると、おっぱいを揉みしだいてくる。 
　じゅわり、ただでさえ熱く湿っているショーツが、じっとりと濡れてきてしまう。今頃クロッチの裏側は愛液でヌルヌルになっていることだろう。 
　それでも玲於奈の指先はおっぱいに食いこんできて、勃起している乳首をコリッとマッサージしてくる。 
（やばい、やばいぞっ、このままだとスタートする前に気持ちよくなって……見、みんなの見てる前で気持ちよくなってしまうぞ……っ） 
　ググッと拳を握ったそのときだった。 
　パァンッ！　乾いた音とともに、グラウンドに歓声が響き渡ったのだ。 
　一体なにが……!? 
　自分のことに必死で気づかなかった。 
　どうやらムカデ競走が始まってしまったらしい。スタートラインに並んでいたクラスメートたちが次々とスタートしていく。 
「お姉ちゃんたち、喧嘩してないで行くです」 
「あ、あぁ、そうだなっ、早くゴールしないと決壊だ……っ」 
　まずは一歩目。 
　物事っていうのは最初が肝心だ。まずはここで呼吸を合わせなければ……っ。 
「まずは一歩目いくぞ……右っ」 
　千影は右足を一歩前へ……だが！ 
「ちょっ、まずは右足からだろ!?」 
「そんなの聞いてませんわ！」 
　紗枝と千影が右足を出したのに、玲於奈だけは左足を出してしまったようだ。 
　三人の身体のバランスがぐらりと崩れる。 
　玲於奈のおっぱいが潰れんばかりに押しつけられて、熱い吐息がうなじに吹きかけられた。 
「こら、胸を揉むなぁ……っ」 
「だってこうしてないと転んじゃいますの……ううっ」 
「乳首、乳首はぁ……んん！　こら止めないかっ、今はそんなことをしている場合ではないぞ……あふっ」 
「転ぶよりはいいじゃないのっ。それに千影、あなただって感じてるみたいじゃないの。乳首だってこんなにコリコリにさせて」 
「誰が感じてなんか……！」 
　ドムッ！ 
　柔らかくも鈍い感触とともに、千影の肘が玲於奈の柔らかいお腹へとめりこんでいた。 
　ついカッとなって、肘打ちしてしまったのだ。 
「カハッ！　お、おごぉ!?」 
　玲於奈は悲鳴を上げる……というよりも、空気の塊を漏らすのがやっとだったのだろう。 
　玲於奈はビクビクと身体を震わせて悶絶してみせる。 
　それでも千影は容赦しない。 
　グリグリと、柔らかくくびれたお腹に肘をめりこませていく。 
「わかったか。あまりにいたずらがすぎたらこうだぞ」 
「おごっ、ぐ、ぐるじい……っ」 
　言いながらも、しかし玲於奈はおっぱいを揉んでくる。 
「こら、揉むなっ」 
　さらに強く肘をめりこませる。 
　それでも玲於奈はおっぱいを押しつけるようにして身体を密着させてくる。 
　ギュッと押しつけられた玲於奈のブルマは熱く濡れていた。 
　それがブルマ越しでもわかってしまう。 
　千影の尻に、溶けそうな玲於奈の秘裂が押しつけられているのだ。 
　しかも痛みのあまりに感じてしまっているとでもいうのだろうか？ 
　玲於奈の吐息に甘いものが混じると、千影のうなじをイタズラっぽくくすぐりはじめたのだ。 
「んっ、ふうぅぅぅ……も、もっと、もっと強く、肘、めりこませてぇ……っ」 
「なっ、バカ、そんなにくっついてくるなっ、暑苦しいぞ！」 
　玲於奈が後ろから密着してくるのだから仕方がない。 
　千影はそれを振り払うように肘を勢いよくあばらへと狙いを定めると……ドムッ！ 
「おごぉ！」 
　耳元で上がる、玲於奈の悲鳴。 
　そして数滴の唾液が返り血のように飛んできた。 
「き、気持ちいぃ……ですわ……あっ、あああっ」 
　ビクンッ、玲於奈は大きく身体を痙攣させると、……直後。 
　じゅわ……しょわわわわわわわわわわわわ……。 
　尻に密着してきている玲於奈の秘裂……、そこから生暖かいせせらぎが出現すると千影の尻を溶かさんばかりに流れていく。 
「うっ、うわああぁぁ……玲於奈、お前、まさかおしっこを……っ」 
「んっ、んっ、ふぅ……はぁぁぁぁぁぁ……き、気持ちいい……気持ちいいですの……おまたが溶けそうなくらい熱くて……んふっ」 
　どうやら玲於奈は腹をいたぶられて達してしまったらしい。 
　今ごろブルマの中は愛液とおしっこでグショグショになって、秘裂がヒクヒクと痙攣していることだろう。 
　そんな玲於奈のブルマから滲み出してくる熱いせせらぎが、千影の尻を撫で回し、太ももをくすぐっていく。 
　グラウンドの白砂に、恥ずかしすぎるおもらしの跡が広がった。 
「うぅ、生暖かい手で撫で回されてるみたいで……うぅっ、玲於奈のおしっこが気持ちいいはずないのに……っ」 
　五十メートルのムカデ競走でまだ半分も来ていないというのに、すでに玲於奈が達してしまい、そして千影も溶かされそうになっている。 
（こ、こんなことで本当に無事にゴールできるのか……!?） 
　前を行く紗枝……その小さな背中に、あまりにも心細すぎて抱きつきたくなってしまう。 
　だがその心の乱れをムカデ競走が見逃してくれるはずもなかった。 
「あっ」 
　右足を出すところ、千影はついつい歩幅を間違ってしまったのだ。 
　小さな紗枝に合わせないといけないところなのに。 
　紗枝の小さな身体がぐらりとバランスを崩してしまう。 
「おっと、危ない……」 
　とっさに紗枝の身体を抱えてやるが……しかし場所が悪かった。 
　千影の両手が、膨らみ始めたばかりの虫刺されのような乳首に触れてしまったのだ。 
「んああっ、おっぱいはダメですぅっ」 
　電気を流されたかのように紗枝が痙攣する。 
　膨らみ始めた乳首っていうのは、腫れ物のように痛むのだ。 
　急に押さえつけられて耐えられるはずもなかった。 
「うう！　も、もう……っ」 
　紗枝は小動物のように身体を丸めてしゃがみこんでしまう。 
　今まで涼しい顔をしていたのは、きっと無理をしていたのだろう。 
　思い返してみれば、今朝は三日目がどうとか言っていた。きっと紗枝のお腹は硬く張っているに違いなかった。 
　その上での双頭ディルド……小さな身体はすでに限界を超えていたのだろう。 
　しゃがみこんだ今だからこそわかる。 
　ブルマに覆われた小さなお尻に、もっこりとした輪郭が浮き上がっているのが。 
　双頭ディルドが飛び出してきているのだ。 
（くぅ、このままでは……紗枝までッ） 
　このままでは小さな身体に詰まっているたくさんのモノを、全校生徒の前で膨らませてしまう。 
　そして紗枝のお尻の膨らみは、こうしているうちにも少しずつ大きくなっていた。 
　しゃがみこんだ紗枝に覆いかぶさり、小さなお尻に手を当てると……。 
「許せ、紗枝！」 
　ずぶり。 
　飛び出しかかったディルドを戻してやる。 
「んほぉ！」 
　紗枝は大きく身体を震わせると、キュウゥッ、背筋を丸めて痙攣する。 
　そんな紗枝のブルマからじわり……生暖かい恥液が溢れ出してくると、千影の手のひらを撫で回していく。 
　どうやらアナルの一撃で絶頂してしまったらしい。 
　ジョボジョボと止めどなく幼裂からおしっこが滲み出してくる。 
「おっ、おっ、おおおぉぉぉ！　お尻の中に……んほぉっ、おっ、おまたも広がって……んほぉ！」 
　口元に手を当てて悶え苦しむ紗枝。 
　その隠されている口からは、だらしなく舌が飛び出していることだろう。 
「大丈夫か？　落ち着いたら少しずつ進むんだ……ぞ？」 
「う、うぐっ、お尻が広げられて……ダメ、その手を離してはダメです！　でないと紗枝は、紗枝はもう……！」 
「今は堪えるんだ。みんなが見てる前で漏らすわけにはいかないだろ……!?」 
「は、はひぃっ、お、落ち着いたら……んっ、んはぁぁぁぁ！」 
　ビククッ、紗枝が大きく身体を震わせると、アンモニア臭が風に流れる。 
（まずい、このままだとおもらししてるのがばれてしまう……っ） 
　それは避けたいと思いながら、紗枝のおまたをギュッと押したのが間違いだった。 
「んはぁっ、お、お豆、お豆がビリビリして……ヒギッ！」 
　一度押しこんだディルドが飛び出してくると、モコリ、歪にブルマが膨らんできたのだ。こうなってしまうともう止めることはできない。 
「おい、紗枝……まさかっ」 
「だ、大丈夫……なんですからっ。もう大丈夫、ですぅっ、一刻も早くゴールに……うううー！」 
　紗枝はへっぴり腰になりながらも立ち上がる。 
「ま、まずは右からですぅ……」 
「ああ、右だな」 
「み、右……まずは一歩……ですの……」 
　気がつけば、千影たち以外の生徒たちはすでにゴールしていた。 
（まずい、まずいぞ……このままではゴールしたら全校生徒から拍手喝采コースだぞ。目立ちたくないのに……ッ） 
　そんな千影の思いも、誰からともなく始まった歓声に吹き飛ぶことになった。 
『がんばれー、最後まで諦めるなー』 
『一歩ずつ確実に行って！』 
『ファイト、ファイト！』 
　全校生徒たちの視線は、今や三人に集中している。 
　遠目だからわからないだろうけど、その太ももは恥ずかしい汁に濡れて、ブルマのラインは歪に膨らんでいるというのに。 
　紗枝も玲於奈も、そして千影ももう限界を超えていた。 
　それでも歓声の中、足を進めるしかない。 
「あっ、あぁぁぁぁぁぁっ」 
　紗枝の悲鳴も歓声にかき消される。 
　そのブルマはメリメリとくぐもった音と共に歪に膨らみ、饐えた香りを漂わせているというのに。 
「お尻から、か、硬いのが出てきてますぅ……いやぁ……お尻、痛い、よぉっ」 
「堪えるんだぞっ、ここでしゃがんだら最後までみんなに見られながら『する』しかないんだぞ!?」 
「うぅっ、熱い、熱いよぉ……一歩進むたびに……っ」 
　腰が引けてくる紗枝の尻をポンと叩く。その尻は、ブルマ越しであってもパイナップルの皮のようにイガイガと盛り上がっていた。 
「ふっ、ふうぅぅぅぅ……も、もう私も限界ですの……んふぅっ」 
「こらっ玲於奈、うなじに吐息がかかってるぞ。気持ち悪いっ」 
「そんなこと言っても、もうおま×こグチョグチョで……ブルマの中が泡立ってるみたいで気持ち悪いですの……っ」 
「だからって私に身体を押しつけてくるな。こ、こら胸はとにかくその臭い股間を押しつけてくるなよっ」 
　玲於奈の腹に肘をめりこませてやるも、その痛みさえも快感なのだろう。玲於奈は後ろから抱きついてくると、熱い吐息を吹きかけてくる。 
「れ、玲於奈ぁ！　そんなに柔らかい感触を押しつけてくるなぁっ、うぅっ、お尻にも熱いのが染みこんできて……い、いやぁ……っ」 
　どんなに強い意志を貫き通そうとも、千影だって若い女の子の身体なのだ。 
　凛としていようとも、乳首はツンと上向き、ショーツはグショグショに濡れてペッタリとお尻に貼りついてきている。 
「も、もう私も……で、出る……っ、出ちゃう……いや、ダメだぞ、我慢だっ」 
　膣壁が波打つと、双頭ディルドにアナルまでもがかき混ぜられる。 
「も、もう……一歩……、あともう一歩……だぞっ」 
　一歩進むたびに、ねちゃねちゃとショーツの裏側が泡立つ。 
　それでも歩みを止めるわけにはいかなかった。 
　ここで心が折れれば、三人まとめて全校生徒に痴態を見られることになるのだ。 
　それだけはなんとしても避けなくてはいけない。 
　そしてそのときは突然に訪れた。 
　紗枝の足が止まったかと思うと、周りからの歓声がより一層大きくなったのだ。 
「えっ？　一体なにが……？」 
　ぽかんと口を開いてあたりを見回すと、全校生徒がスタンディングオベーションしているではないか。 
　その光景を見て、ようやく千影はゴールしたことを悟った。 
「お、終わったのか……やっと……」 
 
 
 
「死ぬかと思いましたわよ……」 
「もう紗枝も限界ですぅ……」 
　早く足のロープをほどかなくてはいけないのに。 
　そして早くこの場を離れなくてはいけないのに……千影は力なくその場にしゃがみこんでしまう。もはやとっくの昔に限界を超えていたのだ。 
「あっ、ああぁぁぁぁぁ……やっと、やっとゴールできたぞ……うっ、うぅぅっ」 
　それが千影の最後の思考だった。 
　フッと意識が遠のくと、そのまま気絶してしまったのだ。 
 
☆ 
「うぅ……こ、ここは……？」 
　千影が目を覚ますと、そこはベッドの上だった。 
　白いカーテンが風に流され、ツンとした消毒液の匂いが鼻を突く。 
　どうやら保健室に担ぎこまれたらしい。 
　身じろぎすると、ジットリと湿ったブルマがお尻にまとわりついてくる。あんなにも熱かったショーツは、すっかり冷えきっていた。 
　お尻に手を当てて匂いを嗅いでみると、かすかにおしっこの香りが漂ってきた。 
　この匂いは千影のものなのか、それとも玲於奈のものなのか……どうもゴールしてからの記憶があやふやだった。 
「あの後どうなったんだ……？」 
　身体を起こしてみると、隣のベッドには玲於奈と紗枝が寝かされていた。 
　あんなに苦しかったのだ。 
　どうやらゴールした後にみんなそろって気絶してしまったらしい。 
（苦しかったからなぁ……あんなのを尻に入れられて……） 
　そこに思いが至って、ようやく思い出す。 
「うっ、そ、そういえば……っ」 
　まだ双頭ディルドを入れっぱなしなのだ。 
　意識すると急に苦しみが襲ってくる。 
「あっ、あうぅぅっ、おまたが……っ、お尻が……っ」 
　プシュッ！　ブルマから水が弾ける音。 
　その体液がなんなのか、千影さえもわからない。ブルマの上からおまたを押さえてみると、膀胱は水風船のように膨らんでいた。 
　あんなに苦しかったのに失禁には至らなかったらしい。 
（おしっこ……したい） 
　それに濡れたショーツも気持ち悪い。 
　保健室には替えのショーツが用意されていると思うけど……。 
　千影がベッドから降りようとしたそのときだった。 
「どうやら気がついたようだな」 
　保健室のドアが開くと、光明が入ってきたのだ。 
「どうしてお前がここに!?」 
「おいおい、そんなに邪険にしてくれるなよ。俺が千影たちを担ぎこんだんだぞ。もちろん周りの生徒にも手伝ってもらったけどな」 
「む、むぅ……お前がよからぬことを思いついたから、私たちがこんな目に遭ったのだぞ!?」 
「その割には気持ちよさそうに踊ってくれたじゃないか」 
「踊ってなんか……っ。それにお尻で感じてなんかないんだぞっ」 
「ほー、それじゃあアナルセックスはしなくてもいいんだな？」 
「えっ？」 
「最初に約束しただろ？　最後まで絶頂を我慢できたら、アナルセックスするって。俺は千影の引き締まった尻がどれくらいなのか楽しみだったのにな、千影がアナルセックスしたくないって言うんなら仕方がない」 
「ま、待て」 
「なんだ？　ディルド抜き取ってやるから尻をこっちに向けるんだ」 
「む、向けるけど……し、したい……から、なんだから……」 
「えっ？　なんだって？」 
「私もアナルセックスして欲しいって言ってるんだ！　恥ずかしいんだから言わせるなよ！」 
　ベッドの上でうつ伏せになり、光明に向けて尻を差し出す。 
　あれほど冷えて気持ち悪かったブルマがにわかに熱を帯び始める。かげろうのようにホカホカと湯気が上がらんばかりに。 
「よく我慢できたな。偉いぞ千影は」 
「ずっと我慢してたんだから……は、早く、してぇ……でないと私はぁっ、も、もう溢れ出しちゃうぞ……うぅっ」 
　あまりの苦しさに、お尻を振っておねだりしてしまう。早くブルマを脱がしてもらわなければディルドもろとも決壊してしまいそうだった。 
「あのお堅い千影がおねだりしてくるだなんて、どうやらすっかり催眠術にかかったみたいだなぁ」 
「かかってなんか……」 
　ない、と言いきりたかったけど、今の千影にはそれがどうしてもできなかった。 
　アナルセックスでどんな感じなんだろう？　メチャクチャにしてもらえるのだろうか？　想像しただけでも秘裂が疼いてしまう。 
「脱がすぞ？」 
「あ、あぁ……」 
　短く答えると、ひと思いにブルマとショーツがずらされる。 
　愛液に濡れそぼった秘裂が露わになり、クロッチとの間に透明な糸を張る。 
　火照った秘裂を、フッとイタズラっぽく風が撫でていった。 
「千影のぱんつ、朝は黄ばんでただけなのに、発酵してネチョネチョになってるぞ。なんか生卵の白身みたいだ」 
「お、お前のせいなんだからなっ。早く……早く、それを抜かないかっ」 
　お尻を振って双頭ディルドを抜けとせがむ。 
　Ｃの字をした双頭ディルドに、光明の指がかかり……チュポンッ！ 
「んっ、んほぉ!?」 
　引き抜かれる感触に、全身が粟立った。 
　なんだろう、この感触は。 
　強いて言うのならば、おトイレでお腹の中にあるものを、思いっきり出したときのような……そんな感触に似ている。 
「おお、ディルドを抜いたら千影のま×こからドロドロ溢れ出してきてる。そんなにお望みなら……」 
「あっ、アヒィッ！　お尻に……硬いのがあたってるぅ!?」 
「千影のケツの穴、ち×こ当てただけなのに吸いついてきてるぞ」 
「あっ、あっ、あっ、入ってきて……るぅぅっ」 
　千影は尻を突き出して悶絶してしまう。 
　硬くいきり立った肉棒が、ディルドによって広げられていた肛門へと入りこんできたのだ。こんなに易々入ってくるだなんて。 
「おっ、おおおぉぉぉっ、こんなに太いのが……んほぉ！　あっ、ら、らめっ、お尻裂ける！　太いのが逆流してきて……んほ！」 
　まるで股裂きにされているような痛みだった。 
　這いずるように前に向かって逃げようとするも、直腸がメキメキと音を立てて引き裂かれていく。 
　光明の身体がお尻に当たる感触。 
　一番奥にまで入ってしまったのだ。ここまで深いところまで入ってしまうと、もはや女である千影はなにもすることができない。 
　ただ秘裂からダラダラとだらしなくよだれを垂らすことしかできないのだ。 
「あっ、あふぅっ、の、呑みこめて、るぅ！　お前のおちん×ん、全部呑みこんでみせたぞ……っ」 
　どうだ、見たか！ 
　思いをこめて、ギュッとお尻に力を入れる。 
　だがアナルセックスの本当の苦しみはここからなのだ。 
「まだ入れただけだぞ？　本番はこれからだっていうのに」 
「えっ？　な、なにを言って……んあっ、あっ、あへっ、らめっ、ぬ、抜くなぁ！」 
　入れただけでも痛かったのに、すぐに引き抜かれるだなんて。 
　肉棒が引き抜かれると、ゾワリとした寒気に襲われる。 
　それはまるで思いっきり排泄物を出しているかのような、そんな感触に似ている。本来ならば排泄だけに使われる器官だからそういう風にできているのだろう。 
「でっ、出るっ、出ちゃう！　それ以上抜かれると……出る！」 
「なにが出るんだ？　わかりやすく三文字で説明してくれ」 
「うっ、そんなこと言えるかぁ！」 
「フフフッ、まぁ、出したくないのならせいぜい一生懸命締めつけるがいいさ。そして俺のことを喜ばせてくれ」 
 
 
 
　ズボッ！ 
　再び直腸を串刺しにされ、千影は苦しさのあまりに舌を出してしまう。 
　口元からはダラダラとよだれが溢れ、勝手に涙が出てくる。 
　生まれて初めてなのだ。 
　肛門を貫かれて、硬いものが逆流してくるだなんて。 
　しかも逆流してくるたびに空気も巻きこんでいるのだろう。少しずつお腹が張ってきてしまう。 
「おっ、おっ、おおぉ……おほぉ！　お、お腹が……張るぅっ、これ以上パンパンされちゃったらお腹が爆発しちゃう……ッ」 
　肉棒が上ってくるときは苦しいが、その直後にはスッキリ出したときのような快感が駆け抜けていく。 
「ど、どうなんだ……！　私のお尻は！　そんなにパンパンして……き、気持ちいいのか……!?」 
「当たり前だろ？　千影のケツの穴なんだぞ。ギュウギュウ引き締めてきて千切られそうだぞっ」 
「そ、そうか……気持ちいいのか……んんっ！　あっ、だ、ダメッ、そんなに串刺しにされたら……お尻が裂け……んほぉっ」 
　剣道で鍛え抜かれた下半身は、男根に串刺しにされながらも、それを千切らんばかりに締めつける。 
　それでもいくら鍛えられているとは言っても若く瑞々しい女の身体だ。 
　括約筋が痙攣するたびに尻がプルンと波打ち、ふっくらとした恥丘からはドロリとした濃厚な汁が溢れ出してくる。 
「あっ、あっ、はぁ……っ、も、もう……お尻溶けちゃうぞっ。痛いのに痛いのにぃっ、だんだん気持ちよくなってきちゃって……んはぁっ」 
　身体が誤変換を起こしてしまったとでも言うのだろうか？ 
　あんなにも痛かったアナルセックスなのに、今ではその痛みが薄らいできて、むしろ気持ちよくなってきている。 
「千影のケツ、熱いゴムが溶けたみたいになってきたぞ。ずいぶんほぐれてきたな」 
「なんかおかしいのだ……。お尻におちん×ん入れてもらってるのに……き、気持ちいい……気持ちいいよぉ……お尻、壊れちゃったみたいに気持ちいいよぉ……」 
　しゅいいいいいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ…………。 
　気がつけば、あまりの気持ちよさに失禁してしまっている。 
　ずらされたブルマとショーツ……ただでさえ長年の染みで黄ばんでいたのに、おしっこが弾けて鮮やかなレモン色に染め直されていく。 
「んあっ、い、いやだ……もうおまたもお尻も感覚がなくなって……はふぅっ、おしっこ垂れ流しにしちゃうだなんて……ッ」 
　きゅううっ、おまたに力を入れてみるも、もはや身体は壊されてしまったのだろう。どんなにおしっこを止めようとしても生暖かい奔流は止まってくれなかった。 
　それはきっとお尻も同じなのだろう。 
　千影のアナルは男根に吸いつくばかりで、引き抜かれたが最後、決壊してしまうに違いなかった。 
「あっ、あっ、はぁっ、抜いちゃ、抜いちゃ、だめぇっ、出ちゃうっ、もうお尻壊されちゃって……抜かれたら……出ちゃうっ」 
「こんなに強く締めてきてるのに？　溶けたゴムがキュウキュウ締めつけてくるぞ」 
　男根が今にも抜けそうなくらいまで引かれる。 
　冷たくドロドロした感触が直腸に満たされる。あと一センチ腰を引かれたら決壊することだろう。 
「あっ、ああんっ、出るっ、おっ、おおぉぉぉぉぉ！」 
　ぐじゅりっ。 
　まるでジェルを握りつぶすかのような音。 
　自分でも信じられない音が肛門から鳴り響いた。 
　それは溶けきったアナルが男根に穿たれる音だった。 
「おっ、おぉぅっ、お、おひりが……お尻が溶け……あへっ、あへぇ！　ら、らめぇ！　そんなに太いの入れられたらもう我慢できない！　いぐっ、いぐっ、いっちゃうのぉぉぉぉぉぉ！」 
　ツーン！　背筋が折れんばかりに反れる。 
　それでも千影は波打つ尻を差し出し、全身を痙攣させた。 
「ヴヴッ！　はっ、はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　おっ、おぉぉぉぉ！」 
　もはや口からは獣のような声しか出てきてくれなかった。 
　空席の秘裂がヒクヒクと痙攣すると、ドロリとした本気汁が垂れてくる。千影はアナルで絶頂してしまったのだ。 
「ぐっ……！　中で出すぞ！」 
　その声とともに肉棒が深いところにまで入りこんでくると、直後肉棒が小刻みに震え始める。 
（あっ、射精される……出してもらえるんだ……） 
　もはや言葉にすることもできない。口からは、 
「おっ、おぐっ、おぉぉっ」 
　低いうなり声しか出てこなかった。 
　苦痛と快楽が溶け合った感触に、だらしなく舌が飛び出す。 
　気がつけばあたりが真っ暗なのは、いつのまにか白目を剥いていたからだろうか。 
　千影の身体は快楽に壊れてしまったのだ。 
「うぅ……も、もう……出、し……てぇ……！」 
　太くいきり立った男根が、直腸で暴れ回る。その先端部から熱くドロドロしたものが噴き出してくると、ドクドクと止めどなく注ぎこまれる。 
　それは火傷しそうなほど熱い浣腸のようなものだ。 
（あああああっ、し、染みる……！　熱いのがお腹の中に広がって……っ、ドロドロしたのが流れこんできて……ううっ、く、苦しい……苦しいけど……お尻溶けちゃって……も、もう光明になら全部見られても……） 
　決壊してもいいかなと、心の中でどこか思ってしまう。 
「おっ、おごぉ……、こ、壊れるぅ……！」 
　やっと絞り出した一言。 
　それを最後に千影の意識は白濁した精液とともに溶けていく。 
　それでも男の精を最後まで搾ろうというのか、気絶してもなお千影の秘裂は痙攣しているのだった。 
 
「ふぅ……」 
　心地よい絶頂感が過ぎ、光明は忘れていた呼吸を取り戻した。 
　見下ろせば、犬のように尻を差し出している千影。 
　その表情は白目を剥いて、だらしなく舌を垂らしていて、涙もよだれも、そして鼻水も垂れ流しになっていた。 
　どうやらちょっとやりすぎてしまったようだ。 
　それでも千影のアナルはおねだりするかのように、キュウキュウと締めつけてきていた。 
　チュポンッ、いい音とともに抜いてやると、千影の肛門は壊れてしまったとでも言うのだろうか。プリュリュッ、恥ずかしい音とともに直腸から精液が漏れ出してくる。 
「おおぅ、ずいぶん出てきてるな。シーツに垂れてきてるぞ」 
　慌ててブルマを元に戻してやる。 
　すると熱く柔らかいものでブルマがうっすらと盛り上がってくる。プリュプリュと、柔らかいものが止めどなく。 
　それが光明の精液なのか、それとも千影の排泄物なのか。 
　それは気絶しながらも、スッキリとした千影の表情がすべてを語っているのだろう。 
　気がつけば、隣のベッドに寝かせておいた玲於奈と紗枝もブルマを大きく膨らませていた。 
　どうやら気絶して双頭ディルドを漏らしてしまったらしい。 
「はてさて、どうしようか……」 
　保健室には確か換えのショーツがストックしてあったはずだけど。 
　だけどアナルがゆるゆるになってしまった三人に、果たしてショーツだけで十分と言えるだろうか？ 
　新しいショーツを穿かせても、すぐに汚してしまうんじゃないだろうか。 
　それならば、もうちょっと安心できるものの方が……。 
「そう、例えば……」 
　光明は薬品棚を物色しながら目的のものを掴み出す。 
「おむつ、なんてぴったりだと思うんだ」 
　こうして保健室におむつが備品にあるということは、それだけこの女子校で使っている生徒がいるっていうことだろう。 
　ピンク色のパッケージから紙おむつを取り出してみる。 
　そいつは白地にピンクの花弁模様が散っていて、ちょっとでもおむつを充てることへの抵抗を減らそうというメーカーの努力がうかがえた。 
　幸いなことにおむつのストックは問題ない。 
　問題は……、 
「まずはみんなの身体を綺麗にしてやらないとな。バケツに水を汲んできて、あとはティッシュもたくさん必要になるな、と……」 
　光明は保健室に満ちあふれる饐えた香りに覚悟を決めるのだった。 
 
 
　幼児退行！　全校集会はぬれぬれハーレム 
 
 
（あ、あれ……？　ここはどこだ……？） 
　うっすらとした白んだ意識の中、千影は目を覚ます。 
　だけどちょっと様子がおかしい。……まぁ、ここ最近、おかしなことばかりが起きているのであまり驚かなくなっているけど。 
　身体を起こそうとしても、金縛りにあったみたいに動いてくれなかったのだ。 
　幸いなことに目だけは動いたので、なんとか薄目を開いてみると、そこはベッドの上のようだった。 
　視覚が戻ってくると、それがきっかけで急速に五感が戻ってくる。 
　身体が動かなくとも息はできる。 
　息ができるっていうことは、匂いを感じるっていうことだ。 
（ここは……光明の部屋？） 
　それくらい匂いでわかる。 
　この匂いは光明の部屋の匂いだ。 
　最後に入ったのはずっと昔だけど、脳に染みついているこの匂いは忘れない。 
（ここが光明の部屋となると……） 
　薄目をグルグルと回しながら辺りを見回してみると、すぐそこに光明の姿を見つけることができた。 
（ほらやっぱり光明の部屋なんだ……。と、ということはここは光明のベッド!?　だけど、なんでこんなところに？　さっきまでムカデ競走をやらされて、それで……） 
　そうだ、それからアナルでセックスをして……そこから思い出そうとするも、記憶が混乱していて思い出すことができない。 
　たぶん、ムカデ競走やアナルセックスは昨日の出来事なのだろう。 
　窓から射してきている光はどう見ても朝日だし。 
　そこまで整理できて、やっぱり疑問に思う。 
（なんで私はこんなところに？） 
　思考が堂々巡りしていると、驚いたことに光明がベッドに上がりこんできたではないか。 
　しかも身体が妙に敏感だと思ったら、千影は一糸まとわぬ裸体にさせられている。 
（ちょっ、朝一番から……!?） 
　逃げようと思っても金縛りにあったみたいに声さえも上げることができない。 
　そうしているうちに脚を開かれてしまった。 
（私、セックス……されちゃうの？　恥ずかしいけど……光明がしたいなら、思いっきりしてもいいんだぞ……？） 
　ずっと昔から幼なじみだった男の子。 
　小さいころからぐーたらしていて、目が離せない存在だった。 
　そんな光明に支配されるのなら、むしろ嬉しいような気もする。 
　バージンはクラスみんなに見られているときに散らしたし、そこから一気にアナルを開発された。 
　こうして二人きりでセックスするというのも、光明が相手ならいい。むしろ嬉しいと思う。 
　だけど千影がそんなことを考えながら、瞳を閉じて覚悟を決めていると、しかしなんだかちょっと様子が違う。 
（脚を開かせておいて……なにをぐずぐずしているんだ？） 
　思っていると、仰向けに寝ているお尻に座布団のようなものを敷かれた。 
　いや、座布団にしては妙にカサカサしているような気が……？ 
　ちょっと気になって薄目を開いて様子見……すると、ドアが開くと玲於奈と紗枝が入ってきた。 
「お兄様、お湯を沸かしてきました」 
「タオルはこれでいいかしら？　柔らかめのを選んできたけど」 
　お湯にタオル。 
　はて、なにに使うのだろうか。 
　だけどそれよりも千影の目線を釘付けにしたのは、二人の格好だった。 
　二人とも制服を着ているけど、スカートを穿かずに太ももを晒していたのだ。 
　しかもショーツの代わりに穿いているのは……！ 
（お、おむつだと!?　なんでおむつなんか穿いているんだ!?） 
　ということは……ま、まさか、今尻に敷かれているカサカサしたものは……！ 
　がばっと身体を起こす。 
　すると今まで金縛りにかかっていたのが嘘のように身体が動いてくれるようになる。 
「おぉ、千影よ。おはよう」 
「おはようじゃ、ないぞー！　なんだこれは！　私になんてものを充てようとしてくれているのだ！」 
「なにって、紙おむつだぞ。ピンクの花柄模様で可愛いだろー。おしっこを漏らしてもサラサラなんだぞ？」 
「そんなことはどうでもいいっ、なんで私がおむつなんかっ」 
「いやがる気持ちもわかるけど、せめて今日くらいはおむつを充てておいてくれよ。昨日は三人を綺麗にしたり、千影をここまで運んでくるの本当に大変だったんだって」 
「えっ？　綺麗にって……」 
　ふとベランダを見ると、そこには三人分のブルマとショーツが干されている。 
　どうやらかなり派手にやらかしてしまったらしい。 
「でもいくらなんでもおむつだなんて、恥ずかしすぎるぞっ」 
「ほー？　それじゃあ昨日アナルが壊れて、気を失いながらもブルマにおもらしを続けてしまった千影の動画を撮っておいてあるんだが、見たいか？」 
「……な!?　そんなもの撮るな！」 
「これをみんなに見られたくなかったら、おとなしくおむつを充てるんだな」 
「こ、この人でなしぃ！　だ、だがこの年になっておむつだなんて……」 
　想像しただけでも恥ずかしい。 
　本来なら赤ちゃんが充てるためのものじゃないか。 
「別に高校生になって紙おむつを充てても恥ずかしいことはなにもないぞ。現にドラッグストアに行けば、それこそいろんなサイズの紙おむつが売られてるんだから」 
「で、でも……それを穿いて学校に行くだなんて……」 
「まったく、愚図るだなんてイケナイ赤ちゃんだ。玲於奈と紗枝は素直に充ててくれたっていうのに。こうなったら毒電波を当てるしかないな」 
「えっ、あっ、だめっ」 
　言い終える前に光明にジッと見つめられる。 
「千影は三歳児ー。一人でトイレに行けないからいつもおむつを充てているー」 
　ピピピッ。 
　つむじの辺りがかすかに痺れると、視界に一瞬モザイクがかかる。こうなってしまえばもう毒電波に身を任せるしかないのだ。 
　気がつけば、 
「おむちゅ、充てて欲しいぞ！」 
　急におむつを充てて欲しくなってしまう。それに舌も上手く回ってくれなかった。もしかして、本当に三歳になってしまったのだろうか。 
「その前におまたを綺麗にしておかないとな」 
「タオルなら用意してありますわよ？」 
「お湯もバッチリです」 
　玲於奈と紗枝の用意しておいてくれた温かいタオルでお尻を拭かれていく。その手はやがて陰毛の一本も生えていない秘裂を拭い始めた。 
「ああんっ、くすぐったい……おまた、くすぐったいの……っ」 
「ちゃんと拭いておかないとかぶれちゃうだろう？　奥の方はタオルだけだと入りきらないな。よし、ここは俺の舌で……」 
「だ、だめぇ……あっ、あふっ」 
　赤ん坊になった千影は、それでも喘ぎ声を漏らしてしまう。 
　光明の舌が、秘裂の間へと入りこんできたのだ。 
　温かくザリザリとした感触に、全身に鳥肌が立つ。 
「昨日は運動会だったからな。ちゃんと奥まで綺麗にしておいてやらないと。千影の柔らかい肉の狭間を舐め取っておいてやる」 
「だめっ、そんなところ舐めたら汚いよっ」 
「いっぱい動いたからなぁ。汗のしょっぱい味と、それにスパイシーな味も混じってるな。それが舐めてくれと言わんばかりに柔肉とともに俺の舌にまとわりついてきてなんとも言えない風味を醸し出しているぞ」 
「は、恥ずかしいよぉ……そんなに汚いところ……」 
「千影に汚いところなんかあるかよ。昨日は全部見ちゃったんだから、何にも恥ずかしがることなんてないって」 
「うぅ……」 
　恥ずかしいけど、そう言ってもらえて嬉しいのも事実だった。 
　ゆっくりと脚を開き、ピンク色の花びらが散った秘裂を、光明に許す。 
「おむつ……充てて欲しいの……お兄ちゃんになら充てられても……」 
「よしよし、千影は素直でいい子だな」 
「うんっ」 
　お尻に敷いた紙おむつでおまたを覆われて、腰のところでテープで留めてもらう。 
　こうして紙おむつにお尻を包まれているだけで、温かくて幸せな気持ちになってくる。 
　それはきっと、赤ちゃんのときに経験してきた記憶が蘇ってきているのだと思う。 
「はふぅ……なんだかとっても安心できて……幸せなの……ぐぅ……」 
　今なら目を閉じただけで眠ってしまいそうだ。 
　隣に光明が来てくれればいいのに。 
　だけどすぐに千影は腕を引かれて起こされてしまった。 
「今日は学校だろう？　ちゃんと勉強しないといい子になれないぞ」 
「あうぅ……千影、いっぱい勉強していい子になるもんっ」 
「そうそう、その意気だ。それじゃあ登校するか！」 
「まぁ、私に勉強なんて必要ありませんけど……」 
「紗枝はちゃんと勉強頑張りますっ」 
　光明の声に、カバンを持って立ち上がる玲於奈と紗枝。 
　だけどちょっと待って欲しい。 
（せ、せめてスカートを穿かせてくれないか!?） 
　強靱な意志によって、千影の意識はなんとか取り戻されようとしている。 
　まだ身体の自由を取り戻すことはできないが、このまま頑張れば毒電波の呪縛から逃れることもできることだろう。 
　……だが。 
　もしかしたら千影は意識を取り戻さなかった方がよかったのかも知れない。 
　光明に手を引かれ家を出ると、おむつのままで登校することになるのだから……。 
 
 
「おむちゅー、おむちゅー、ふかふかおむちゅに包まれてー♪」 
　三歳児になった千影は、ご機嫌な歌声で通学路を歩いていた。 
　上は制服を着ているが、その下半身はスカートを穿かずにおむつを剥き出しにしている。それでも三歳になった千影には、なにも恥ずかしがることなんてない。 
「これなら『ちぃ』が出ても安心でー、ふかふかおむつが包んでくれるの♪」 
　紗枝と玲於奈と手を繋いで、みんなに見て欲しいと言わんばかりに通学路を歩いていく。 
　そんな千影を、周りの生徒たちは温かい目で見守ってくれる。光明の毒電波に操られているのだ。 
『千影ちゃんったら、おむつがよく似合ってるわねー』 
『私も充てたいくらい』 
『いつも千影ちゃんは可愛いわよねー』 
　一人の女子生徒に頭を撫でてもらうと、それだけで嬉しくなる。 
　だけど、それは表向きの話。 
　目覚めかけている千影の意識は羞恥心に苛まれていた。 
（こんな恥ずかしいところをみんなに見られるだなんて……っ、玲於奈や紗枝は平気だというのか!?） 
　手を繋いでいる玲於奈と紗枝を見やるも、しかしおむつを充ててもらってご機嫌らしい。ウキウキ気分がこっちにまで伝わってくるようだった。 
（そんな……こんなに恥ずかしいのに……っ） 
　そんな千影の思っていることも知らず、三歳になった千影はみんなにおむつを見て欲しいと言わんばかりに進んでいく。 
　……だが。 
（あれ、なんだかちょっとおしっこしたくなってきちゃった……？） 
　思い返してみれば、朝起きておしっこをしていなかった。 
　きっと膀胱は、水風船のようにレモン水で膨らんでいることだろう。 
　だけどこれくらいなら大丈夫だ。 
　学校のトイレに行けば間に合うだろう。だからここは黙っておけばいい……そう思っていた、が……。 
　校門まで来た辺りだろうか。 
　千影は立ち止まり、しかもしゃがみこんでしまったのだ。 
　ここまで来るとたくさんの女子生徒たちがいる。 
　その中で立ち止まり、しかもしゃがみこんでしまった千影は注目の的になってしまう。 
「どうしたんだ千影。校門でしゃがみこむだなんて。みんなが通れないじゃないか」 
「あうぅ、ちぃ、したくなっちゃった……」 
「なんだそんなことか。それなら簡単だ、おむつにしちゃえばいいじゃないか」 
「せっかくおむつ充ててもらったのに……もうおしっこしちゃうなんて……」 
「我慢は身体によくないぞ」 
「で、でも……」 
「漏らせ」 
　ピピピッ。 
　きた。 
　光明、得意の毒電波。 
　千影は身構えるも……しかし電波を飛ばす瞬間に光明の鼻を風がくすぐっていったのだろう。 
「はっくしょん！」 
　光明は盛大なくしゃみをしてみせた。 
　だけどこれがよくなかった。 
　毒電波の強さを間違ったのか、周りの女子生徒たちまで急に立ち止まってしまったのだ。まさか、これは……。 
『うぅ、なんだか急にお腹が痛くなってきちゃ……あっ、あぁっ』 
『か、勝手におしっこが……いやぁぁぁ……っ』 
『ぱんつの中が温かくなって……ああぁ！』 
　女子生徒たちは足を止め、立ったまま失禁を始めてしまう。 
　太ももを撫で回される感触に耐えながら靴下やローファーを恥水に染めて、足元に大きな水たまりを作っていく。その数、三桁はあるだろう。 
『あっ、あっ、ああぁぁ……だめぇ……』 
　きっとクラスでは委員長なのだろう。 
　黒タイツを穿いておでこを出した女子生徒は、気品のあるツヤのある黒を、恥ずかしすぎる段だら模様に染めて、自らの足元に広がってく水たまりを見つめている。 
　それを自分が作り出していると認めたくないのか、委員長は水たまりを睨みつけている。 
　なんとかスカートと靴だけは汚すまいかと座りこんでする女子生徒もいる。捲りあげたスカートからはおしっこに濡れたショーツが露わになり、それでも生暖かい滝がビシャビシャと地面に落ちている。 
　みんな毒電波で尿道が緩んでしまったのだ。 
　それはおむつを充てている千影たちも例外ではなかった。 
　和式トイレをまたぐようにしゃがみこんでしまった千影は、 
「ン……ッ、あぁぁ……出ちゃう……おしっこ……出ちゃう……」 
（だ、ダメェ！　漏らすなぁ！） 
　心の中でどんなに叫んだとしても、それは無駄なこと。 
　プシュッ、という水音とともに緩んだおまたからおしっこが出てきてしまう。 
　どんなにおしっこを止めようと思っても、一度出てきてしまったおしっこは止まってはくれない。 
　紙おむつに黄色い染みが広がったかと思うと、モコモコと膨らんできたではないか。 
「あぁっ、おむつが膨らんできて……厚くなってきちゃってるよぉ……」 
「最近の紙おむつは一見すると薄っぺらくて頼りないけど、おしっこを漏らすと中に仕込まれている吸水ポリマーが膨らんで水分を閉じこめてくれるんだ。けれどもまさかここまで膨らむとはなぁ。黄色い入道雲みたいだぞ」 
「せっかく充ててもらったのにぃ……もう汚しちゃうなんて……」 
　背中を丸めておしっこを止めようとするけど無駄なこと。 
　ジョボジョボと流れ出したおしっこはお尻を撫で回していく。 
「うぅ……気持ち悪い、ですぅ……」 
　紗枝も決壊してしまったのだろう。 
　しかしおもらしをしていることを認めたくないのか、へっぴり腰になりながらも立ったままプルプルと震えている。 
　そんな紗枝の小さなお尻を包んでいるおむつは鮮やかなレモン色に染め上がり、そしてモコモコと綿菓子のように膨らんでいた。 
　ツーンと酸っぱい香りが、紗枝の腰のあたりから漂いだす。 
　そして玲於奈は一番悲惨だった。 
　急に尿道が緩んで驚いたのだろう。 
　自分の足につまずくと、尻を突き出して転んでしまったのだ。 
　その突き出された、おむつに包まれた腰──その花弁のあたりが菜の花のような鮮やかな黄色に染まると、ふんわりと柔らかい香りが溢れ出してくる。 
　ピンクの花柄模様がレモン色に染まって、まるで本物の菜の花のようだ。 
「ああぁっ、おま×こが温かくなって……モコモコ膨らんで……ご、ご主人様ぁ、おしっこが止まらないれすぅ……ンンッ」 
「やれやれ、犬でさえも電柱でおしっこできるのに、玲於奈はこんな通りの真ん中でおしっこしちゃうだなんてさすがだな。そんなにみんなに見て欲しいのか？」 
「そ、そんなぁ……うぅ、見て欲しいでしゅっ、エッチな私をみんなに見て欲しいですぅ……！」 
　マゾに染まりきった玲於奈は、尻を突き出したまま失禁して、プルプルと身体を震わせる。 
　そのおむつの中は、おしっこ以外の体液でドロドロになっていることだろう。 
「あぁ……おむつ……温かいよぉ……」 
　千影はおもらしをしながらもあることに気づいていた。 
　どんなにおしっこを漏らしても、紙おむつはサラッとしているのだ。 
　ショーツを穿いて失禁をすればこうはいかない。 
　もしもショーツだったら、今ごろ濡れた布がおまたに食いこんできて、冷えてお尻にペッタリとまとわりついてきていたことだろう。 
　だけど紙おむつは違う。 
　モコモコと膨らんで、優しくお尻を包みこんでくれている。 
「は、はふぅ……おむつ……気持ちいい、よぉ……」 
　認めたくないのに。 
　赤ちゃんじゃないのにおむつを充てているだなんて。 
　とっても恥ずかしいことなのに。 
　その価値観が、ガラガラと崩れていく。 
「こんなにおしっこしちゃってるのにサラッとしてて……それに凄く温かい……優しく包みこんでくれて……おむつ、気持ちいいよぉ……」 
（こんなに薄いならスカートの中に穿いてもいいかも……って、私はなにを考えているんだ!?） 
　あまりの心地よさにそんなことを考えてしまう。 
　だめだ、スカートの中におむつを充てている女子高生だなんて。 
　スカートが風になびいたらおむつが見えてしまうじゃないか。 
（ダメだっ、絶対にだめだ……ッ） 
　思うけど、それでもおむつは優しくお尻を包みこんでくれている。一滴もおしっこを外に漏らさずに。 
　こんなにおしっこを漏らすと気になってくるのが匂いだけど、なぜかふんわりとしたバニラの香りが漂ってくる。 
　尿臭さえも包みこんでくれたのだ。 
「あぁ……おむつ、いいよぉ……」 
　いくつもの水たまりができて、ツンと甘酸っぱい匂いが立ちこめるなか、千影は呟いてしまう。 
　そのほっぺたは、綺麗な桃色に染まっていた。 
 
 
 
☆ 
「まさかこんなことになろうとは……毒電波、恐るべし」 
　光明は自分で招いてしまったこととはいえ、思わず頭を抱えてしまった。 
　千影だけ失禁させようとしたのに、くしゃみをしてしまった拍子に全校の女子生徒を失禁させてしまったのだ。 
　こんな状況でまともに授業ができるはずもなく……光明は仕方なく毒電波を全校生徒に向けて発信する。 
　こうして今日の一時間目は体育館での全校朝会となってしまったのだった。 
　光明が壇上に立つと、全校の女子生徒の視線が集中する。 
　そんな女子たちは気まずそうにモジモジしている。無理もない、ここから見えるすべての女子たちが失禁してしまったのだ。 
　スカートに隠れたショーツはペッタリとお尻に張りつき、太ももからは甘酸っぱい香りが漂っていることだろう。 
　事実、体育館はムワッとした女臭に満ちている。 
　コホン、壇上に立った光明は一つ咳払いをした。 
「あー……、今朝はなぜか学園中のみんなが失禁してしまうという事件があり……このままだと授業にならないのでみんなに集まってもらったわけなんだが……」 
　ザワザワと落ち着かない様子の体育館。 
　まぁ、わからなくもないけど。 
　大丈夫、しっかり準備はしてあるのだ。 
「せっかくだから、今日はみんなに紙おむつを用意しておいたんだ。前から順番に回していくから、全員一つずつ取ってくれ」 
　紙おむつ。 
　その単語に女子たちの頬が凍りついた。 
　いくらなんでも高校生にもなっておむつを充てることに抵抗があるのだろう。 
（ふふ、そういう反応をすると思って、ちゃんと対策済みだがな……） 
　紙おむつが全校の女子生徒に回ったのを確認すると、光明は切り出すのだった。 
「それじゃあ千影、ステージに上がってきてくれ」 
「えっ……は、恥ずかしいよぉ……」 
　まだ三歳児になるようにかけておいた毒電波は解けていない。 
　千影は恥ずかしがりながらも、ゆっくりとステージに上がってきた。 
　レモン色に染まった紙おむつをみんなに見られてさすがに恥ずかしいのだろう。千影はもじもじと落ち着かない素振りを見せている。 
「光明お兄ちゃん……これから私はどうすればいいの……？」 
「俺がこれから千影の紙おむつを交換してやるからな。ちょっとその様子をみんなに見てもらうってだけさ」 
「……えっ、そんな……恥ずかしいよぉ……」 
「大丈夫。千影ならできるって」 
　ぐずる千影を尻目に、光明はマイクで全校生徒へと呼びかける。 
「これから二人組を作って、紙おむつを充てる練習をしてもらうからなー。将来役に立つことだからよく見ておけよー」 
『はーい』 
「あー、あと、近くで見たいっていう生徒は遠慮なくステージに上がってきてくれ」 
『はーい』 
　返事とともに、何人もの女子たちがステージに上がってくる。 
　あまりにも多すぎてステージから溢れ出してしまいそうなくらいだ。 
　だけど千影は堪ったものではない。 
「恥ずかしいよぉ……」 
　みんなが見ている前でおむつを剥がされるのだ。いくら幼児退行しているとは言え恥ずかしいのだろう。 
　ほっぺたを真っ赤にしている。 
　そんな千影は卓上に横にされると、おむつを交換される赤ん坊のように脚を開かされる。 
「ひっ、や、止めて……」 
　レモン色に染め上げられた紙おむつ。そんなおむつのテープに指をかけると、バリバリと剥がしていく。 
　むわ……っ。 
　ただでさえ尿臭が満ちあふれている体育館に、より濃厚な甘く刺激的な湯気が立ち上った。 
　だけどそれは想像していたような、ツーンとしたアンモニア臭ではなかった。 
　一人の女子生徒が口を開く。 
『あれ？　なんだか甘くていい匂いがします、どうしてですか？』 
「最近の紙おむつは、おしっこの恥ずかしい匂いを隠すために芳香剤が入っているものもあるんだ。だからおしっこと反応するといい匂いがするんだぞ」 
『へぇー、最近の紙おむつは凄いんですね。それになんだかおむつの内側は濡れてるはずなのにサラッとしているような気が……なんでですか？』 
「それはとてもいい質問だな。この薄い紙おむつには吸水ポリマーが仕込まれていて、おしっこを漏らしてもモコモコと膨らんでおしっこを閉じこめてくれるんだ。だからこうしてサラサラしてるんだぞ」 
『ホントだ、サラッとしてるー』 
『おまたもサラサラしてるよ？　千影ちゃんおまた、ツルツルしてて可愛らしいね』 
『ホントだ、ふっくらしてて本当の赤ちゃんみたい』 
「そんな敏感なところを拭くには、赤ちゃんのお尻拭き専用のウェットティッシュを使ってあげるのが望ましいぞ」 
　光明はどこに用意してあったのか、きめ細かなウェットティッシュを持ち出すと、ピクン、ピクン……みんなに見られて怯えきっている千影のおまたへとあてがってやる。 
　だけどちょっと様子がおかしい。 
　……いや、この場合は正常なのかも知れないが……、どんなに拭いても、千影のおまたから透明な汁が滲み出してきているのだ。 
　くちゅ、くちゅくちゅ……それはメレンゲのように泡立ちそうなほどになってしまっている。 
『千影ちゃんのおまたから甘くていい匂いがしてる……？』 
『おむつにエッチなお汁が溜まってきちゃってるね♪』 
『トロッとしたお汁は、おむつはあんまり吸収してくれないみたい？』 
　ジッと千影の秘芯を見つめて、そんなことを口にする女子たち。 
　そうなると次なる疑問は決まっていた。 
『光明せんせー、紙おむつはおしっこを漏らしたときはモコモコに膨らんで水分を閉じこめてくれるのはわかりました。それじゃあうんちを漏らしちゃったらどうなるんですかー？　おしっこのときみたいにちゃんと吸ってくれるんですかー？』 
「それはまだ試してないからわからないなぁ。試してみるか？」 
『はい、実験です♪』 
　ノリノリの女子生徒たち。 
　そのうちの一人がごついシリンダーと、グリセリン溶液が入った大瓶を持ってきた。 
『保健室から持ってきたわよー。さっそく実験よね』 
「ちょっ、止め……ッ、実験、よくないと思うぞっ」 
　千影の必死の声が響き渡るも、しかしゾンビのように群がる女子生徒たちに抵抗できるはずもなかった。 
　卓上で犬のように尻を突き出すポーズを取らされる。 
　小さな菊の花がヒクヒクと痙攣している。 
　ここにグリセリン溶液を注入すれば、無慈悲な実験が始まるわけだが……。 
「一人だけだと実験結果として不安だからなぁ……。ちょうどいい、玲於奈と紗枝も前に出てくるんだ」 
「わんっ、ご主人様♪」 
「紗枝のおむつはもうムラムラしちゃってます……」 
　毒電波に操られて正気ではないのだろう。 
　紙おむつを充てている二人は、言われるがままにステージに上がってくる。 
「二人とも、さっそくで悪いが紙おむつを外して、千影の上に覆いかぶさってくれ」 
「わかりました、ご主人様」 
　言われるがままに虚ろ目の玲於奈は紙おむつを外すと、犬のように尻を突き出している千影の上に覆いかぶさる。 
　その上に小柄な紗枝も覆いかぶさった。 
「ふふふ、いい景色じゃないか。三人の筋が一直線に繋がってるぞ」 
「み、見ないでぇ……っ、恥ずかしい、よぉっ」 
　千影はなんとか声を絞り出す。 
　上から玲於奈と紗枝が乗っかってきて、逃げだそうにも叶わない。 
　そうしているうちにごついシリンダーがグリセリン溶液に満たされ、そしてそれが尻穴に当てられ……。 
 
「ひ、ひぃっ」 
　直腸に、あまりにも冷たい液体がドロドロと流しこまれてくる感触に、千影は短い悲鳴を上げてしまった。 
　ひんやりとした感触に、お腹が内側から冷やされてきて、早くもゴロゴロと不吉な音が鳴り響いてしまう。 
「く、苦しい……よぉっ。これ以上入れられたら、うぅっ、で、でちゃうぅぅ！」 
　気がつけば、思っていることを口に出せるようになっていた。 
　どうやらあまりにも苦しくて、三歳児になっている催眠術が吹っ飛んでしまったらしい。 
　だが危機が去ったわけではない。 
　シリンダーを抜かれると、プチュッ、ちょっとだけ出てきてしまう。 
　それでもまさか全校生徒に見られている前で決壊するわけにはいかない。千影は必死になってアナルを引き締める。 
　こうしてお腹の嵐に耐えていると、上から覆いかぶさっている玲於奈と紗枝も引き攣った悲鳴を上げる。 
「はうぅっ、お腹に冷たいのが入ってきてますの！　……あっ、あああっ、い、いやぁ、ちょっとでもお尻から抜いたら、も、漏れてしまいますわ！」 
　ジットリと脂汗を浮かべる玲於奈。 
　だがその苦痛さえも快楽と誤変換されているのだろう。 
　玲於奈の乳首はコリッと勃起して、むにゅりと千影の背中に押しつけられている。 
「はうっ」 
　突然身体を震わせたのは紗枝だ。 
　どうやらいつも詰めているステンレス製のディルドを抜き取られてしまったらしい。そしてそこに注ぎこまれるのは……、 
「おっ、おおぉぉぉぉぉ……っ、冷たいのが入ってきてますぅ……んっ、ふううぅぅぅっ！　おっ、おおっ、お！」 
　紗枝が獣のように低い声を漏らすと、プチュリと粘着質な音が溢れ出した。 
　どうやらディルドを詰められて緩みきったお尻では、完全には我慢できないらしい。 
「はぁ～、はぁ～、はぁぁぁぁ～っ」 
　紗枝はプルプルと身体を震わせながら、苦しげな呼吸を繰り返している。 
「これで三人とも浣腸を済ませた訳なんだが……これでただおむつを充てなおして決壊を待っているっていうのも芸がないと思うんだ」 
（えっ？　もうお腹が風船みたいにパンパンだっていうのにっ、光明のヤツはまだなにかするつもりなのか!?） 
　そのイヤな予感は的中することになる。 
「そうだ。いいことを思いついたぞ」 
「な、なんだそれはっ」 
　イヤな予感を感じつつも、しかし千影の秘裂は熱い蜜を溢れ出させてしまう。 
「俺のことを気持ちよくさせたら、おむつではなくトイレに行く許可を与えてやろう。できればの話だがな」 
「く、くううぅぅ～」 
　千影は唇を噛んでしまう。 
　氷のように冷たい浣腸の感触が、ジンワリとお腹に染み渡っていく。だがその冷たさに、千影の身体は熱くなっているのも事実だった。 
（お尻、気持ちいい……おまたがムズムズして……） 
「ずいぶん気持ちよさそうにしてるじゃないか。千影はそんなにアナルが気持ちいいのか？」 
「き、気持ちよくなんか……ないんだぞっ」 
「ほほう、それじゃあ前穴が好みかな？」 
　ぴとり、マシュマロのような恥丘に硬いものがあてがわれる。 
　忘れようもない。 
　光明のちん×んだ。 
（あぁ……硬くて……それに熱くて……） 
　ゾワリ、千影の背筋に、鳥肌が立つ。直後だった。 
「ま、前……んっ、ああああああ！　入ってきたら……出るぞっ、お尻から熱いのがあふれ出てきちゃ……ッ、ンホォ！」 
　突然、秘裂に肉棒が入りこんできて、千影は品のない悲鳴を上げてしまう。 
　今にも溶液が溢れ出してきそうな尻に、光明の親指が入りこんできたのだ。 
「ゆ、指ぃっ、抜いてぇ！　じゃないと溢れちゃう！　熱いのいっぱい出ちゃう！」 
「ふふ、そんなこと言っても、千影のケツ、キュウキュウ締めつけてきてるぞ。俺の指が千切られそうだ」 
「ふ、太いぃっ、そんなに太いの入れられたら……んほぉ！　無理なんだぞっ」 
「太いって、なにが太いんだ？　俺のち×こか？　それとも指か？」 
　ズンッ、膣洞を貫かれ、子宮口を突き上げられる。 
「んはぁぁ！　く、苦しいのにっ、苦しいのにおまたが熱くなって……い、いいいいいっ、いいよぉ……っ、お腹が破裂しそうなのにぃっ」 
「いい声で鳴くじゃないか。さすが千影、むっつりスケベだな」 
「こんなことされたら仕方ないんだからな……っ」 
　前戯をされていないのに、もはや千影の秘裂は愛液でヌルヌルになっている。 
　……もっとも、それは上から二人分の愛液が落ちてきていることもあるが……。 
「ご主人さまぁ……わたしのおま×こももう我慢できないですぅ……」 
　玲於奈の秘裂からは、ダラダラとよだれのように愛液が溢れ出してきていて、それが滝のように千影の秘裂を流れ落ちていく。 
　玲於奈の愛液だけではない。 
　紗枝も浣腸で昂ぶってしまったのだろう。 
　幼裂からも甘い蜜が溢れ出してきていて、それは玲於奈と千影の秘裂を濡らしていた。 
「玲於奈も紗枝もドロドロじゃないか。まだ浣腸しかしてないっていうのに。そんなに気持ちよかったのか？」 
「お浣腸がきもちいいですって!?　……そ、そんなわけっ」 
　玲於奈は口では認めたがらないが、しかし若く張りのある身体は正直だった。 
　秘裂からはよだれを垂らし続けている。 
「よし、それじゃあご主人様が貫いてやるからな？」 
「お、お願いしましゅ！」 
　ヌプ……千影の秘裂から、男根が引き抜かれてしまう。 
「んあっ、抜けちゃった……よぉ」 
　せっかくいいところだったのに……残念に思っていると、直後に玲於奈が嬌声を上げて、ブルブルとおっぱいを押しつけてきた。 
「んっ、ふぅぅっ、あぁ……いいよぉ！　ご主人様のおちん×ん、気持ちいいのぉっ！　もっと、もっと……んふぅ！」 
　玲於奈が喘ぐたびに、うなじを色っぽい吐息がくすぐっていく。 
　それだけではない。 
　光明の指は、まだ千影の直腸で蠢いているのだ。 
　そのおぞましくも官能的な感触に、千影の背徳的な絶頂感は否が応でもこみ上げてきてしまう。 
　キュウゥゥゥ、お尻の両脇にえくぼができるほどに、千影の尻は引き締まる。 
「うっ、はぁ！　お前の指がお尻の中で動いてるぞ……ッ、はぁう！　そんなに激しく動いちゃ……んほっ！　だ、だめぇ、動くなぁ！　も、漏れるから！」 
　直腸でウネウネと蠢いている親指を、必死になって締め上げる。そうでもしないとお腹の中で暴れ回っている流動体を漏らしてしまいそうだった。 
「千影の尻はよく締めつけてくるなぁ。玲於奈の尻はどうかな？」 
「えぇっ？　そ、そんなご主人様、お尻になんか入れちゃ、んはぁっ」 
　剣道で鍛え抜かれた千影の尻とは違った、ふっくらと柔らかい玲於奈の尻。 
　そこに指を突っこまれた玲於奈は、目を見開いて悶えてみせる。 
「おぉ、玲於奈は尻の穴の中までふっくらとして柔らかいな。キュウキュウ締めつけてくる千影とは大違いだ」 
「あっ、あへぇっ、らめっ、指ぃ！　ご主人様にアナル広げられちゃう、よぉ！　おま×こにもおちん×んが入ってきて……いい、いいのぉ！」 
　どぷり……悶え苦しむ玲於奈の秘裂から、愛液よりも粘着質な体液が溢れ出してくる。どうやら指と肉棒の二穴責めで早くも絶頂しそうなようだ。 
「ど、どうですの？　私のおま×こ、気持ちよくて？　ち、千影よりも上手にできてますの……!?」 
　玲於奈は発情した犬のように腰を振る。 
「玲於奈の膣内、ふっくらしてて優しく包みこんでくれるみたいだな。それでいて締めつけてきてくれて……」 
「こらっ、光明。私のお、おまたにも入れてくれないとイヤなんだぞっ」 
「千影がおねだりしてくるだなんて、よほど苦しいとみえる。ほら、こうか？　千影はこうやって奥を突かれるのが好きなのか？」 
　玲於奈から引き抜かれた男根が、再び千影へ。 
「んはぁ！　いい、いいぞっ、……ゾクゾクして気持ちいい……ぞ！」 
　キュンッ、千影の秘裂が痙攣すると、力強く肉棒を締めつける。 
「おまたが震えて……んんっ、光明のおちん×ん……締めつけちゃ……んはぁ！　ど、どうだ、私のおまたは、ちゃんとできてるか……!?」 
「あぁっ、千影のま×こ、キュンキュン締めつけてきて、ザラザラ毛羽立ってて最高だっ。千切られそうだぞっ」 
「そ、そうか……ンッ、お、奥ぅ、いい……子宮ごと突き上げていいぞ！」 
　こみ上げてくる絶頂感に、秘裂からドロリとした本気汁が溢れ出してくる。 
（あっ、もうちょっとで逝きそう……だ。みんなに見られてるけど、それはそれで見せつけてる感じがして……） 
　ぼんやりとした意識の中、千影はそんなことを思う。 
　だけどあともう一突き……そこでヌプリと男根を引き抜かれてしまう。 
「えっ、あっ、あうぅ……あともうちょっとでいけたのにっ、なんで抜いちゃうんだよぉ……っ」 
「いや、だって紗枝も欲しそうにしてるから……」 
　一番上に覆いかぶさって、千影と玲於奈の乱れている姿を見せつけられた紗枝──。 
　黙ってはいるが、しかし赤らんだ幼裂からは触れてもいないのに本気汁が溢れ出してきている。 
「紗枝、大丈夫か？　ヒクヒクしてドロドロしてるぞ」 
「は、はいぃ……もう紗枝は、紗枝は……ううっ」 
　アナルを開発された紗枝は、浣腸だけでも感じてしまったのだろう。 
　その幼い秘裂からは、卵の白身のようなヌルヌルが垂れ流しになっている。 
「もう紗枝は我慢してるだけで逝ってしまいそうなのです。今までも授業中だって、お尻を開発されてるときに気持ちよくなって何回も達してしまったから……っ、もう、もう我慢できませんっ」 
「紗枝がこんなに昂ぶってくれて、俺は嬉しいぞ」 
「お兄様のせいなんですからっ。こんなに気持ちいいことを教えられて……もっと紗枝にいけないことを教えて下さい……っ、もっとイケナイ子にして下さいっ」 
　紗枝はおねだりするように、小さなお尻をフリフリする。 
　その小さな肛門に、光明は中指をあてがうと、ぐにゅりっ、無理やり押しこむ。 
「んほぉ！　お、おひりに……太いのがぁ……！　んほっ、いいっ、いいよぉ」 
　紗枝の肛門と比べたらあまりにも光明の中指は太い。 
　だが、開発されたアナルは物足りないといわんばかりに中指を、そして人差し指を易々と呑みこんでいく。 
「あぁぁっ、太いのがいっぱい……っ、お尻広げられちゃってる、よぉっ、お兄様になら、お兄様になら壊されても…………カハッ」 
　紗枝は声にならぬ悲鳴を漏らす。 
　幼裂に、あまりにも不釣り合いな肉棒を捻じこまれたのだ。 
「ああああああああ！　おまたに！　おまたにお兄様のおちん×んが、がぁっ！　ふ、太すぎますぅっ、大きすぎますぅっ」 
　プシュッ！ 
　幼裂からレモン汁が弾ける音。 
　直後、搾りたての甘酸っぱい刺激臭が漂った。 
　尿臭と女臭に溢れている体育館であっても、幼い身体に溜めこまれていたおしっこの匂いは存在感を示す。 
　レモン色の奔流はジョロジョロと溢れ続け、玲於奈の尻を撫で回し、千影の勃起したクリトリスを官能的に撫で回していく。 
「あっ、あっ、あっ！　おしっこ止まらないれすぅ、おまたが広げられすぎて……んっ、ほぉぉぉっ」 
「凄いな、紗枝の尻を弄ると前穴まで引き締めてくるぞ」 
「おっ、おぉぉぉぉっ、そんなに広げられたら……ら、らめっ、お尻、広がっちゃううぅぅぅっ」 
「ああ、どんどん広がってくな、紗枝の割れ目は」 
「ど、どうですか!?　紗枝のおまたは！　お姉ちゃんみたいに上手にできていますか!?」 
　ヒククンッ、紗枝は健気にも幼裂を痙攣させる。 
　だがそうするまでもなく幼裂はギュウギュウに締めつけているのだ。 
「うぅっ、紗枝、そんなにきつく締めつけられると……！　ただでさえザラザラして熱いのにっ」 
「紗枝もッ、紗枝も熱いれす！　も、もう、おっ、おっ、おぉぉぉ……おほぉ!!」 
　ツーン！ 
　紗枝は小さな身体を反らせると、あっという間に上り詰めてしまった。 
　溢れ出しそうになるアナルを締めようと、膣までもがキュウキュウと締めつけられる。 
「紗枝、膣内で出すぞ」 
「は、はいぃっ、出して、下さいぃ！」 
　紗枝の身体がガクガクと痙攣し、 
「あっ、あああぁぁぁぁぁぁぁ……はふぅっ」 
　至福の吐息とともに痙攣が収まっていく。 
　その代わり、弛緩した幼裂からは黄金の滝が止めどなく溢れ出し続ける。 
　その生暖かいせせらぎに秘部を撫で回されている玲於奈は堪ったものではない。 
「はうぅっ、紗枝のおしっこがお尻を撫でていってますの……も、もうご主人様、我慢できないですの……っ」 
　玲於奈は尻を振っておねだりする。 
　その秘裂はパックリと割れていて、真っ赤な膣壁を恥ずかしげもなく晒していた。 
「凄いな。玲於奈の身体の裏側が丸見えになってるぞ。それにダラダラよだれも垂らしてる」 
「もう我慢できませんの！　ご主人様、早くわたしのお行儀の悪いおま×こに、逞しい逸物を……おぉぉぉぉ!!」 
　玲於奈はブルブルと身体を震わせ始める。 
　熱い失禁の滝を浴びてすでに限界を超えていたのだろう。息を乱しながらも、必死になって腰を振り続ける。 
「あっ、ひぃ、ひぃぃっ、きちゃうっ、おっきいの……ッ、きちゃう、ご主人様も一緒に……一緒にきてぇ……っ」 
「おぅっ、玲於奈、そんなに熱くてキュウキュウ締めつけられたら、出したばっかりなのにもう出そうだっ」 
「んはぁっ、は、早くぅ……！　でないと、私はもう、もう我慢でき……ンー！」 
　玲於奈は気を吐くとプルンッ、ふくよかな裸体を波打たせる。 
　染み一つなく土手高の恥丘が、男根から精を搾り取ろうと痙攣する。 
「いっ、いいっ！　ご主人様のおちん×んっ、膣内で暴れ回って！　もっと無茶苦茶に、してぇ！」 
「膣内に出すぞっ、玲於奈！」 
「んんー！　だ、出してぇ！　もう許嫁なんて関係ないですのっ！　私のおま×こを、熱くてドロドロしたもので無茶苦茶に、してぇぇぇぇぇ！」 
　ドクンッ、ドククッ！ 
　男根が震え、その振動が玲於奈の裸体を波打たせる。 
「んっ、んんんっ、はぁぁぁぁぁぁ……あっついのが、おま×こに広がって……はふぅ……、お腹のなかで……元気に泳いで……ますの……っ」 
　ブルルッ、玲於奈は至福の吐息をつき……ジョボボボボボボボボボボ……。 
　すっかり弛緩してしまったのか、紗枝に続いて玲於奈までもが失禁してしまう。 
「あぁ……もうおま×こゆるゆるになってぇ……おしっこ出てきちゃう……よぉ……はううぅぅぅ」 
　透き通るような玲於奈の碧眼は、今や精液にもたらされた快感に白く濁ってしまっている。 
　その秘裂から溢れ出す恥液を浴び続けた、千影──。 
　千影の美丘に、スッと刻まれた一筋の割れ目からは、ピンクの花びらが甘酸っぱい香りをまき散らしていた。 
「凄いな、千影のここ、綺麗なピンクに染まってるじゃないか」 
「ずっと待ってたんだぞっ。ずっと、ずっと……っ、紗枝と玲於奈が気持ちよくなって、おしっこされても……うぅっ、ずっと待ってたぞっ。もうおまたがムズムズして……し、したらどうなんだっ。ここで打ち止めだなんて言ったら承知しないぞっ」 
「ノープロブレムだ。こんなに綺麗な千影の姿を見せられたら、いくらでも勃つっていうもんだ」 
「はぁんっ、お、おまたに擦りつけられたら……んふっ」 
　二人分の失禁に濡れた秘裂に、肉棒が潜りこんでくる。 
　最初はやや柔らかかった肉棒だが、肉裂に潜りこんでくると、ムクムクとその大きさと硬さを増してきたではないか。 
「う、うそ。おちん×んって、急にこんなに大きくなるのか……？」 
　敏感なところで勃起を感じてしまい、千影はいやらしいことをされるとわかっているのに興奮してしまう。 
（こんなに大きいのがおまたに……） 
　覚悟を決めていると、ずぶりと肉棒が入りこんできた。 
「んっ、んんん！　は、はうぅっ、逝きそうだったんだぞ……っ、さっきはよくも途中で抜いてくれたなっ」 
　お返しとばかりにキュウキュウと引き締めてやる。 
　ただでさえ逝きかけで苦しかったのだ。 
　しかも熱く火照った身体に忘れそうになるが、腸内にはグリセリン溶液を流しこまれているのだ。 
　だがそれが苦しいわけではなかった。 
　今の千影には、腸内を満たす浣腸でさえも快感と誤変換されている。 
「あっ、あああぁぁぁぁ！　おまたの中でおちん×んが動いて……んんっ！　も、もっと、もっと激しく、しないと満足できないんだぞっ……あふ！」 
「これ以上激しくすると壊れるぞ!?」 
「壊すくらいにぃっ、男ならもっと激しくしてみたらどうなんだっ」 
「覚悟しておけよ！」 
　その声に千影は身体を縮こまらせる。 
　だがそれは無駄なことだった。 
　男根が突き上げられると、ゴリゴリと子宮口を抉られる。 
「か、カハッ！」 
　あまりの強さに、千影は空気の塊を吐くことしかできなかった。 
　しかも一度昂ぶってしまった女体は、男を喜ばせようとガクガクと痙攣し始めてしまう。 
　剣道で鍛え抜かれた下半身は、親指を入れられたアナルも、そして男根を穿たれている美丘も、千切らんばかりに引き締めていく。 
「あっ、あああ！　と、止まらないっ、お尻が勝手に震えて……ふ、ふぅ！　ガクガク震えてきてるぞ！　い、いや、い、いくっ、い、い、い、い！」 
　いつも竹刀を握って、どっしりと落ち着いているはずの腰が、まるで自分のものではないようだ。 
　身体がガクガクと震えて、息さえも上手にすることができない。 
　無理にでも身体を落ち着かそうとするも、それは無駄なことだった。こうなってしまうと、最後までしてもらうしかないのだ。好きな男にかき回してもらうしか、静まってはくれないのだ。 
「だ、出せぇ！　私のなかにぃっ、いっぱい熱いのぉっ、少なかったら……承知しないんだからなぁぁぁぁぁぁ！　あっ、あっ、あ、あ、あ、あ、あああああああ！」 
　悲鳴とともに、サッと視界が真っ白になる。 
　男根を離すものかと膣壁が毛羽立つと、強風に揺れる草原のように、子宮へと一斉に波打ち出す。 
「いっ、いぐっ！　光明ぃっ、私は、私は……い、い、いいいっ、いぐっ!!」 
　力の限りをこめて、千影は絶頂した。 
　ふっくらとした恥丘は、男根を千切らんばかりに収斂し、親指を突っこまれているアナルも溶けたゴムのように波打つ。 
「千影、一滴残らず全部呑みこめよ！」 
「当たり前、だぁ……んっ、んはああああぁぁぁぁぁぁぁぁあ！」 
　ドクッ……！　身体の中で男根が暴れ回る感触。 
　それを逃がさないようにと、千影はキュウゥッ、と秘裂に力をこめる。 
（あっ、熱いのが、おまたに広がって……！） 
　ゾクリッ、熱いものを注ぎこまれているはずなのに、千影の背筋は寒気に耐えるかのように鳥肌が立つ。 
「さ、寒い……っ、もっと熱いの、熱いの、欲しいんだから……っ」 
 
 
 
　寒気を感じるのは、きっともっと熱いものが欲しいからなんだと思う。 
　千影はいつまでもおねだりをするように、キュウキュウと秘裂に力をこめ……そしてすべてを吸いきったとき……、 
「はふぅ……」 
　至福の吐息とともに、身体の力を抜いていくのだった。 
　ただ、その秘芯からは恥水が溢れ出し……三人分のレモン水は、卓上から溢れ出し、全校生徒の前で滝となって落ちるのだった。 
 
　だけどその至福のときは、そう長くは続かなかった。 
「うぅ、く、苦しい……ですぅ」 
　最初に呻き声を漏らしたのは紗枝だった。 
　あんなにも赤らんでいたほっぺたは、今では真っ青になっている。 
　身体が小さいだけ、浣腸の影響を受けやすいということなのだろう。 
「も、もう私はぁ……っ」 
　身体を起こすと、卓上から降りる。 
　だが紗枝にはトイレに行く余力は残っていなかった。 
　新しい紙おむつを受け取るとそれを自分で充てて、そのまま動かなくなってしまう。 
　どうやら心が折れて、一歩も動けなくなってしまったらしい。そのお尻は、早くも大きくなっていた。 
「わ、わたくしも……お、お腹の調子が……は、はうっ」 
　玲於奈も、そして千影も例外ではなかった。 
　玲於奈も新しいおむつを受け取ると、そのまましゃがみこんでしまう。 
「私も……新しいお、おむつを……っ」 
　千影も哀願するも、しかし光明は首を横に振るのだった。 
「すまんが、今ので紙おむつは品切れなんだ。千影なら気合いでなんとかトイレに間に合うよな」 
「そ、そんな……む、無理だぞっ」 
「だがそう言ってもなぁ……みんなが持ってる紙おむつだって、これから実習用に使うものだし。どうしてもトイレに行けそうにないのか？」 
「は、はうっ、も、ももも、もう出るからっ」 
「仕方がない……」 
　光明が手に取ったのは、さっきまで千影が充てていた紙おむつだった。 
「千影は三歳児ー。だから素直におむつを充てられるー」 
「い、いや！」 
　ピピピッ。 
　つむじが痺れる感触に、意識が一瞬にして遠のく。気がつけば、 
「お兄ちゃん、紙おむつ、充てて欲しいの……っ」 
　せっかく解けていた催眠術にかかって、再び三歳児へと幼児退行させられていた。 
「よーしよし、千影はおむつができるから偉い子だな。仰向けになって脚を広げるんだ。みんなもちゃんと見ておけよー、今から千影におむつを充てるからな」 
『はーい、先生。ちゃんと千影ちゃんのこと見ておきます！』 
『最後までちゃんと見守っててあげないとね♪』 
　口々に言う女子生徒たち。 
　そんな女子たちに囲まれて、千影は仰向けになって脚を広げるのだった。 
「は、早くぅ、おむつ充ててくれないと……で、出ちゃうのっ」 
「今から充ててやるからな」 
　お尻にさっきまで充てていた使用済みの紙おむつを敷かれると、それでおまたを隠すように覆われる。 
　一度剥がしたテープはちょっと不安だったけど、それでも上手いこと張りついてくれた。 
「これでもう安心だ。いつしても大丈夫だぞ、千影」 
「うぅ、でも、みんなに見られながら……恥ずかしいよぉっ」 
「だけど我慢は身体に毒だろ？　ほら、お腹だってこんなに張ってる」 
　パンパンに張ったお腹を撫で回される。 
　そこまでされてはもはや限界だった。 
「うぅっ、出ちゃうっ、お尻から熱いの……出ちゃう、よぉっ」 
「そのためにおむつをしてるんだろ？　遠慮するなって」 
「で、でも……うっ、うわあああぁぁぁぁあっ」 
　アナルセックスで緩みきり、そしてシリンダーで浣腸も受けて、そこに蕩けるような熱いエッチをしたのだ。 
　千影はおむつを充てられる赤ん坊のように脚を開いたまま、ついに決壊してしまう。 
　プチプチとかすかな音とともに紙おむつが盛り上がり、饐えた茶色い香りが辺りに漂い出す。 
　熱い流動体にお尻を撫で回され、お尻がパンパンになると会陰を伝っておまたが焼かれ……紙おむつはあっという間に茶色い焼け野原になってしまう。 
「あっ、あっ、あっ、熱いっ、熱いよぉ！　お兄ちゃん、お尻が熱くて火傷しそうだよぉっ」 
　その悲痛な叫びとは裏腹に、おむつの外側にはなにも溢れ出してこなかった。 
　それは失敗のすべてを受け止めなければならないということでもある。 
「熱い……もう、おまたまで熱くなって、い、いやぁぁぁ！」 
「どうだ千影。うんちを漏らしてしまった感想は」 
「ドロドロして気持ち悪いよぉ」 
　ブルルッ！ 
　千影は大きく身体を震わせると、失便は終わりを告げた。 
　みんなに見られながら、まさか全部出しきってしまうとは。 
　さすがにおしっこの香りはバニラの香りで隠せていたけど、チョコレートまでは隠せないらしい。 
　光明はおむつを撫で回しながら言った。 
「実験結果が出たようだな。最近の紙おむつは、おしっこの吸収は得意だけど、大きい方は苦手……というか隠しきれないみたいだな。みんな、わかったか？」 
『はーい、先生。おしっこだけにしておきます！』 
『くんくん。消しきれてない、わよねぇ。さすがにチョコレートまでは』 
『それにあんなにモコモコに膨らんじゃってたら、もう無理だよ』 
　こうして千影をお手本にした実習は終わった。 
　女子たちはステージから降りていくと、さっそく二人一組でおむつを充てはじめる。 
「千影、よく頑張ってくれたな」 
「はうぅ、おむつの中グショグショで気持ち悪いよぉ……早く新しいおむつに交換して欲しいの……」 
「ああ。保健室に行けば新しいのがあるだろうから、おんぶして連れていってやる」 
「うんっ」 
　嬉しさのあまり光明の背中に抱きつく。 
　だけどおむつを擦りつけてしまってグチョッと気持ち悪い感触がおまたに食いこんできてしまった。 
　それでも千影は身体をくっつける。 
「もっと、もっとずっと一緒にいたいんだから……」 
　大きい背中に向けて囁きかける。 
　ずっとこの背中を独り占めできたらいいのに……そんなことを思っていると、だけどしゃがみこんでいた紗枝が袖を引き、玲於奈も腕を組んでくる。 
「お兄様、紗枝のおむつも交換して下さい」 
「ご主人様……どうかはしたない玲於奈にお仕置きをして欲しいですの」 
「む、むぅ……っ」 
　せっかく光明を独り占めできると思ったのに。千影はほっぺたをリスのように膨らませてしまう。 
「やれやれ、毒電波の力は凄いが……まさかここまでとはなぁ」 
「お兄様？　紗枝にこんな性癖を植えつけた責任、しっかり取って下さいね？」 
「あ、あなたの犬になるんだったら、どんなに恥ずかしいことだってするんだから」 
　両側からくっついてくる玲於奈と紗枝。 
　千影は、そんな光明の背中に抱きつくと、耳元で囁くのだった。 
「私だって光明のこと、好きなんだぞ……っ」 
　ギュッと広い背中に抱きつき……そんな千影の、赤ん坊のようにつるつるの秘裂は、光明の背中に擦りつけられて、早くも熱くなっているのだった。 
 
 
　なお、この日を境目にして、近所のドラッグストアで女子用の紙おむつが品薄状態になったという……。 
 
 
エンディング　染まりきった明るい未来 
 
 
「ふふっ、こんなにいっぱい出したのか。今すぐにお母さんがおむつを交換してやるからな。……なんだ、お腹も減ったのか？　それじゃあおっぱいもあげるからなー。でもおっぱいはキレイキレイしてやった方がいいのかな？」 
　両手に小さな生命を抱え、千影は母性に満ちあふれた笑みを浮かべてみせる。 
　そしてその横にいるのは……当然ながら光明だ。 
「おむつなら俺が交換しておくぞ。千影はあんまり無理するなって」 
「そんなこと言ってられるか。私と、お前の子供なんだ。一緒に育てていきたいじゃないか」 
　生まれたばかりの小さな命をベッドにのせて、ゆっくりとおむつを外していく。 
　ちょっとでも力の入れ方を間違ってしまえば、手足が折れてしまいそうなくらい華奢な身体をしている。 
　だけどちょっと様子がおかしい。 
「あ、あれ……？」 
　急に千影の膀胱がキシキシと悲鳴を上げると、……ジョッ、生温かい感触が股間に広がってしまったのだ。 
　かすかな水のせせらぎの音とともに、モコモコと股間で吸水ポリマーが膨らみはじめる。こういうこともあろうかと、念のためにおむつを充てておいてよかった。 
　だけどよりによって光明に見られてる前でおもらししてしまうだなんて……恥ずかしすぎる。 
「み、光明ぃ……そ、その……おしっこ、出ちゃったんだ……」 
「子供を産むと緩くなるっていうからな。母ちゃん共々おむつを交換してやるか」 
「うぅ……お、お願いします……」 
　光明の身体に体重を預けると、ゴツゴツした男の子している手がおむつの中に入ってくる。 
　そしてこちょこちょとおまたをくすぐり始め……じわり、秘裂が熱くなってきてしまう。 
「あっ、光明、待って……そんなに激しくされると……」 
　なんとか止まっていたおしっこまでも溢れ出してきてしまう。こうなってしまうと最後まで出すしかないけど……しかしなんかちょっと様子がおかしい。 
　どんなにジョロジョロと漏らしても、止めどなく溢れ出してくるのだ。 
「も、もしかして、これは……っ」 
 
「はっ、ゆ、夢!?」 
　千影が飛び起きると、そこはいつもの光明の部屋のベッドだった。 
　すぐ横には光明の顔がある。 
　うっすらと白み始めた青白い朝日に、好きな人の顔を見つけることができて幸福感がこみ上げてくる。 
「よ、おはよ」 
「お、おはよ……もしかして、ずっと見てたのか？　私の寝顔を」 
「あぁ。なんだかとっても幸せそうな顔をしてたから、ついな」 
「うう……ばかぁ……」 
　千影は赤面してしまう。 
　最近はごく自然に光明の家で泊まるようになって、ベッドも同じものを使っているのだ。 
　……だが。千影は気まずそうに内股をもじもじさせる。 
「またやっちゃったみたいだな。まぁ、やりすぎた俺にも責任はあるが……」 
「お前のおちん×んが太すぎるのがいけないんだぞっ。太いのでいつもかき回されてるから……っ」 
　恥ずかしいけど赤ん坊のように脚を広げて、レモン色の紙おむつを外してもらう。 
　露わになったのは、愛液で甘い湯気を立てている、つるつるのおまただった。 
「千影のここ、おしっこ以外の汁でぐしょぐしょじゃないか」 
「幸せな夢を見てたから仕方ないんだぞっ。ま、まだ登校するまで時間はある。ちょっとだけ……繋がってくれないか？」 
「ちょうど俺も千影と繋がりたいなって思ってたところなんだ。ゆっくりじっくりいくから覚悟しろよ」 
「あぁ。ゆっくり、じっくり、時間が来るまでずーっと繋がってよう……んっ、あうっ、おちん×ん、おまたに入りこんできて……るぞっ、んはぁっ」 
「千影のヒダヒダ、俺に絡みついてくるぞ。あんなにお堅かった千影がずいぶんエッチになったもんだなぁ」 
「……ずっとお前のことが好きだったんだから、これがあるべき姿なんだ。だから私がエッチなわけではないんだからなっ」 
「そう思ってるのも催眠術にかかっているせいかもしれないな」 
「催眠術なんて関係ない、ずっと昔から好きだったんだ……ぞっ」 
「…………俺もだよ」 
　耳元で、光明の思わぬ一言。 
　ビックリしておまたがキュンッてしてしまう。 
「おっ、千影のなか、熱くなってきたな」 
「う、嬉しいんだから……」 
　光明を抱き寄せて瞳を閉じる。 
「ン……ふぅっ」 
　くちびるを重ね合うと、身体の中でジンワリと広がる熱い感触。 
　粘膜に染みる熱い感触を感じながら、千影は噛みしめるように身体を震わせるのだった。 
 
　それからしばらく経って。 
　青白い朝日はすっかり眩しくなって、窓からは鳥のさえずりが聞こえてくる。 
「そろそろ登校する準備、始めないとな」 
「うぅ、お、お願いします……んっ」 
　ずっと繋がっていたいけど、学校をサボるわけにもいかない。 
　肉棒を引き抜かれると、千影の肉裂は名残惜しそうに震えてみせた。 
「千影の割れ目から、ドロドロしたのが溢れ出してきてる……拭いてやるからジッとしてろよ？」 
「あっ、だめ……拭かないでいいから。お前のお汁ごとおむつ、充てて欲しいんだ」 
　アナルセックスで緩んでしまった千影は、おむつを充てて登校することにしていた。本当はそこまで緩んでいないらしいけど、もうショーツでは安心できなくなってしまったらしい。それになによりも、紙おむつを充ててもらうのが好きらしかった。 
　だけどそれを直接言うのは恥ずかしいから、 
「わ、私がおむつを充ててもらってるのは、将来赤ちゃんが生まれたときにだな、そのときに上手に充てられるように練習をだな……っ」 
「はいはい。千影がおむつを充てるのは、決して俺におむつを充ててもらうのが大好きで、交換するときにエッチしてもらうのが好きだからじゃないんだよな」 
「わ、わかればいいんだっ」 
　ぽんぽんっ、新しいおむつを充てられて、おまたを軽く叩かれると、それだけで安心しきってしまう。 
「はふぅ……温かいおむつに包まれて……とっても幸せな気分だ、ぞ……？」 
「ずっとこうしていたいところだけど、そろそろお迎えが来るころだな」 
　光明の言葉とともに、インターホンが鳴り響いた。 
「ほら、噂をすれば何とやらだ。早く出ないと玲於奈たちが上がりこんでくるからな」 
「むぅ……」 
　むくれながらベッドから身体を起こすと、のっそりと制服を着る。 
　最初はスカートからおむつがはみ出していないか気が気じゃなかったけど、最近はおむつを充てていないと落ち着かなくなってしまっている。 
「よし、これで準備完了。……見えてないよな、紙おむつは」 
　くるんと回ってスカートをヒラヒラさせてみる。 
「ああ、尻がちょっと大きく見えるけど、セクシーで可愛いな」 
　お尻を軽く叩かれて、熱い精を注ぎこんでもらった秘裂が、ジュワッと熱くなる。 
　そうやってイチャイチャしてるのがばれてしまったのだろうか、インターホンがこれでもかというほど連打される。 
　玄関を開けると、 
「遅いじゃないのっ。もっと早く開けなさいよねっ」 
　首輪を嵌めた玲於奈が飛びこんできた。 
　千影がおむつを充てていないと安心できないように、玲於奈もまた首輪を嵌めていないと安心できなくなってしまったらしい。 
「お兄様、紗枝もいるんですから、千影お姉ちゃんばかりエッチなことをしたらだめなのですっ」 
　紗枝も玄関になだれこんでくると、クイッと光明の袖を引っ張って、外へと連れ出そうとする。 
「今日で一週間目なんですから。放課後はちゃんと相手をして下さいね、お兄様♪」 
　ギュッと押しつけてくる紗枝のおっぱいは、制服越しでもわかるくらいにコリコリに勃起している。 
　今、こうしている瞬間にも紗枝のアナルにはディルドが詰まっているのだ。 
　身体は小学生と変わらぬはずなのに、紗枝はマニアックな性癖を植えつけられてしまったのだ。 
　おむつに首輪にアナル……きっかけは催眠術だったのかも知れないけど、千影も、玲於奈も、そして紗枝も染まりきってしまっている。 
　マゾに染まりきってる玲於奈も、ディルドを入れている紗枝もクロッチの裏側は愛液でどろどろになっていることだろう。 
　もちろん千影も、おむつを充てていなければ今ごろ内股をドロドロにしているに違いない。 
「私におむつを充てられるのはお前しかいないんだぞ……っ」 
「ご主人様、調教して下さいね♪」 
「もう紗枝のお腹はパンパンなんですからっ」 
　三人娘に手を引かれて通学路を歩き始める。 
「どうなるんだ、俺……」 
　肩をすくめながら光明は呟いてしまう。 
　なんだか毒電波を手に入れる前よりも状況がややこしくなっているような気がしなくもない。 
（だけど、まぁ……難しいことは後で考えておくことにするか） 
　悩んでいてもいいことなんて一つもないし。 
　光明は三人に引かれるままにこれからのことを妄想し、そして、どこか高揚したため息をつくのだった。 
 
 
 
了
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